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支
部
の
転
変

村
会
党
手
稲
支
部
は
、
子
稲
村
(
町
)
と
い
う
一
つ
の
行
政
区
成
を
基
盤

と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
区
上
に
変
更
が
起
れ
ば
、
支
部
も
ま
た

改
編
を
被
る
。
手
稲
刈
が
札
幌
市
に
介
併
す
る
昭
和
四
二
年
に
は
、
社
会
党

手
稲
支
部
は
、
地
域
的

K
域
は
以
前
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
札
幌
総
支
部
傘

下
の
第
七
支
部
と
な
る
。
四
七
年
、
札
幌
市
に
区
制
が
施
行
さ
れ
る
と
、
社

会
党
支
部
の
地
域
的
区
割
も
変
挺
さ
れ
、
手
稲
地
区
は
琴
似
と
九
日
体
し
、
西

区
支
部
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
』
悩
で
は
、
社
会
党
手
稲
支
部
が
独
立
の
一
支

部
で
あ
っ
た
四
二
年
ま
で
の
期
間
、
支
部
に
起
っ
た
転
変
を
記
述
す
る
こ
と

(5) 

に
す
る
。
し
か
し
、
「
転
変
」
と
は
い
っ
て
も
、
中
央
の
政
党
に
お
け
る
対
立

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識調査

抗
争
、
離
合
集
散
の
よ
う
に
、
際
立
っ
た
変
化
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
は
ま

ず
稀
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
も
、
手
稲
と
い
う
一
地
方
の
狭
い
人

間
関
係
の
世
界
に
起
る
変
化
に
起
因
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二
六
年
村
長
選
挙

)
 
-(
 
手
稲
川
長
選
挙

戦
後
の
手
稲
で
は
、
初
め
て
民
選
と
な
っ
た
昭
和
二
二
年
四
月
の
第
一
回

か
ら
札
幌
市
に
介
併
す
る
四
二
年
ま
で
、
二

O
年
聞
に
過
去
五
回
の
村
(
町
)

長
選
挙
が
施
行
さ
れ
、

M
早
氏
は
初
凶
の
無
競
争
当
選
以
来
連
続
五
期
村

(
町
)
政
を
担
当
し
た
。
三

O
年
以
降
、
毎
回
S
氏
を
対
抗
馬
と
し
て
争
わ
れ

た
コ
一
度
の
町
長
選
挙
は
、

M
早
氏
に
よ
れ
ば
「
だ
い
た
い
七
対
三
位
で
勝
っ

た
楽
な
選
挙
」
で
、
一
二
四
年
か
ら
は
北
海
道
町
村
会
々
長
の
役
職
を
勤
め
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
(
表
1
V
連
続
三
度
の
対
抗
馬
、

S
氏
は
、
手
稲
生
れ

で、

M
早
氏
よ
り
一

O
才
若
く
、
一
一
一
一
年
頃

に
は
凡
頭
会
へ
の
加
入
を
誘
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
氏
は
、
自
身
の
三
度
の
選
挙
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
回
想
を
し
て
い
た
。

〈
立
候
補
に
つ
い
て
〉

「三

O
年
の
時
に
は
、

M
早
三
選
の
弊
害

が
云
々
さ
れ
、
だ
ん
だ
ん
横
暴
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
が
自
分
の
廻
り
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
憎
ま
れ
る
と
損
だ
か
ら
と
い
う
の

で
、
誰
も
出
る
や
つ
が
い
な
い
。
同
級
生
か

ら
、
「
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
政
治
に
新

鮮
味
が
な
い
、
だ
か
ら
お
前
ど
う
だ
』
と
い

う
こ
と
で
立
っ
た
。
〆
切
ギ
リ
ギ
リ
の
一
日

前
で
あ
っ
た
。
急
に
、
初
め
て
山
た
か
ら
、

年

に
J
q
u

p
h
u
p
h
u
 

n
H
U
p
h
u
 

，
，
 

n
h
u
'
t
a
 

表1 村(町)長選挙の得票

122 年 126 年 130 年 134 年 138

M 早氏l無競争 1 2，5901 3，4541 4，0日91

対立候補/ I 1， 799i 1， 149i 1， 816! 
(対立候補 26年はY信氏 ) 

30， 34， 38年はS氏/
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準
備
が
な
く
、
や
り
山
し
て
び
っ
く
り
し
た
。
こ
の
時
、
票
は
読
め
な
か
っ

た
二
凶
U
の
三
四
年
に
は
、
憎
ま
れ
、
い
じ
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
切
り
く

ず
し
に
会
っ
た
。
し
か
し
、
票
は
割
合
と
多
か
っ
た
。
供
託
金
没
収
の
法
定

得
票
か
ら
か
な
り
余
っ
て
お
つ
り
が
き
た
。

三
回

υ、
三
八
年
に
は
、
ど
う
せ
勝
て
な
い
か
ら
や
め
ろ
と
い
う
戸
が
む

し
ろ
強
か
っ
た
。
ど
こ
も
金
を
貸
さ
な
く
な
っ
た
。
今
度
は
旗
色
み
て
ひ
っ

く
り
返
え
る
人
々
も
出
た
。
」

八
選
挙
戦
に
つ
い
て
〉

「
駅
前
に
立
っ
て
、
『
こ
こ
は
泥
道
で
・
・
・
』
と
云
え
ば
、

M
日
γ
派
は
ジ
ヤ

リ
を
も
っ
て
き
て
さ
っ
と
は
ら
橋
く
。
演
説
を
す
れ
ば
、
す
ぐ
情
報
が
い
っ

て
、
向
う
は
反
対
の
こ
と
を
い
う
。
だ
か
ら
、
皆
は
脱
さ
れ
て
向
う
が
当
選

す
る
。
忍
者
み
た
い
な
者
が
居
る
ん
だ
か
ら
す
ご
い
も
ん
だ
。
個
人
攻
般
を

す
れ
ば
泥
仕
合
に
な
る
か
ら
、
『
オ
レ
は
こ
う
や
る
』
と
こ
っ
ち
が
一
つ
云

え
ば
、
向
う
は
二
つ
も
云
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
自
分
は
議
会
に
も
出

て
い
な
い
切
か
ら
、
そ
ん
な
時
に
で
も
山
な
い
と
、
向
こ
う
に
は
こ
っ
ち
の
こ

と
が
、
通
じ
な
い
か
ら
・
:
:
。
」

八
社
会
党
に
つ
い
て
〉

「
選
挙
を
通
じ
て
、
社
会
党
が
好
意
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

初J
め

て
立
候
補
す
る
時
、
前
の
村
長
か
ら
、
債
路
と
手
を
組
ん
だ
ら
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
山
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
実
績
を
作
ら
な
け
れ
ば
公
認

は
し
な
い
。
ォ
レ
は
も
と
も
と
社
会
党
で
は
な
い
。
行
動
と
思
想
が
一
致
し

な
い
。
町
長
選
挙
の
時
は
、
特
定
の
政
党
、
人
を
応
援
し
な
い
方
が
よ
い
と

考
え
た
。
結
果
と
し
て
は
、
横
路
を
応
援
し
た
方
が
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、

や
っ
ぱ
り
、
思
想
の
問
題
だ
か
ら
、
意
見
を
ま
げ
て
ま
で
社
会
党
で
山
る
気

は
な
く
、
無
所
属
で
立
っ
た
。
」

二
六
年
の
村
長
選
挙
は
、
三

O
年
以
降
の
三
回
と
比
べ
る
と
、

M
平
氏
に

と
つ
℃
、
対
抗
応
を
も
っ
た
四
回
の
う
ち
校
も
田
一
手
庄
の
少
な
い
「
激
戦
」
で

あ
っ
た
。
ざ
ら
に
、
括
弧
づ
き
で
は
あ
る
が
、
「
保
守
対
革
新
」
で
争
わ
れ
た

唯
一
の
村
長
選
挙
で
あ
っ
た
。

M
早
派
の
村
会
議
員
で
凡
民
会
員
の

M
茂

氏
、
以
後
社
会
党
支
部
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
る
N
清
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

」
の
時
の
村
長
選
挙
を
次
の
よ
う
に
意
義
づ
け
た
。

「
二
六
年
の
村
長
選
挙
の
時
、
社
会
党
支
部
は

Y
信
氏
を
推
し
た
。
そ
れ
は
、

た
だ

M
早
に
対
す
る
対
立
候
補
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、

わ
れ
わ
れ
の
全
く
見
込
み
違
い
の
社
会
党
に
な
っ
た
。
」
「
こ
の
時
が

M
早
l

旧
勢
力
に
対
す
る
第
一
聞
の
反
対
派
の
結
集
で
あ
っ
た
。
向
う
の
方
は
、
社

会
党
を
作
っ
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
が
、
し
か
し
、

ど
っ
こ
い
そ
う
は
い
か
な
い
。
」
と
も
か
く
、
こ
の
村
長
選
挙
を
期
に
、
社
会

北法24(4・124)764



党
手
稲
支
部
で
は
、
候
補
者
の
推
せ
ん
を
め
ぐ
っ
て
内
部
対
立
し
、
「
便
法

上
入
ペ〉

(2) た
L 

凡
頭
メ込
エ当t
(/) 

四
名
ヵ:
脱
け
る
の
で
あ
る

元
官
選
村
長
の
立
候
補

現
職
M
半
村
長
の
対
抗
馬
は

Y
信
氏
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
昭
和
一
六
年
五

月
か
ら
二

O
年
四
月
ま
で
、
こ
の
地
手
稲
で
官
選
の
村
長
を
勤
め
て
い
た
。

同
氏
が
い
か
に
し
て
こ
の
時
点
候
補
し
た
か
、
特
に
「
社
会
党
推
せ
ん
」
候

補
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
被
面
接
者
か
ら
の
断
片
的
な
記
憶
を
手
掛

り
に
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。
被
一
血
接
者
に
よ
っ
て
「
Y
信
支
持
派
」
と
名
指

さ
れ
た
人
々
の
名
簿
(
総
訂
一
一
一
一
名
)
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
Y
信
支
持
派
」

(5) 

は
、
大
略
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
っ
て
い
た
。
一
つ
は
、
社
会
党
支
部

に
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
忠
わ
れ
る
人
々
(
八
名
)
、
残
り
は
、

Y
信
氏
の
伺

札幌市郊外地区〈手稲〕の政治意識調査

人
的
な
友
人
関
係
、
ま
た
、
川
氏
の
官
選
村
長
の
経
歴
と
関
連
の
あ
っ
た
人

々
で
あ
る
。
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
官
選
村
長
の
経
歴
を
も
っ
者
が
他
に

二
名
、

Y
信
氏
を
含
め
C
一
五
宵
逃
村
長
三
名
が
、
戦
後
ま
も
な
く
、
戦
時
中

の
個
人
的
な
伝
を
煩
っ
て
、
手
稲
に
移
住
し
て
い
た
。
一
冗
官
選
村
長
の

人、

Y
一
冗
氏
は
、
手
稲
に
修
什
い
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
た
。

「
戦
争
直
後
、
幌
加
内
村
の
村
長
で
あ
っ
た
が
、
北
海
道
長
官
自
身
も
戦

後
の
処
理
に
つ
い
て
迷
う
よ
う
な
混
乱
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
自
分
で
村

長
を
や
め
る
決
心
を
し
て
、
手
稲
に
土
地
を
買
う
。
そ
の
経
緯
は
、
愛
国
婦

人
会
の
主
事
時
代
、
愛
凶
婦
人
会
の
副
会
長

l
l初
代
小
樽
区
長
、
金
子
元

三
郎
氏
の
奥
さ
ん

i
|
と
親
し
く
し
て
い
た
の
で
、
農
地
解
放
の
時
に
、
金

子
氏
の
手
稲
の
土
地
を
買
う
。
こ
の
辺
は
、
山
林
で
、
家
は
三
軒
ほ
ど
し
か

な
か
っ
た
。
小
樽

l
札
幌
が
、
将
来
、
東
京

l
横
浜
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
頭
に
浮
べ
て
手
稲
を
選
ん
だ
。
」

こ
れ
ら
三
名
の
元
官
選
村
長
た
ち
は
、
先
輩
後
輩
の
関
係
に
あ
り
、
|
|

手
稲
に
赴
任
し
た
の
は

Y
氏
だ
け
で
あ
っ
た
が
|
|
転
々
と
す
る
赴
任
地
の

い
く
つ
か
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
、
敗
戦
に
よ
っ
て
公
職
追
放

の
浮
き
同
を
み
た
点
で
も
、
同
様
の
境
過
を
共
有
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、
彼

ら
の
廻
り
に
集
ま
っ
た
人
々
は
、
あ
る
人
の
表
現
を
借
り
る
と
、
「
日
本
人

つ
て
の
は
権
力
に
弱
い
か
ら
、
彼
が
在
任
中
に
委
員
に
つ
け
ら
れ
た
人
た
ち

が
Y
信
支
持
だ
っ
た
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ο

先
ぎ
の
名
簿
で
み
る
と
、
終

戦
前
の
元
村
会
議
良
二
名
、
参
与
一
名
、
方
面
委
員
一
名
か
含
ま
れ
て
い(E〉

た
。
し
か
し
、
村
の
有
力
者
層
、
特
に
市
街
地
で
商
業
を
悦
み
、
「
進
昭
会
」

に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
人
々
は

一
名
も
相
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Y
信
氏
の
廻
り
に
集
ま
っ
た
、
「
気
の
ん
け
っ
た
懇
意
の
連
中
」
で
、
日
頃
、

村
政
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
を
た
え
ず
も
っ
て
い
た
。
こ
の
時
、

Y
信
氏

と
、
彼
の
後
を
継
い
で

M
早
氏
の
三
度
の
対
抗
馬
と
な
る
S
氏
と
は
、
勤
め

先
き
小
樽
へ
の
車
中
、

M
行
の
認
で
親
し
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
村
政
談

itit24(4・125)765
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義
の
な
か
で
は
、
「
村
に
そ
う
い
う
勢
力
(
名
前
を
明
示
で
き
な
か
っ
た
が

〔

2〕

『
凡
頭
会
』
や
『
進
昭
人
会
亡
を
指
し
て
い
た
〉
が
あ
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と

だ
。
資
本
家
同
志
が
集
ま
る
と
、
い
ま
の
自
民
党
と
同
じ
で
、
恐
い
こ
と
ば

か
り
す
る
。
議
員
に
山
て
は
、
内
分
の
税
を
下
げ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

る
。
ケ
シ
カ
ラ
ン
」

(
Y
信
)
と
い
う
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
は
、

M
早
村
政
に
不
満
を
も
っ
人
々
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
は
、
こ
の
日

頃
の
村
政
談
義
の
な
か
か
ら
、

Y
信
氏
の
立
候
補
が
生
ま
れ
た
。
元
官
選
村

長
の
一
人
、

Y
一
冗
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
M
早
氏
の
二
期
目
の
時
に
、
対
立
候
補
を
物
色
し
た
。

に
戦
前
村
会
議
員
の

Y
愛
氏
は
、
内
分
を
推
し
、
自
分
に
村
長
を
や
れ
と
い
っ

て
き
た
。
以
前
、
官
選
の
手
稲
村
長
で
あ
っ
た
Y
信
|
|
自
分
の
後
輩
1
i

一
部
の
人
、

が
俺
が
や
り
た
い
と
申
し
出
る
。

U
氏
|
|
元
羅
臼
村
官
選
村
長
1
1
も
候

補
に
上
が
る
。
自
分
は
澱
粉
協
川
組
介
の
専
務
理
事
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
辞
退
す
る
。
結
局
、

Y
信
氏
と
の
話
し
で
、
彼
を
村
長
に
、
自
分
は

村
長
を
辞
退
し
た
の
で
、
そ
れ
で
は
村
会
議
員
に
と
い
う
こ
と
で
話
が
ま
と

ま
っ
た
。
」

(
1
)
進
昭
会
に
つ
い
て
は
、
荒
木
の
記
述
参
照
。
北
大
法
学
論
集
第
二
一

巻
四
号
唱
-
一
吋
ω

(
2
〉
凡
頭
会
に
つ
い
て
は
荒
木
の
記
述
、
同
お
℃
℃

-
g
J
-
g
と
、
前

稿
、
北
大
法
学
論
集
第
二
二
巻
第
四
号

3・日
U
ω
J
M
u
m
参
照
。

(3) 

社
会
党
推
せ
ん

Y
信
氏
の
「
社
会
党
推
せ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
い
ぶ
か
り
の
念
を
述
べ
る

人
が
い
た
。
社
会
党
手
稲
支
部
設
立
の
際
、
そ
の
下
準
備
を
し
た
と
い
う
役

場
附
別
役
の

O
勝
氏
で
あ
る
。

「
二
六
年
村
長
選
挙
で
、
社
会
党
が
推
せ
ん
候
補
を
出
し
て
き
た
。

年
か
ら
二

O
年
頃
の
村
長
を
し
て
い
た
Y
信
や
推
せ
ん
し
た
。
祉
会
党
の
一
五

特

い
分
は
、
選
挙
を
独
走
さ
せ
る
の
は
よ
く
な
い
。
批
判
の
な
い
町
政
は
よ
く

な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
村
会
党
と
し
て
は
、
む
し
ろ
、

M
早

を
推
す
の
な
ら
わ
か
る
が
、

Y
信
を
推
す
の
は
変
だ
。

Y
信
は
人
物
的
に
も

お
か
し
い
。
」

確
か
に
、
こ
の
い
ぶ
か
り
の
念
は
、
当
時
、

O
勝
氏
だ
け
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
月
に
は
、
一
一
一
一
一
日
投
票
日
の
村
長
選
挙
と
、
一

週
間
後
の
三

O
日
に
投
票
日
を
迎
え
る
知
事
選
挙
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ほ

ぼ
同
時
に
選
挙
戦
を
開
始
し
た
こ
の
二
つ
の
選
挙
の
問
に
は
、
手
稲
で
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
「
候
補
者
」
に
お
い
て
、
ま
た
「
争
点
」
に
お
い
て
、
候

補
者
の
「
党
派
」
だ
け
を
別
と
す
れ
ば
、
相
似
的
な
対
照
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。Y
信
氏
は
、
社
会
党
手
稲
支
部
の
設
立
に
関
係
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
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た
、
設
立
後
に
加
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
社
会
党
と
の
つ
な
が

り
は
、
も
つ
ば
ら
、
支
部
メ
ン
バ
ー
を
通
ず
る
個
人
的
関
係
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
媒
介
役
は
、

N
清
氏
で
あ
っ
た
o
N
清
氏
は
、

Y
信
氏
が
村

長
在
任
中
の
一
九
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
手
稲
村
役
場
に
勤
務
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
「
あ
の
当
時
、
や
っ
と
任
会
党
と
い
う
も
の
が
で
き
た
。

N
清
の

先
代
、
兄
と
個
人
的
に
親
し
く
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

N
清
を
役
場
に
お
い

た。」

(
Y
信
氏
)

N
清
氏
は
、
「
一
二
ハ
年
の
村
長
選
挙
で
、
党
と
地
区
労
が

Y
信
を
推
せ
ん

し
た
Lー

と
述
-̂
た

手
稲
地
I又
労
働
組
ノ為

協
議
l込

"" は
村
長
選
挙
dコ
IJIJ 
年

二
四
、
五
年
頃
、
村
会
議
員
の

N
健
氏
i
|
駅
助
役
で
国
鉄
労
組
子
稲
支
部

(5) 

長
ー
!
と
I
良
氏

l
l北
教
組
手
稲
支
部
長
ー
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
地
区
労
に
は
、
同
鉄
、
北
教
組
、
全
逓
手
稲
分
会
、
手

稲
鉱
山
労
組
の
四
組
合
が
加
盟
し
、
傘
下
組
合
員
数
は
一
四

O
J
一
五

O
名

程
度
で
あ
っ
た
。
当
時
、
子
稲
に
は
、
こ
の
他
の
労
働
組
合
に
、
白
石
労
組
、

手
稲
村
役
場
職
組
、
道
庁
職
組
口
氏
の
居
住
区
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
地
区

労
に
加
盟
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
四
月
の
知
事
、
道
会
議
員
選

挙
で
は
、
道
庁
職
組
、
国
鉄
労
組
、
北
教
組
が
積
極
的
な
選
挙
運
動
を
展
開

し
て
い
た
。
特
に
、
北
教
組
に
つ
い
て
は
、
「
北
教
組
の
気
狂
い
染
み
た
応

援
が
田
中
当
選
の
原
動
力
た
る
こ
と
は
品
目
く
知
れ
渡
っ
て
い
る
。
:
・
・
北
教

組
各
支
部
の
首
脳
者
が
選
挙
違
反
で
ぞ
く
ぞ
く
検
挙
さ
れ
て
い
る
の
は
何
を

意
味
す
る
か
。
・
:
:
北
教
組
は
『
問
中
の
た
め
一
人
当
り
二
十
票
を
ぜ
ひ
獲

得
せ
よ
』
と
の
密
令
を
発
し
た
と
も
云
う
」
と
の
記
述
さ
え
あ
っ
た
。
手
稲

で
も
、
北
教
組
手
稲
支
部
の
一
組
合
員
、

K
幸
氏
に
よ
る
と
、
「
道
会
議
員

選
挙
で
、
北
教
組
の
書
記
長
が
選
挙
違
反
で
っ
か
ま
り
、
地
区
労
が
差
し
入

れ
し
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
村
長
選
挙
で
は
、
選
挙
運
動
期
間
を
同
じ
く

し
て
い
た
関
係
で
、
「
Y
信
支
持
で
は
あ
っ
た
が
、
北
教
組
も
表
面
立
つ
て

は
し
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。

社
会
党
支
部
に
よ
る

Y
信
氏
推
せ
ん
に
つ
い
て
は
、
支
部
自
体
で
当
初
よ

り
村
長
候
補
を
物
色
し
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

Y
信
氏
出
馬
の
戸
が
聞
か

れ
る
な
か
で
、
支
部
と
し
て
い
ず
れ
を
推
す
か
が
論
議
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
当
時
の
「
支
部
構
成
員
』
と
確
認
さ
れ
る
一
二
名
の
う
ち
、
支
部
結
成

に
加
わ
っ
て
い
た
凡
頭
会
の
四
名
は
、

Y
信
支
持
に
反
対
で
あ
っ
た
。
支
部

長
の

T
良
氏
は
、
こ
の
時
の
村
会
議
員
選
挙
に
は
社
会
党
公
認
で
立
っ
た

が
、
恐
ら
く
は
、

M
早
氏
と
の
連
り
や
以
後
の
行
動
か
ら
み
て
、

Y
信
推
せ

ん
に
は
消
阪
的
で
あ
っ
た
。

M
円
十
派
の

O
勝
氏
か
ら
は
、
「
T
良
が
私
共
(
凡

頭
会
)
の
と
こ
ろ
に
き
て
、
町
長
選
挙
で
は
中
立
で
い
て
く
れ
と
頼
み
に
主

た
。
し
か
し
、
彼
は
、
前
回
に
は
車
に
乗
っ
て

Y
信
の
応
援
に
い
っ
た
」
と

い
わ
れ
、

Y
信
氏
か
ら
は
、
「
T
良
は
、

M
早
と
自
分
と
の
両
方
を
か
け
て
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い
た
」
と
い
わ
れ
た
。

他
方
、
哲
也
記
長
の

N
治
氏
は
、
当
時
、
社
会
党
道
連
の
執
行
委
員
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
知
事
、
道
議
選
と
の
一
貫
選
挙
を
意
図
し
て
、
前
上
司
Y
信
氏

の
社
会
党
推
せ
ん
に
奔
走
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
N
清

Y
信
は
知
り
合

い
で
、
よ
く
ん
ぶ
ん
H

を
N
清
の
家
で
や
っ
て
い
た
」

(
K
孝
)
と
い
わ
れ
る
。

N

清
氏
は
、
「
こ
の
判
長
選
世
中
に
は
、
党
本
部
か
ら
宮
沢
が
オ
ル
グ
で
き
た
」
と

語
り
、
道
連
作
製
の
年
表
に
あ
る
、
手
稲
に
関
す
る
記
載
事
項
の
た
だ
一
間

〈

2
d

は
、
「
一
二
ハ
年
三
月
六
日
、
子
稲
支
部
定
期
大
会
」
で
あ
っ
た
。

Y
信
氏
自
身
は
、
当
初
か
ら
社
会
党
推
せ
ん
候
補
と
な
る
意
向
を
も
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
「
入
党
は
し
な
か
っ
た
が
、

N
清
が
熱
心
に
や

る
の
で
・
・
・
。
札
幌
か
ら
社
会
党
の
人
が
応
援
に
来
、
田
中
、
横
路
、
正
木
、

斎
藤
が
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
し
て
、
地
元
の
労
働
組
合
は

M
早

の
悪
口
を
宣
伝
し
て
ま
わ
っ
ァ
、
ォ
レ
は
い
つ
の
ま
に
か
、
ム
ー
ド
と
し

て
、
社
会
党
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」

Y
信
氏
の
社
会
党
推
せ
ん
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
い
た

か
、
二
つ
の
証
言
が
あ
る
。

一
人
は
、

Y
信
支
持
派
で
、
こ
の
時
の
村
会
議

員
選
挙
に
立
候
補
、

Y
信
氏
か
ら
「
一
番
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
人
」
と
し
て

名
指
さ
れ
た
H
嶋
氏
で
あ
る
。

「
Y
H債
を
社
会
党
が
推
し
た
と
う
い
こ
と
は
な
い
。
:
:
:
今
に
な
っ
て
み

る
と
、

M
円
十
は
保
守
系
、

Y
信
は
社
会
系
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
が
。
」

も
う
一
人
は
、
一
冗
官
選
村
長
の
一
人
で
、
こ
の
時
村
会
議
員
に
当
選
し
た

Y
元
氏
で
あ
る
。

「
M
早
反
対
の
村
会
議
員
は
約
半
数
い
た
。
社
会
党
で
は
、

T
良、

K
栄、

N
清
(
彼
は
二
六
年
に
は
ま
だ
立
候
補
し
て
い
な
い
〉
、

良
は
、
た
だ
紅
会
党
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
の
人
。

K
栄
は
、
社
会
主
義

と
い
っ
た
上
品
な
話
に
は
ほ
ど
遠
い
。
彼
は
ビ
ラ
張
り
を
や
る
。

N
清
は
、

応
援
演
説
を
す
る
。

S
力
は
、

M
早
の
悪
口
を
云
っ
て
畑
地
る
。
彼
は
村
会
議

員
に
立
候
補
し
た
が
、
三

O
票
し
か
と
れ
な
か
っ
た
。
あ
と
は
無
所
属
で
党

S
力
が
い
た
。

派
は
論
じ
な
か
っ
た
o
」

/目、 f、、
2 1 
¥ノ¥J

北
海
評
論
二
六
年
六
月
号
匂
・
一
∞

『
道
内
年
表
』
社
会
党
道
本
部
二

O
年
史
編
集
委
員
会
℃
-
A
O

(4) 

選
挙
に
お
け
る
対
立
点

二
六
年
村
長
選
挙
に
お
け
る
対
立
点
に
つ
い
て
、
政
策
問
題
を
争
点
と
し

て
記
憶
し
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
地
方
選
挙
が

「
政
策
」
を
争
点
と
し
て
戦
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
事
情
と
、
戦
い
は
後
の
問

想
に
な
る
と
人
俗
化
さ
れ
や
す
い
傾
向
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

M
早
派
の
人
々
は
、
概
し
て
、
候
補
者
両
者
の
長
年
に
わ
た
る
徹
執
、

Y

倍
氏
の
「
天
下
り
村
長
」
を
強
一
掬
し
た
。

T 
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候
補
者
、
現
職
村
長
の

M
平
氏
。

「
私
の
対
立
候
補
は
、
終
戦
時
ま
で
村
長
を
し
て
い
た
Y
信
氏
で
あ
る
。
彼

は
、
戦
時
の
供
出
で
強
引
な
こ
と
を
や
っ
て
、
警
察
を
引
き
つ
れ
て
供
出
し

た
。
ま
た
、
町
制
施
行
に
は
反
対
し
て
い
た
。
」

進
昭
会
、
凡
頭
会
の
会
員
で
村
会
議
員
の
O
定
氏
。

(5) 

「
M
早
さ
ん
と
Y
信
は
犬
猿
の
仲
で
あ
っ
た
。

M
早
氏
は
村
会
議
員
現
職

の
時
、
札
幌
か
ら
通
っ
て
い
た
の
を
暴
か
れ
追
い
出
し
を
食
っ
た
。
食
料
配

給
量
の
問
題
で
も
ぶ
つ
か
り
、
や
り
あ
っ
た
。
そ
ん
な
ら
や
め
る
と
い
う
の

で、

M
早
さ
ん
は
村
会
議
員
を
や
め
た
。
・
:
:
そ
れ
で
、
今
度
、

Y
信
が
パ

ー
ジ
が
と
け
る
の
を
ま
っ
て
、
一
ち
ょ
う
や
っ
て
や
る
か
、
:
:
:
と
に
か
く

泥
仕
合
に
な
っ
た
。

Y
信
さ
ん
は
、
政
策
な
ん
か
出
さ
な
か
っ
た
。

M
早
行

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識調査

政
の
批
判
だ
け
で
あ
っ
た
。
」

進
昭
会
、
凡
頭
会
の
会
員
で
村
会
議
員
の

M
茂
氏

「
二
二
年
の
村
長
選
以
来
、

Y
信
氏
と
M
早
氏
の
対
立
が
ず
う
っ
と
続
い

て
い
た
。
そ
の
し
こ
り
が
残
っ
て
い
た
。

Y
信
氏
は
、
個
人
的
に
は
面
白
い

人
で
ス
ケ
ベ
の
話
も
す
る
。
し
か
し
、
村
行
政
に
関
し
て
は
、
ワ
ン
マ
ン
的

で
天
下
り
式
で
あ
っ
た
。
」

農
家
で
後
に
町
会
議
員
と
な
る

M
義
氏
。

「
Y
信
村
長
つ
て
の
は
、
ワ
ソ
マ
ン
で
、
天
下
り
村
長
だ
か
ら
、
い
い
と

は
恩
わ
な
か
っ
た
。
」

他
方
、

Y
信
支
持
派
の
人
々
は
、
丙
者
に
お
け
る
行
政
手
腕
の
菱
、
「
商
人

対
農
家
」
の
対
立
を
強
調
し
た
。

候
補
者
、
一
冗
官
選
村
長
Y
信
氏

「
衡
の
連
中
は
土
地
を
も
っ
て
お
り
、
自
分
の
税
の
軽
減
と
い
う
こ
と
を

中
心
に
考
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
勢
力
に
対
す
る
反
発
が
村
の
な
か
に
あ
っ

た
。
税
の
割
合
が
上
の
方
に
減
る
と
中
間
層
に
負
担
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、

街
と
農
村
は
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
私
は
、
他
の
人
よ
り
も

強
い
態
度
で
の
ぞ
ん
だ
の
で
反
発
が
あ
っ
た
。
・
:
:
M
早
と
は
、
村
長
時
代

か
ら
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。

M
早
が
村
会
議
員
の
時
、
彼
が
札
幌
か

ら
通
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
や
め
さ
せ
た
。
表
面
的
に
は
う
ま

く
い
っ
て
い
た
が
、
性
格
的
に
は
、
水
と
泊
で
合
い
入
れ
な
か
っ
た
。
」

元
官
選
村
長
で
こ
の
時
村
会
議
員
に
な
る
Y
元
氏
。

「
M
早
氏
は
村
長
と
し
て
の
経
歴
が
浅
い
。
自
分
た
ち
に
は
村
長
の
長
い

経
歴
が
あ
る
。

M
早
氏
は
、
新
し
い
方
針
や
施
設

1
1学
校
、
水
道
、
道
路

ー
ー
に
つ
い
て
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
。

Y
信
支
持
の
人
は
、

M
早
村
政
に
あ

き
た
ら
ず
、
不
満
を
も
っ
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

M
早
の
行
政
に
は
情
実
が

あ
り
、
農
政
に
理
解
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
自
分
た
ち
は
、
ガ

ラ
ス
張
の
村
長
、
農
民
の
福
利
庫
生
を
訴
え
た
。

M
早
氏
は
、
な
ん
と
い
っ
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て
も
商
人
だ
か
ら
、
行
政
に
私
情
が
入
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
、
公

の
納
附
物
を
み
な
彼
の
底
か
ら
も
っ
て
ゆ
く
。
学
校
の
石
炭
、
宴
会
の
酒
な

ど
。
そ
の
計
算
高
い
と
こ
ろ
、
打
算
的
な
と
こ
ろ
が
一
般
の
住
民
か
ら
嫌
わ

れ
る
。
」
Y
信
氏
か
ら
「
一
番
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
人
」
と
名
指
さ
れ
た
一
人
で

」
の
時
村
会
議
員
と
な
っ
た

H
増
氏
。

「
M
早
は
、
古
い
の
れ
ん
で
商
売
を
や
っ
て
い
た
が
、
行
政
家
の
手
腕
と

し
て
は
未
知
で
あ
っ
た
。

Y
信
は
新
し
く
入
っ
て
き
た
人
、
ず
太
く
、
枇
が

大
き
く
、
行
政
の
手
腕
が
あ
っ
た
。
当
時
は
政
策
に
つ
い
て
の
対
立
が
あ
っ

た
か
記
憶
に
な
い
。

M
早
は
『
土
地
で
生
れ
、
土
地
で
育
っ
た
、
村
を
愛
す

る
こ
と
で
は
人
後
に
お
ち
な
い
ぞ
』
と
云
っ
て
廻
っ
た
。

Y
信
は
官
選
だ
っ

た
o
M
早
に
反
対
す
る
者
の
理
由
は
、
商
人
は
小
才
を
き
か
す
、
商
人
根
生

が
あ
る
、
鼻
に
か
け
て
い
て
、
な
ん
で
も
頭
か
ら
否
定
す
る
、
天
狗
だ
と
い

う
こ
と
だ
。
」

社
会
党
支
部
や
労
働
組
合
関
係
の
人
々
は
、
と
に
か
く
反
M
早
の
点
を
強

調
し
た
。社

会
党
支
部
の
一
員
で
農
家
の

K
秀
氏
。

「
主
義
主
張
の
対
立
で
は
な
か
っ
た
。

Y
信
支
持
は
考
え
方
と
し
て
革
新

的
な
人
が
多
か
っ
た
が
、
末
端
は
主
義
主
張
で
は
な
い
。
保
守
で

M
早
を
推

す
な
ら
わ
が
方
は
、
と
い
う
こ
と
で
Y
信
を
か
つ
ぎ
出
す
。
市
街
地
に
は
、

M
早
に
対
す
る
妬
み
嫉
み
が
強
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
奥
さ
ん
が
変
っ

た
、
家
を
つ
ぶ
し
た
、
放
蕩
者
に
村
長
を
さ
せ
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
。
」

北
教
組
の

K
孝
氏
。

「反
M
早
の
理
由
に
は
、
商
業
組
合
の
時
、
鉱
山
で
金
も
う
け
た
と
い
う

こ
と
、
お
め
か
け
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
、
道
義
的
な
も
の
に
対
す
る
反
発

な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

M
早
に
対
す
る
レ
ジ
ス
ト
の
方
、
が
強
か
っ
た
。
」

全
逓
の
W
徳
氏
。

「
政
策
の
面
で
ど
う
と
か
、

う
と
か
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

単

反
M
早
派
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
c
M
早
は
保
守
だ
か
ら
。
」

(
1
)

町
制
施
行
問
題
に
つ
い
て
は
、
荒
木
の
記
述
参
照
。
北
大
法
学
論
集

第
二
一
巻
四
号
苫
-
一
∞

u
t
-
s

同
支
持
者
と
選
挙
結
果

二
六
年
村
長
選
挙
の
結
果
は
、
現
職
の

M
早
氏
、
二
五
九

O
票
、
対
立
候

補
の

Y
信
氏
、
一
七
九
九
票
、
比
は
約
六
対
四
で
あ
っ
た
。

Y
信
氏
の
得
票

は
、
社
会
党
系
村
会
議
員
候
補
七
名
の
得
票
総
計
、
九
二
一
一
票
よ
り
も
八
八

六
禁
多
か
っ
た
が
、

一
週
間
後
の
知
事
選
に
お
け
る
社
会
党
田
中
候
補
が
手

稲
で
獲
得
し
た
票
、
二

O
七
四
票
よ
り
も
二
七
五
票
少
な
い
結
果
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
Y
信
氏
が
田
中
候
補
の
得
票
を
獲
得
し
た
と
し
て
も
、
な
お
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M
早
民
と
の
問
に
は
、
ほ
ほ
村
会
議
員
当
選
に
必
要
な
得
票
二
名
分
に
あ
た

る
差
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
「
支
持
者
層
」
に
つ
い
て
、
一
冗
官
選
村
長
の
前
記
二
名
は
、
「
有

権
者
の
半
分
位
が
支
持
し
て
い
た
」
「
M
阜
の
村
政
に
反
対
し
た
層
が

Y
信

支
持
で
、
全
村
的
に
わ
か
れ
た
」
と
み
て
い
た
が
、
他
の
両
派
の
人
々
は
、

「
支
持
者
層
」
の
地
域
的
、
職
業
的
分
布
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
解
釈
を

述
べ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
金
山
、
市
街
地
で
は
支
持
が
分
か
れ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
Y
信
が
多
い
が
、
農
村
関
係
、
商
業
関
係
の
人
々
は
M
早
支

持
で
あ
っ
た
。

(5) 

得
票
結
果
に
つ
い
て
は
、

M
平
氏
の
以
後
三
回
と
比
べ
る
と
「
激
戦
」
で

あ
っ
た
が
、
「
手
稲
を
二
分
す
る
程
で
な
く
、

M
早
が
圧
倒
的
だ
っ
た
」
と

札幌市郊外地区(手稲〕の政治意識調査

両
派
の
人
身
か
ら
云
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
進
昭
会
の
O
定
氏
は
、
「
Y
信

を
推
し
た
人
は
、
結
局
、

M
早
さ
ん
を
好
き
で
な
い
と
い
う
人
。

M
早
さ
ん

は
強
引
に
や
る
か
ら
敵
に
な
る
人
が
で
る
。
そ
れ
が
意
外
に
多
か
っ
た
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、

Y
信
氏
は
、
「
山
口
は
大
部
分
私
を
支
持
し
て
く
れ
た
。

H
増
が
あ
の
へ
ん
で
人
気
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
述
べ
た
が
、
当
の

H
増
氏
に

よ
れ
ば
、
「
農
家
の
人
は
古
い
考
え
方
で

土
地
生
れ
の

M
早
支
持
だ
ο

口
で
も
M
早
だ
っ
た
」
こ
と
に
な
る
。

Y
信
氏
は
敗
戦
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
土
地
に
な
じ
み
が
な

か
っ
た
。
ヨ
ソ
者
だ
っ
た
。
町
に
生
れ
育
っ
た
者
が
や
る
べ
き
だ
と
い
う
感

情
が
あ
っ
た
。
婦
人
層
を
M
早
の
奥
さ
ん
が
活
躍
し
て
動
か
し
た
。
奥
さ
ん

の
生
活
に
対
す
る
同
情
が
あ
っ
た
。
」

制
官
選
対
民
選

社
会
党
手
稲
支
部
で
は
、
こ
の
村
長
選
挙
を
期
に
、
「
し
こ
り
」
が
で
き
、

結
成
時
参
加
の
凡
頭
会
員
四
名
、
が
脱
党
し
た
。
理
由
は
、
「
統
制
で
個
人
の

意
見
が
出
な
く
な
る
」

(
O
勝
)
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
、
凡
頭
会

は
、
先
代
派
「
進
昭
会
の
二
軍
的
存
在
」
と
し
て
、
「
M
早
村
長
の
選
挙
母

体
」
と
な
る
。
他
方
、
社
会
党
支
部
は
、
「
な
ん
で
も
反
対
ば
か
り
す
る
」
反

M
早
派
の
集
団
た
る
色
彩
を
濃
く
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
村

長
選
挙
は
、
八
保
守
対
革
新
〉
と
い
う
よ
り
も
、
両
候
補
者
の
個
人
的
経
歴

や
属
性
を
対
立
点
と
し
て
争
わ
れ
、
と
り
わ
け
、
〈
民
選
対
官
選
〉
の
対
立

の
性
絡
が
強
か
っ
た
。

北
海
道
で
は
、
開
拓
時
代
の
特
殊
事
情
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
二
年
ま
で
、

行
政
組
織
上
、

一
級
町
村
、
二
級
町
村
の
区
別
、
か
あ
っ
た
。
二
級
町
村
の
場

山

人
口
に
は
、
首
長
は
、
公
選
あ
る
い
は
議
会
の
推
せ
ん
に
代
っ
て
、
道
庁
か
ら

任
命
、
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
二
級
町
村
の
首
長
に
は
、
大
抵
は
、
地
方
の
村

役
場
吏
員
か
ら
経
歴
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
、
各
地
の
役
場
を
転
々
と
廻

り
、
段
々
出
位
し
た
者
が
任
命
さ
れ
る
の
を
通
例
と
し
た
。
か
つ
て
の
官
選
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村
長
に
と
っ
て
、
そ
の
転
勤
劇
の
儀
式
こ
そ
、
生
涯
の
記
憶
に
残
る
ハ
レ
の

日
で
あ
っ
た
。

西
興
部
村
、
幌
加
内
村
、
喜
茂
別
村
な
ど
各
地
の
官
選
村
長
を
歴
任
し
、

戦
後
、
手
稲
に
移
住
し
た
Y
一
克
氏
は
、
か
つ
て
の
「
人
情
」
を
旧
懐
す
る
。

「
む
か
し
は
、
道
庁
か
ら
村
長
を
拝
命
し
て
任
地
へ
赴
く
時
に
は
、
任
地

の
助
役
が
前
以
っ
て
出
迎
え
に
く
る
。
そ
の
当
日
、
村
の
停
車
場
前
に
は
、

紋
付
、
羽
織
袴
の
村
の
顔
役
、
村
会
議
員
、
校
長
が
生
徒
を
並
べ
、
最
敬
礼

で
出
迎
え
る
。
そ
の
日
か
ら
約
一
週
間
、
村
に
お
け
る
顔
の
序
列
に
し
た
が

っ
て
、
新
任
者
の
ご
気
機
伺
い
に
く
る
。
挨
拶
を
受
け
、
そ
れ
ら
が
一
段
落

つ
い
て
、
無
事
就
任
し
た
こ
と
を
道
庁
に
報
告
に
ゆ
く
。
普
段
は
、
村
人
か

ら
の
付
届
け
で
ご
馳
走
の
処
理
に
困
る
ほ
ど
だ
。
そ
し
て
、
何
事
も
な
く
無

事
役
目
を
勤
め
あ
げ
て
、
次
の
任
地
へ
転
出
す
る
と
き
に
は
、
小
旗
が
打
ち

振
ら
れ
る
中
、
楽
隊
つ
き
で
送
ら
れ
る
。
ま
っ
た
く
、
今
の
人
情
か
ら
は
考

え
ら
れ
な
い
有
様
だ
っ
た
。
手
稲
は
、
戦
後
、
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ

て
、
あ
ま
り
感
心
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
己

一
級
、
二
級
町
村
の
区
別
は
、
主
と
し
て
、
開
拓
行
政
の
見
地
か
ら
、
村

の
産
業
の
発
達
程
度
、
財
政
の
規
模
と
内
容
に
よ
っ
て
、
道
庁
の
後
見
が
必

要
な
場
合
、
二
級
町
村
に
指
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
の
経
済

が
あ
る
程
度
自
立
性
を
も
ち
始
め
、
二
級
村
で
も
村
会
は
民
選
で
あ
っ
た
か

ら
、
村
の
有
力
者
が
村
政
の
諸
問
題
を
処
理
す
る
能
力
を
も
ち
始
め
る
と
、

当
然
、
地
元
民
、
地
元
有
力
者
の
聞
に
反
官
選
村
長
の
感
情
が
生
ま
れ
る
。

手
稲
は
昭
和
二
二
年
ま
で
二
級
村
で
あ
っ
た
が
、
大
正
末
期
に
市
街
地
の
商

人
が
手
稲
の
〈
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
〉
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
頃

か
ら
、
段
々
と
反
官
選
村
長
の
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
、
戦
時
中
の
統
制
時
代

に
そ
の
空
気
が
一
一
層
拡
大
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
被
面
接
者
に
個
々
の
官
選

村
長
に
対
す
る
記
憶
や
印
象
は
稀
薄
で
、
批
評
が
聞
け
た
の
は
、
戦
時
中
の

Y
信
氏
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
単
に
、
任
期
の
長
短
や
記
憶

の
時
聞
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
通
常
、
官
選
村
長
は
村
の
実
生
活
に
直
接
介

入
す
る
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
時
下
の

統
制
時
代
と
も
な
れ
ば
、
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
か
ら
Y
信
氏
に
対

す
る
反
発
が
生
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
有
力
者
の
二
代
目
、

M
早
氏
は
「
切
歯
4

拠
腕
」
し
て
い
た
。
連
続
五
期
の
民
選
村
〈
町
)
長
を
勤
め
た

M
早
氏
の
懐
古
談
は
、
常
に
愛
郷
心
と
い
っ
た
も
の
で
粉
飾
さ
れ
、
「
オ
レ

が
ど
れ
だ
け
手
稲
の
た
め
に
尽
し
た
か
」
と
い
う
業
績
談
、
や
り
手
と
し
て

の
自
負
心
に
満
ち
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
酒
を
食
ら
っ
て
、
だ
ぼ
ら
ば
か
り

ふ
か
し
て
い
た
」
無
為
の
官
選
村
長
に
対
す
る
、
青
年
時
代
の
熱
血
漢
的
反

骨
が
、
今
な
お
形
を
変
え
て
表
現
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

戦
後
の
自
治
体
改
革
、
が
あ
る
と
、
「
官
選
村
長
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
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で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
気
持
は
皆
同
じ
で
な
か
っ
た
か
」
(
市

街
地
有
力
者
の
二
代
目
村
会
議
員
、
進
昭
会
の

M
武
氏
)
と
す
る
空
気
が
広

が
る
の
で
あ
る
。

第
三
凶
目
の
村
長
選
挙
に
は
、

M
早
氏
が
無
競
争
で
当
選
し
た
が
、
当
初

か
ら
彼
の
立
候
補
が
予
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
は
、

有
力
者
の
二
代
目
と
し
て
、
公
職
者
の
追
放
か
ら
く
る
候
補
者
難
に
扶
け
ら

れ
、
統
制
時
代
に
商
業
組
合
の
専
務
と
し
て
振
っ
た
敏
腕
が
買
わ
れ
て
、
民

選
初
の
村
長
に
推
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
回
目
の
村
長
選
挙
で
は
、
明

(5) 

治
三
七
年
土
地
生
れ
の

M
早
氏
と
、
終
戦
時
ま
で
の
一
冗
官
選
村
長
で
、
選
挙

の
前
年
に
追
放
解
除
と
な
っ
た
明
治
一
一
一
)
一
年
生
れ
の

Y
信
氏
、
こ
の
両
者
の

一
騎
打
ち
と
な
っ
た
。
こ
の
対
立
は
、
い
わ
ば
、
戦
前
に
お
け
る
地
元
有
力

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識調査

者
と
「
ヨ
ソ
者
」
官
選
村
長
の
対
立
の
再
現
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ん
度

は
、
攻
守
を
代
え
て
、
元
官
選
村
長
が
民
選
村
政
の
「
私
情
」
を
攻
撃
し
た

の
で
あ
る
。

「
官
選
」
と
「
民
選
」
の
対
比
は
、
選
挙
活
動
の
仕
方
に
最
も
よ
く
現
わ
れ

〔

d
宝

】

た
。
民
選
村
長
M
平
氏
の
場
合
に
は
、
進
昭
会
、
進
耕
会
、
凡
頭
会
が
、
実

質
的
に
八
後
援
会
〉
と
し
て
作
用
す
る
。
そ
れ
ら
の
会
員
に
は
、
議
員
定
数

二
四
名
中
一

O
名
の
前
村
会
議
員
、
二
六
年
村
会
議
員
候
補
者
一

O
名
〈
二

六
年
に
は
定
数
二
二
名
に
対
し
総
計
三

O
名
立
候
補
)
が
含
ま
れ
て
い
た
。

前
回
二
二
年
の
村
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
先
き
の
村
会
議
員
一

O
名
の

得
票
総
計
は
、
全
体
の
三
分
の
て
三
三
%
で
あ
っ
た
が
、
当
時
激
減
し
て

い
た
鉱
山
地
区
の
有
権
者
数
を
割
引
く
と
、
ほ
ぼ
四
割
五
分
に
も
あ
た
っ
て

《

'ov

い
た
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
社
会
党
関
係
の
村
会
議
員
は
、
二
二
年
に
は
五
名

で
、
そ
の
得
票
総
計
は
率
に
し
て
一
一
%
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

M
早
氏
自

身
は
、
「
村
長
選
挙
は
、
村
会
議
員
を
つ
か
ま
え
れ
ば
よ
い
。
そ
の
た
め
、

与
党
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
人
に
応
援
す
る
」
と
述
べ
た
。
彼
の
最

後
の
町
長
選
挙
、
三
八
年
に
は
、
「
M
早
後
援
会
」
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
、

町
会
議
員
二
二
名
中
、
社
会
党
の
四
名
と
公
明
党
の
一
名
だ
け
で
あ
っ
た
。

他
方
、

Y
信
氏
の
場
合
に
は
、
「
後
援
会
」
に
あ
た
る
よ
う
な
も
の
は
見
当

ら
な
い
。

Y
信
氏
の
廻
り
に
集
ま
る
村
政
談
義
も
、
ま
っ
た
く
非
公
式
の
も

の
で
、
会
と
い
っ
た
形
式
さ
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
六
年
村
会
議
員
候

補
者
三

O
名
中
、

Y
信
氏
支
持
と
確
認
さ
れ
た
も
の
は
、
社
会
党
公
認
候
補

の
五
名
(
不
安
定
な
T
良
支
部
長
も
含
め
て
)
、
鉱
山
関
係
二
名
、

Y
信
氏
の

個
人
的
な
後
援
者
二
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

Y
信
氏
に
よ
れ
ば
、
「
村
会

議
員
は
、
村
長
選
挙
よ
り
も
自
分
の
選
挙
が
大
事
だ
か
ら
あ
て
に
な
ら
な

ぃ
。
」
そ
の
た
め
か
、
「
Y
信
氏
に
後
援
会
と
い
っ
た
関
係
は
な
い
。
誰
に
も

な
に
も
し
な
い
。
そ
の
代
り
、
自
分
の
こ
と
も
頼
ん
で
歩
か
な
い
。
選
挙
の

時、

M
早
さ
ん
が
大
将
に
な
っ
て
村
会
議
員
が
動
く
。
私
の
方
で
は
、
私
の

北法24(4・133)773



云
う
こ
と
に
共
鳴
し
て
く
れ
る
方
は
入
れ
て
く
れ
、
と
い
う
の
を
主
義
と
し

研究ノート

て
、
部
落
毎
を
廻
っ
て
、
方
針
を
訴
え
る
た
め
に
演
説
会
は
聞
い
た
」
〈

Y
元

氏
)
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
選
挙
運
動
の
方
法
は
、

Y
信
氏
支
持
派
の
N

正
氏
に
よ
る
と
、
「
い
く
ら
マ
イ
ク
を
使
っ
て
も
ダ
メ
だ
。
戸
別
訪
問
を
や

っ
て
、
あ
っ
ち
か
ら
一
票
、
こ
ち
か
ら
一
票
の
方
が
強
い
。
頼
み
に
こ
な
い

界26年選挙結表1

年

5 
5 

1.082 

26 年22 

進照会

(うち凡頭会3名〉

5 

3 
718 

4 
4 

533 

7 

5 
913 

5 

5 
691 

t. 

"" 
耕進

系党l込

"" 
社

2 
2 

344 

2，590 
1，799 

1，652 
2，074 

/
/
/
一
/
/
一
/
/

挙r:1
挙1:::1

Y信氏の個人的後援者

26年村長選

26年知事選

コか
ヱら
警ゃ
孟ら
小な
でし
t主 1
タ
メ司

Jごう

~式

替主
目L ら
」ー

親

笥ま
姻宍
戚
し農

長空
る v

よ k
g警
Lール、
とに
し、き
うば、
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と
に
も
な
っ
た
。

村
長
選
挙
と
同
時
に
行
な
わ
れ
た
村
会
議
員
選
挙
で
も
、
二
二
議
席
中
、

半
数
以
上
の
議
員
が
各
部
落
を
地
盤
と
し
て
連
続
何
期
も
当
選
す
る
部
落
代

表
、
残
り
半
数
の
議
員
に
つ
い
て
も
、
そ
の
三
分
の
二
は
親
戚
、
縁
故
、
職

能
関
係
で
強
力
な
地
盤
を
も
っ
て
い
た
。

M
早
支
持
の
進
昭
会
、
凡
頭
会
、

進
耕
会
総
計
一

O
名
の
候
補
者
は
、
四
一
%
の
得
票
を
し
、
八
名
を
当
選
さ

せ
た
。
他
方
、
社
会
党
関
係
七
名
の
候
補
者
は
二
一
広
の
得
票
を
得
て
、
五

名
当
選
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
選
考
の
う
ち
四
名
は
鉱
山
関
係
で
、
社

会
党
関
係
者
得
票
の
七
五
%
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
、
明
示
的
に

Y
信
支
持

派
の
候
補
二
名
を
加
え
た
総
計
九
名
の
得
票
も
、
全
候
補
者
得
票
の
二
八
%

で
あ
っ
た
(
表
1
)。

こ
の
期
に
立
候
補
し
た
元
官
選
村
長

Y
一
冗
氏
の
よ
う
に
、
〈
浮
動
票
〉
に

頼
る
候
補
は
わ
ず
か
し
か
お
ら
ず
、
大
抵
の
場
合
は
、
当
選
は
お
ぼ
つ
か
な

か
っ
た
。

Y
元
氏
は
、
幸
い
好
成
績
の
第
四
位
で
当
選
す
る
が
、
こ
の
結
果

も
、
恐
ら
く
、
当
時
間
氏
関
係
の
農
協
組
合
か
ら
支
援
を
受
け
た
た
め
と
思

わ
れ
た
。

Y
元
氏
は
、
自
身
の
村
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
図

想
し
た
。



「
上
手
稲
ま
で
演
説
に
ゆ
く
か
ら
全
般
的
に
歩
い
た
。
農
業
組
合
か
ら
二

J
三
人
村
会
議
員
選
挙
に
出
て
い
る
か
ら
、
農
家
は
多
く
な
い
。
ほ
と
ん
ど

農
家
で
は
な
い
。
農
家
の
票
は
わ
か
る
か
ら
、
お
っ
か
な
く
て
農
家
出
の
人

に
入
れ
る
。
だ
か
ら
、
当
選
し
て
も
、
ど
こ
へ
挨
拶
に
い
っ
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
。
た
だ
、
一
ニ
J
四
票
も
っ
て
き
た
人
の
と
こ
ろ
に
は
挨
拶
に
ゆ
く
。

一
升
ビ
ン
を
山
ほ
ど
積
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
自
分
の
と
こ
ろ
で

は
、
お
茶
と
菓
子
し
か
出
さ
な
い
。
当
選
す
れ
ば
酒
は
出
す
が
。
」

二
六
年
の
選
挙
時
に
は
、
前
年
の
追
放
解
除
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
公
験

者
が
復
活
し
て
い
た
。
解
除
者
に
含
ま
れ
る
町
村
長
級
は
、
任
期
の
短
か
か

っ
た
者
と
、
北
海
道
特
有
の
二
級
村
長
が
主
で
、
翼
賛
会
や
在
郷
軍
人
会
の
役

(5) 

職
に
よ
る
追
放
者
で
あ
っ
た
。
第
一
次
の
追
放
解
除
は
、
す
べ
て
、
申
請
書

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査

類
を
提
出
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
元
二
級
村
長
は
、
申
請
さ
え
出

〔

6
)

せ
ば
「
大
体
、
冥
土
か
ら
帰
り
咲
く
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
た
」
ょ
う
で

あ
る
。
彼
ら
は
、
解
除
後
、
選
挙
に
よ
る
公
職
の
獲
得
に
お
い
て
は
必
ず
し

(
7
v
 

も
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
地
方
社
会
で
は
、
な
お
活
動
の
領
域
が
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
は
、
戦
後
に
い
わ
ば
自
然
発
生
的
に
群
生
し
た
各
種
の
群
小
集

団
、
特
に
、
農
民
、
漁
民
の
利
益
集
団
が
、
行
政
の
指
導
下
に
再
編
成
さ
れ

る
経
済
自
立
化
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
道
庁
部
課
長
と
の
折

衡
に
は
以
前
の
〈
顔
〉
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
一
克
官
選
村

長
の

Y
信
氏
は
、
留
萌
漁
業
組
合
の
再
建
に
、

Y
元
氏
は
、
倒
産
分
裂
寸
前

の
手
稲
農
業
協
同
組
合
の
再
建
に
、
そ
れ
ぞ
れ
経
歴
を
買
わ
れ
て
手
腕
を
発

揮
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(
1
〉
戦
前
の
手
稲
に
つ
い
て
は
、
小
川
の
記
述
参
照
、
北
大
法
学
論
集
第

二
O
巻
二
号
宅
・
勾

J
g

(
2
)

前
稿
参
照
、
北
大
法
学
論
集
、
第
二
二
巻
四
号
宅
吋
白
J
M
S

(
3
)

荒
木
の
記
述
参
照
、
北
大
法
学
論
集
第
一
一
一
巻
四
号
同
y

二
了
ム
吋
∞

(
4
)

進
耕
会
に
つ
い
て
は
、
荒
木
の
記
述
参
照
。
北
大
法
学
論
集
第
一
一
一

巻
四
号
司
・
一
∞
吋

(
5
)
鉱
山
関
係
有
権
者
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文
官
・

MmM

(

6

)

北
海
評
論
二
五
年
一
二
月
号
司
・

5

(
7
)

も
っ
と
も
、
追
放
解
除
後
、
初
の
二
七
年
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
は
、

候
補
者
五

O
名
中
、
追
放
解
除
組
一
一
一
名
が
出
馬
し
、
六
名
の
当
選
者

を
出
し
た
。二

六
年
知
事
選
挙

司

4

昭
和
二
六
年
四
月
に
は
、
村
長
選
挙
と
ほ
ぼ
同
時
に
選
挙
戦
を
開
始
し
、

そ
れ
よ
り
一
週
間
後
の
一
二

O
日
に
投
票
日
を
迎
え
る
知
事
、
道
議
会
議
員
選

北法24(4・135)775

挙
が
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
地
方
選
挙
は
、
全
国
的
視
野
で
み
る
と
、
わ
が
国

に
一
大
転
機
を
も
た
ら
す
講
和
問
題
の
具
体
的
進
行
途
上
で
執
行
さ
れ
る
と

い
う
時
機
で
、
各
党
と
も
国
際
、
国
内
問
題
を
組
み
合
わ
せ
た
大
き
な
ス
ロ



研究ノート

-
力

γ
を
押
し
出
し
て
必
勝
を
期
し
て
い
た
。
こ
の
点
が
、
従
来
の
実
利
的

争
点
を
も
っ
て
戦
わ
れ
る
地
方
選
挙
に
は
み
ら
れ
な
い
特
色
と
さ
れ
て
い

た。
確
か
に
、
二
四
年
衆
議
院
選
挙
の
惨
敗
に
よ
る
分
裂
か
ら
統
一
へ
と
復
元

し
た
社
会
党
は
、
吉
田
内
閣
の
打
倒
、
国
会
解
散
に
闘
争
を
集
約
し
、
特
に
、

講
和
前
の
こ
の
地
方
選
挙
で
は
、
平
和
三
原
則
、
再
軍
備
反
対
を
ス
ロ

l

ガ
ン
に
、
北
海
道
へ
も
幹
部
級
政
治
家
を
遊
説
に
送
り
込
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
北
海
道
の
知
事
選
挙
は
、
実
質
的
に
は
、
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
問
題

!
l

北
海
道
の
綜
合
開
発
問
題
ー
ー
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
、
さ
ら
に
、
「
政
策
問

題
」
よ
り
も
「
候
補
者
」
の
戦
い
と
な
っ
た
。

-， 
問
中

ア
フ

レ
派

戦
後
の
ア
プ
レ
混
乱
に
巧
み
に
悼
さ
し
、
進
歩
勢
力
と
や
ら
革
新
勢
力
と

ゃ
ら
に
使
乗
、
全
官
公
庁
労
組
の
ア
カ
ハ
タ
を
振
っ
て
風
雲
に
乗
じ
た
幸
運

児
黒
沢
|
|
翼
賛
派

戦
時
中
、
大
政
翼
繋
会
全
道
支
部
の
事
実
上
の
リ
ー
ダ
、
時
の
長
官
戸
塚

九
一
郎
と
組
ん
で
本
道
酪
農
事
業
を
一
手
に
掌
援
、
更
に
余
威
を
駆
っ
て
、

北
海
道
農
業
会
長
を
兼
ね
、
推
せ
ん
議
員
と
し
て
第
五
区
最
高
位
当
選
。
猫

も
翼
賛
、
杓
子
も
翼
賛
会
だ
と
い
う
当
時
の
気
狂
い
じ
み
た
空
気
の
中
で
鼻

(
1
v
 

い
き
当
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」

初
の
民
選
知
事
に
当
選
し
た
田
中
が
、
道
議
会
に
お
け
る
与
党
勢
力
の
弱

少
1

1
八
一
議
席
中
社
会
党
議
員
一
六
名
ー
ー
に
も
拘
ら
ず
、
と
も
か
く
当

初
か
ら
の
危
機
を
乗
り
切
り
え
た
の
は
、
時
を
同
じ
く
、
中
央
に
お
い
て
、

社
会
党
の
第
一
党
、
片
山
内
閣
の
成
立
と
い
う
幸
運
が
大
き
く
あ
ず
か
つ
て

い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
道
議
会
の
空
気
は
、
開
発
予
算
を

よ
り
多
く
注
ぎ
込
ま
せ
た
い
魂
胆
か
ら
、
嫌
で
も
応
で
も
回
中
に
歩
調
を
合

〈

2
)

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
四
年
初
頭
の
衆
議
院

選
挙
で
は
、
民
自
党
、
が
絶
対
的
多
数
を
占
め
、
そ
の
余
波
を
う
け
て
、
道
議

会
で
も
、
無
所
属
議
員
の
く
ら
換
え
に
よ
っ
て
、
民
自
党
が
第
一
党
に
上
昇

す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
年
に
は
、
ま
た
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
が
実
施

の
第
一
歩
に
入
っ
て
い
た
が
、
中
央
政
府
と
の
予
算
折
衝
は
難
航
に
つ
ぐ
難

航
で
、
要
求
額
の
一
割
に
も
充
た
ぬ
と
こ
ろ
で
抑
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
た
め
、
社
会
党
田
中
知
事
で
は
中
央
を
動
か
す
政
治
力
に
弱
く
、
本
道
関

発
予
算
を
よ
り
多
く
獲
得
す
る
可
能
性
は
薄
い
、
と
い
う
が
空
気
が
生
ま
れ

る
。
そ
し
て
、
民
自
党
北
海
道
支
部
長
板
谷
順
助
を
会
長
と
す
る
北
海
道
綜

合
開
発
審
議
会

1
1内
閣
諮
問
機
関

!
l
の
設
置
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の

時
、
岡
田
包
義

l
l最
後
の
官
選
北
海
道
長
官
(
任
期
二
二
年
二
月

1
一一一一

年
四
月
)
と
し
て
田
中
に
バ
ト
ン
を
引
き
つ
い
で
野
に
下
っ
た

l
が
、
そ

北法24(4・136)776



の
事
務
局
長
の
椅
子
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
岡
田
に
つ
い
て
は
、
二
二

年
初
の
知
事
公
選
の
際
に
、
「
も
し
、
敢
然
と
し
て
立
起
し
た
と
す
れ
ば
、

ま
だ
官
尊
民
卑
の
風
潮
が
強
く
、
そ
れ
に
道
民
一
般
が
事
大
思
想
に
沈
倫

し
て
い
た
際
だ
か
ら
、
岡
田
初
代
知
事
は
お
そ
ら
く
実
現
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
」
と
云
わ
れ
て
い
た
。

つ
づ
い
て
、
二
五
年
泰
に
は
、
総
理
府
外
局
と
し
て
、
北
海
道
開
発
庁
、
か

発
足
す
る
。
社
会
党
は
、
こ
れ
を
自
由
党
の
選
挙
対
策
で
あ
る
と
批
判
し
た

が
、
自
由
党
は
、
回
中
の
対
抗
構
想
に
な
る
道
電
源
開
発
こ
そ
再
選
工
作
で

あ
る
と
の
応
酬
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
は
、
か

つ
て
の
道
長
官
増
田
甲
子
七
(
任
期
一
一
一
年
四
月

t
二
二
年
一
月
)
が
、
初

(5) 

代
開
発
庁
'
官
と
し
て
応
援
に
全
道
を
遊
説
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
結

札幌市郊外地区〈手稲)の政治意識調査

果
は
、
北
海
道
で
は
、
自
由
党
の
惨
敗
に
，
Hr
っ
た
の
で
あ
る
。

)
の
間
に
あ
っ
て
、
来
る
知
事
選
挙
の
自
由
党
候
補
は
、
増
田
長
官
の
跡

を
継
い
だ
最
後
の
長
官
現
開
発
庁
次
長
の
附
田
包
義
で
あ
る
こ
と
が
、
自
他

と
も
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
五
年
一

O
月
一
三
日
、
追
放
解

除
に
よ
っ
て
戦
前
派
代
議
士
が
復
活
す
る
や
、
に
わ
か
に
、
黒
沢
酉
蔵
の
立

起
が
話
題
と
な
り
始
め
た
。
当
初
の
「
回
中
、
岡
田
の
決
戦
」
予
怨
は

二
汀
中
旬
、
農
民
協
同
党
が
黒
沢
推
せ
ん
の
決
議
を
行
っ
て
以
来
、
「
田
中
、

附
回
、
黒
沢
の
三
巴
戦
か
」
と
も
み
ら
れ
た
が
、
二
六
年
に
入
り
、
白
由
党

本
部
が
保
」
マ
連
立
候
補
と
し
て
黒
、
沢
推
せ
ん
を
決
め
る
と
、
「
田
中
、
黒
沢
の

決
戦
」
へ
と
模
禄
を
か
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
自
由
党
北
海
道
支
部
が
早
く

か
ら
岡
田
包
義
を
知
事
候
補
と
し
て
擁
立
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
自
由
党

本
部
が
吉
田
首
相
の
才
断
で
農
民
代
表
と
み
ら
れ
る
無
所
属
の
黒
沢
推
せ
ん
(
4
)
 

に
決
め
た
理
由
は
、
と
も
か
く
勝
利
を
第
一
義
と
す
る
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
に
は
、
候
補
者
の
〈
駒
〉
に
加
え
て
、
国
会
第
一
党
の
面
子
か
ら
す
る

自
党
の
単
独
候
補
で
は
無
理
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
自
由
、
民
主
の
両
党
が
結

ん
で
も
俊
民
国
慣
を
捉
え
ぬ
限
り
知
事
選
挙
に
は
勝
て
ぬ
、
と
思
わ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
で
は
、
段
民
層
の
票
を
ど
う
捉
え
る
か
が
勝
敗
の
鍵
に
な
る
と

さ
れ
、
二
五
年
夏
以
来
、
社
会
党
は
曲
庶
民
同
盟
左
派
を
通
じ
て
農
村
工
作
を

行
な
い
、
自
由
党
は
農
協
党
と
の
連
携
工
作
を
進
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
農

協
党
は
、
当
初
は
黒
沢
の
入
党
を
条
件
に
し
て
い
た
が
、
無
所
属
で
も
知
事

候
補
と
し
て
公
認
す
る
と
声
明
し
、
加
え
て
、
民
主
党
も
黒
沢
支
持
を
明
ら

か
に
す
る
|
|
戦
前
、
黒
沢
は
道
議
会
議
員
当
時
、
民
政
党
に
所
属
し
て
い

た
ー
ー
に
主
っ
て
、
自
由
、
民
主
、
農
協
の
三
党
共
同
推
せ
ん
と
な
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
な
お
、
農
協
党
の
支
持
母
体
で
あ
る
農
民
向

盟
で
は
、
知
事
選
挙
の
候
補
者
推
せ
ん
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
て
い
た
。
論
議

の
中
心
は
、
知
市
世
の
中
央
に
対
す
る
政
治
力
の
有
無
で
、
「
田
中
知
事
の
中

~ti:t;24(4 ・ 137) 777
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央
に
対
す
る
政
治
力
は
弱
く
、
問
中
知
事
で
は
今
後
一
層
道
開
発
予
算
の
獲

得
も
困
難
だ
ろ
う
し
、
道
総
人
口
附
発
事
業
の
遂
行
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
従
つ

て
、
田
中
知
事
よ
り
も
中
央
に
政
治
力
を
も
っ
者
を
出
す
べ
き
だ
」
と
い
う

黒
沢
支
持
論
と
、
「
我
々
は
政
治
力
と
い
う
も
の
を
考
え
る
場
合
、
真
に
大

血
熱
の
立
場
に
立
っ
て
働
く
人
を
知
事
に
選
び
、
そ
の
知
事
を
先
頭
に
ま
て
た

大
衆
の
与
論
の
力
で
合
法
的
に
凶
家
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
待
合
政
治
、
ボ
ス
取
引
政
治
は
断
固
と
し
て
排
撃
す
べ
き
で
あ

る
0

・
:
・
道
予
算
の
相
当
部
分
を
中
央
権
力
に
支
配
さ
れ
て
い
る
現
状
の
中

で
、
社
会
党
出
身
の
問
中
知
事
が
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
農
民
及
勤
労
者
の
諮

要
求
を
満
足
さ
せ
得
な
い
こ
と
も
一
応
了
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

〈ら
U

い
う
問
中
擁
護
論
の
対
立
が
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
二
六
年
知
事
選
挙
は
、
「
民
主
の
魔
術
問
中
対
返
り
咲
き
本

道
政
界
の
古
豪
黒
沢
」
、
「
三
九
才
の
挑
戦
知
事
対
六
五
才
の
老
政
客
」
の
対

立
と
な
っ
た
。
選
挙
戦
に
お
い
て
、
問
中
道
政
に
対
す
る
黒
沢
派
の
攻
撃

は
、
社
会
党
一
色
の
道
庁
人
事
、
そ
し
て
、
中
央
に
お
け
る
問
中
の
政
治
力

の
弱
さ
に
む
け
ら
れ
た
。
自
由
党
は
、
地
方
行
政
と
中
央
政
府
と
の
直
接
連

携
を
強
調
し
、
こ
の
選
挙
を
期
し
て
か
、
二
六
年
度
北
海
道
開
発
予
算
の
飛

躍
的
増
額
と
い
う
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
知
事
選
挙
に
際
し
て

も
、
一
冗
官
選
長
官
の
増
田
建
設
相
は
応
援
演
説
に
訪
道
し
、
「
黒
沢
が
勝
て

ば
聞
な
泊
予
算
を
ふ
ん
だ
ん
に
や
る
が
、
回
中
が
再
選
さ
れ
た
ん
で
は
ぎ
り
ぎ

(
6〉

り
に
減
ら
さ
れ
よ
う
」
と
放
五
回
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
応
援
も
効
果
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
大
い
に
疑
問
で
あ
っ
た
が
、
用
品
川
沢
敗
北

後
の
七
月
一
日
北
海
遊
附
発
局
の
設
置
は
「
選
挙
の
腹
い
せ
」
と
報
道
さ
れ

(
7
}
 

た
の
で
あ
る
。

選
挙
の
予
想
は
、
二
六
年
一
月
、
黒
沢
が
知
事
選
挙
出
馬
の
決
意
を
表
明

し
た
当
時
、
ま
ず
黒
沢
の
勝
利
は
動
か
ぬ
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
予

想
は
、
明
確
な
根
拠
に
基
づ
い
た
と
い
う
よ
り
、
常
識
的
に
、
自
由
、
農
協
、

民
煮
の
三
党
連
合
で
は
勝
利
が
明
ら
か
だ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
過
去
、

社
会
党
は
五

O
万
票
以
上
の
票
を
得
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中

盤
に
お
い
て
も
、
都
市
は
田
中
が
強
い
が
郡
部
で
は
黒
沢
が
有
利
で
あ
り
、

都
市
、
郡
部
の
票
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七

O
万
と
一
三

O
万
で
あ
る
か
ら
、
総

体
と
し
て
然
、
れ
の
有
利
と
み
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
結
果
は
、
黒
沢
の
票
は
意
外
に
も
農
村
で
伸
び
悩
み
、
他
方
、

田
中
は
都
市
で
予
想
を
上
回
る
得
票
を
得
た
外
、
郡
部
で
も
一
四
支
庁
中
八

支
庁
で
叩
炉
問
、
沢
を
上
回
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
田
中
の
得
票
は
、
道
議
会
議
員
選

挙
に
お
け
る
社
会
、
労
農
両
党
の
得
票
を
、
は
る
か
に
五
二
万
票
上
回
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
「
五
二
万
余
の
有
権
者
は
迫
議
選
で
彼
等
の
い
う
保
守

反
動
に
投
票
し
、
知
事
選
で
は
キ
ピ
ス
を
か
え
し
て
田
中
社
会
党
知
事
を
支

北法24(4・138)778
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8
v

持
し
た
の
だ
。
わ
れ
ら
は
こ
れ
を
称
し
て
進
歩
反
動
分
子
と
い
う
」
と
評
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
道
会
議
員
選
挙
で
は
、
社
会
党
は
、
新
人
一
二
名
を
迎
え
、

党
勢
力
の
強
化
に
は
成
功
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
新
人
の
多
く
は
労
働
組
合

を
基
盤
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
社
会
党
自
体
は
大
き
な
転
換
を
被
り
、

「
国
鉄
、
炭
労
な
ど
組
織
労
働
者
と
の
関
係
は
、
深
ま
る
で
あ
ろ
う
が
反
面
、
中

(5) 

小
企
業
、
漁
民
、
そ
の
他
組
織
な
き
一
般
大
衆
と
の
聞
に
か
え
っ
て
ミ
ゾ
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か
」
と
観
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

手
稲
の
場
合
に
は
、
知
事
選
挙
に
お
け
る
問
中
候
補
は
、
全
道
平
均
よ
り

も
約
二
%
多
い
五
六
%
の
得
票
を
し
た
。
道
会
議
員
選
挙
と
比
較
す
れ
ば
、

回
中
候
補
と
社
会
党
道
会
議
員
候
補
と
の
得
票
差
は
、
阜
市
い
道
平
均
に
比
べ
は

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識一調査

る
か
に
少
な
い
。
こ
れ
は
、
社
会
党
道
議
会
議
員
候
補
で
あ
る
斎
藤
疋
志
に

と
っ
て
、
手
稲
が
地
盤
(
四
四
・
二
%
の
得
票
)
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い

た
。
こ
の
二
六
年
選
挙
に
つ
い
て
、

一
つ
の
特
徴
は
、
知
事
、
村
長
の
首
長

選
挙
に
お
け
る
得
票
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
支
持
派
の
議
員
候
補
得
票
に
勝
つ

て
い
た
点
で
あ
る
(
表
1
V
そ
し
て
、
四
つ
の
選
挙
結
果
を
比
較
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
得
票
順
位
は
、
田
中
知
事
候
補
、

Y
信
村
長
候
補
、
斎
藤
道
謀
会

議
員
候
補
、

Y
信
支
持
村
会
議
員
候
補
の
順
で
あ
っ
た
。

応

首長選挙と議員選挙

知事選と道議選 22 年 26 年

全!田中得手支持派得票 l得票差( 517.368 

(支持派 "ft..労農，共 1% 差 30. 29.8 

道 J 一体支持派得票!得票差l -140.633 

〔支持派-自，民，協 1% 芸名 -7 -10.3 

手 田中得票一支持派得票 1得%票差差 1 475 

9.6 ¥3.3! 

稲 対立候補得票ー支持派得票 I得票差 I -117 

芦6 差 -9.6 -5.8 

村長選と村議選 22 年 26 年

手 iY日一7名得票 l得票差| / 886 

%弟| / 20.1 

稲 1i y信得票一支持派9名得票 I得票差 I / 
男6 差 / 12.2 
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北
海
評
論
二
六
年
四
月
号

同

右

二

五

年

二

月

号

同
右
二
六
年
二
月
号
可
・

8

道
政
二
六
年
二
月
号
方
・
吋

戦
後
北
海
道
良
民
運
動
史
昭
和
四
三
年
同
省

}
g
t一∞
ω

投
民
同
盟
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
九
七
遊
庁
十
年
史
。
昭
和
三
一
年

3
・
M
m
m
J
M
m
∞

(
6
)

増
田
の
応
援
演
説
に
つ
い
て
は
、
「
幾
多
道
民
の
反
感
を
あ
お
り
た

て
た
」
(
4
1

道
庁
十
年
史
P
二
六
八
)
、
ご
部
有
権
者
の
反
感
を
民
っ

た
ら
し
い
。
事
情
を
よ
く
呑
み
込
ん
だ
識
者
に
は
わ
か
る
ん
だ
が
、
一

般
大
衆
に
は
、
こ
の
間
の
微
妙
な
空
気
、
か
祭
せ
ら
れ
な
か
っ
た
」
(
北
海

評
論
二
六
年
六
月
号
P
一
八
)
の
記
述
が
あ
っ
た
。

(
7
)

「
自
由
党
政
府
、
か
北
海
遊
知
事
選
挙
に
絞
れ
た
た
め
、
そ
の
腹
い
せ

と
し
て
北
海
道
知
事
か
ら
公
共
事
業
を
取
り
あ
げ
る
も
の
」
朝
日
新
聞

社
説
、
二
六
年
六
月
一
九
日

(
8
〉
北
海
評
論
二
六
年
六
月
号

(
9
)

道
政
二
六
年
四
・
五
月
号

(
1
)
 

(
2〕
(
3
)
 

(
4
)
 

(
5〉

古

-
K
8

社
会
党
分
裂
と
地
方
支
部

昭
和
二
二
年
労
農
党
分
離
、
二
五
年
第
五
回
大
会
に
お
け
る
第
一
次
分
裂
、

つ
づ
く
二
六
年
第
六
回
浅
草
大
会
に
お
け
る
左
右
分
裂
、
こ
れ
ら
中
央
の
社

会
党
内
に
お
け
る
対
立
抗
争
は
、
地
方
支
部
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

し
た
で
あ
ろ
う
か
。

社
会
党
道
連
結
成
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中
央
に
お
け
る
社
会
党
は
、
他
党
に
さ
き
が
け
、
敗
戦
の
日
か
ら
わ
ず
か

二
カ
月
半
、
そ
の
前
史
を
な
す
無
産
政
党
時
代
の
思
想
的
対
立
を
そ
の
ま
ま

に
、
と
も
か
く
「
単
一
社
会
主
義
政
党
」
と
し
て
発
足
し
た
。
結
成
直
後
は
、

い
わ
ば
時
代
の
要
請
に
扶
け
ら
れ
、
そ
の
議
会
勢
力
を
急
速
に
膨
張
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
二
一
年
四
月
、
戦
後
第
一
回
の
総
選
挙
で
は
、
予
怒
を
は
る

か
に
上
回
っ
て
、
戦
前
無
産
政
党
、
か
獲
得
し
た
設
大
議
席
数
の
二
倍
半
じ
あ

た
る
九
二
名
を
当
選
さ
せ
、
一
躍
三
大
政
党
の
一
つ
に
上
昇
し
た
。
翌
二
一
一

年
四
月
の
総
選
挙
で
は
、
さ
ら
に
、
躍
進
し
て
第
一
党
と
な
り
、
わ
が
国
初

の
「
社
会
主
義
者
の
内
閣
」
を
組
織
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
片
山
内
閣

と
続
く
芦
田
述
立
内
閣
は
、
社
会
、
民
主
両
党
の
内
紛
が
あ
ず
か
つ
て
短
命

に
終
り
、
二
四
年
一
月
施
行
の
戦
後
第
三
回
総
選
挙
で
は
、
社
会
党
は
惨
た

ん
た
る
敗
北
を
喫
し

一
挙
四
八
名
に
転
落
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
予
想
外

の
惨
敗
に
よ
る
危
機
は
、
あ
ら
た
め
て
党
の
基
本
原
理
や
指
導
理
念
を
要
求

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
党
内
対
立
の
様
相
を
ま
す
ま
す
傑
め
、
四

月
の
「
再
建
大
会
」
で
は
、
党
再
建
の
方
途
を
め
ぐ
り
、
結
成
当
初
か
ら
潜

在
し
て
い
た
党
内
の
思
想
的
対
立
を
露
呈
す
る
。
運
動
方
針
を
め
ぐ
る
左
右

の
論
争
は
、
直
ち
に
組
織
や
人
事
を
め
ぐ
る
派
閥
的
抗
争
へ
と
転
化
し
、
翌

二
五
年
一
月
第
五
回
大
会
を
契
機
に
、
第
一
回
目
の
分
裂
と
な
っ
た
。
し
か



し
'
こ
の
間
の
分
裂
は
、
党
の
指
導
理
念
阜
、
基
本
性
絡
を
め
ぐ
る
対
立
が
も

っ
ぼ
ら
首
脳
人
事
を
め
ぐ
る
主
導
権
争
い
に
集
約
し
た
た
め
、
「
幹
部
だ
け

の
分
裂
」
の
非
難
が
党
内
か
ら
も
起
り
、
わ
ず
か
企
二
一
吉
カ
月
半
の
短
期
間
に
終

っ
た
の
で
あ
る
。

(5) 

北
海
道
で
も
、
戦
後
い
ち
早
く
政
党
結
成
に
活
発
な
動
き
を
み
せ
た
の
は
、

旧
無
産
党
系
各
派
の
人
々
で
あ
っ
た
。
中
央
に
お
け
る
「
事
実
上
の
結
党
式
」

と
い
わ
れ
た
単
一
社
会
主
義
政
党
結
成
懇
談
会
ハ
二

O
年
九
月
二
二
日
〉
、
そ

の
招
請
案
内
状
を
受
け
と
っ
た
北
海
道
関
係
者
は
、
木
下
源
五
円
、
渡
辺
惣
蔵

の
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
同
名
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
前
経
障
か
ら
、
ー
ー

木
下
は
労
農
党
札
幌
支
部
長
、
社
会
大
衆
党
道
連
委
員
長
を
僚
任
、
渡
辺
は

札幌市郊外地区(手稲〕の政治意識調査

旧
日
労
系
で
人
民
戦
線
事
件
に
連
座
し
、
戦
争
中
東
京
か
ら
札
幌
に
疎
開
し

て
い
た

i
、
中
央
発
起
人
の
縁
故
を
辿
っ
て
個
人
的
に
結
党
参
加
の
案
内

状
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
社
会
党
道
連
結
成
は
、
こ
の
両
名
を

軸
に
進
め
ら
れ
、
結
成
時
か
ら
三
年
間
、
木
下
委
員
長
、
渡
辺
書
記
長
の
体

制
と
な
る
が
、
九
月
一
一
一
一
日
第
一
同
結
成
懇
談
会
に
は
、
と
り
あ
え
ず
木
下

が
北
海
道
有
志
代
表
と
し
て
上
京
出
席
し
た
。

一
O
月
八
口
、

l
i札
幌
刑
務
所
か
ら
政
治
犯
が
釈
放
さ
れ
た
日
1
1
釈

放
者
を
加
え
て
、
札
幌
h
q
中
心
と
し
た
社
会
運
動
関
係
者
の
会
合
が
も
た
れ

た
。
こ
の
席
上
、

木
下
か
ら
報
告
さ
れ
た
中
央
情
報
に
基
づ
い
て
、
「
日
本

社
会
党
北
海
道
連
合
会
」
(
以
後
道
連
と
略
す
)
結
成
準
備
委
員
会
が
発
足

し
、
正
式
結
党
の
た
め
の
準
備
委
員
七
名
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
う
ち
の
一
名
、
木
田
茂
晴
l
彼
は
、
木
下
、
鈴
木
源
重
と
共
に
道

内
三
一
万
老
と
し
て
、
札
幌
地
区
中
-
代
表
し
て
、
結
党
準
備
委
員
に
挙
げ
ら
れ

た
l
は
、
旬
日
を
お
か
ず
、
「
北
海
道
食
糧
問
題
解
決
同
盟
」
へ
と
分
れ
、
一

二
月
一
五
日
、
「
共
産
党
北
海
道
地
方
委
員
会
」
を
結
成
し
、
そ
の
初
代
委

員
長
と
な
る
の
で
あ
る
。

農
民当
運時

動社

消全
軍事 官L

組合
ノふ d刊

I3綴
E 作
をり
通 ¥1

E戦
£型

守話
婁莞
:?関
λ 係
E 者

委|
ふ21
争量
三動

た
ー
ー
の
個
人
的
縁
故
を
、
通
じ
、
各
地
区
に
支
部
の
結
成
を
期
す
る
と
い
う

形
で
進
行
し
た
。

「
一
一
月
二
日
の
日
本
社
会
党
結
成
大
会
に
む
け
て
、
北
海
道
で
も
ニ
の

全
国
結
成
に
正
式
に
参
加
す
る
に
は

一
応
地
方
組
織
の
確
立
を
ば
か
り
、

そ
の
民
主
的
な
組
織
と
決
議
に
基
づ
い
て
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で

一
O
月
八
日
に
発
忌
し
た
道
連
結
成
準
備
会
は
急
速
に
全
道
組
織
の

整
備
に
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
連
結
成
準

備
委
員
会
も
ま
た
文
字
通
り
少
数
の
頭
株
と
看
板
だ
け
で
あ
っ
て
、
組
織
ど

こ
ろ
か
手
足
さ
え
も
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
急
速
に
地
方
の
旧
い
同

北法24(4・141)781
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志
と
の
連
絡
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
」

一
O
月
二
八
日
第
二
回
準
備
会
で
、
中
央
の
結
党
大
会
(
一
一
月
二
日
)

へ
派
遣
す
る
道
速
か
ら
の
正
式
代
表
一

O
名
を
決
定
し
、
同
夜
、
戦
後
初
の

政
党
演
説
会
を
聞
い
た
後
、

一
一
月
一
九
日
、
第
三
回
準
備
会
の
段
階
に
な

る
と
、
戦
後
間
も
な
く
組
織
さ
れ
た
炭
鉱
労
働
組
合
の
幹
部
も
出
席
す
る
よ

う
に
な
る
。
第
三
回
準
備
会
の
参
加
者
三
七
名
中
に
は
、
六
つ
の
炭
鉱
労
働

組
合
の
幹
部
二
ハ
名
が
含
ま
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
幹
部
速
が

す
べ
て
戦
後
派
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
戦
前
派
運
動
家
一
一
が
数
名
含
ま

れ
て
い
た
し
、
炭
鉱
労
働
組
合
の
連
合
体
結
成
を
指
導
し
て
い
く
の
は
、
や

は
り
、
戦
前
派
社
会
運
動
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
北
海
道
に
お
け
る
労

働
組
合
の
組
織
状
況
は
、
二

O
年
末
現
在
で
、
組
合
数
ほ
ぼ
一

O
O前
後
、

組
合
員
数
約
八
万
五
千
名
で
あ
っ
た
。
炭
鉱
関
係
労
働
組
合
の
組
織
化
は
最

も
早
く
、
組
合
数
に
お
い
て
一
二
分
の
て
組
合
員
数
に
お
い
て
約
六
割
を
占

め
て
い
た
。
し
か
し
、
以
後
の
社
会
党
道
速
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め

る
こ
と
に
な
る
官
公
庁
関
係
労
働
組
合
が
、
そ
の
組
織
化
と
活
動
を
活
発
化

(
司
)

さ
せ
た
の
は
翌
二
一
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
一
一
月
に
入
る
と
、
札
幌
支
部
の
結
成
(
一
日
〉
を
か
わ
き
り
に
、
各
地

方
に
支
部
や
支
部
準
備
会
が
発
足
し
だ
し
、
五
日
に
道
連
結
成
大
会
が
も
た

れ
る
。
こ
の
結
成
大
会
に
は
代
議
員
約
六

O
名
が
出
席
し
、
執
行
委
員
長
、

書
記
長
に
は
前
記
木
下
、
渡
辺
が
、
執
行
委
員
に
は
各
地
の
支
部
代
表
約
三

O
名
が
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
六
J
七
名
の
炭
鉱
労
働
組
合
幹
部

が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
執
行
委
員
の
大
半
は
、
戦
前
任
会
運
動
関
係
者
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
道
連
結
成
時
の
議
会
勢
力
は
、
衆
議
員
一
名
、
迫
会
議
員
一

名
、
市
会
議
員
三
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
戦
前
活
動
歴
を
も
つ
も
の

は
、
衆
議
員
の
正
木
清
、
小
梅
市
会
議
員
鈴
木
源
章
、
旭
川
市
会
議
員
木
下

源
五
回
の
三
名
で
あ
っ
た
。
道
会
議
員
の
川
人
源
市
は
、
昭
和
一
五
年
選
出
の

民
政
党
系
で
あ
っ
た
が
、
二

O
年
一

O
月
、
渡
辺
惣
蔵
の
組
織
し
た
「
新
日

本
学
院
」
に
監
事
と
し
て
加
っ
て
い
た
。
札
幌
市
会
議
員
の
長
沢
信
広
は
、

戦
時
中
に
非
推
せ
ん
で
議
員
に
当
選
し
た
市
会
中
の
新
人
で
、
北
海
道
家
具

建
日
時
統
制
組
合
の
理
事
長
で
あ
っ
た
。
彼
も
ま
た
、
渡
辺
の
個
人
的
関
係
を

通
じ
て
、
入
党
を
誘
わ
れ
、
渡
辺
の
下
で
結
成
時
の
札
幌
支
部
副
支
部
長
を

引
き
受
け
て
い
た
。

結
成
直
後
に
道
連
の
遭
遇
し
た
問
題
は
、
翌
年
春
に
予
定
さ
れ
る
戦
後
第

一
一
凶
の
総
選
挙
対
策
で
あ
っ
た
。
一
二
月
一
一
六
日
に
開
か
れ
た
道
連
第
一
回

の
総
選
挙
対
策
特
別
委
員
会
i

|
戦
前
派
活
動
家
七
名
で
構
成
さ
れ
て
い
た

!
ー
で
は
、
当
初
、
第
一
区
に
八
名
(
定
員
一
四
名
、
三
名
連
記
)
、
第
二
区

に
四
名
(
定
員
九
名
、
二
名
連
記
)
の
公
認
立
候
補
者
が
予
定
さ
れ
た
。
こ
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の
一
二
名
の
予
定
者
中
、
四
分
の
三
に
あ
た
る
九
名
は
、
戦
前
社
会
運
動
関

係
者
で
あ
っ
た
。
他
の
三
名
の
う
ち
二
名
は
、
道
連
結
成
時
に
入
党
し
た
、

戦
前
派
民
政
系
送
会
議
員
川
人
源
市
と
、
東
方
会
前
代
議
士
の
渡
辺
泰
邦
で

あ
っ
た
。
残
る
一
名
は
、
こ
の
総
選
挙
を
期
に
入
党
す
る
こ
と
に
な
っ
た
岡

田
春
夫
で
あ
っ
た
。
岡
田
は
、
労
働
組
合
運
動
に
も
、
無
産
政
党
運
動
に
も

何
ら
組
織
的
関
係
は
な
く
、
美
損
に
お
け
る
桜
井
一
族
の
御
曹
子
と
し
て
、

政
治
家
岡
同
様
夫
代
議
士
の
嫡
男
と
し
て
、
若
く
し
て
民
政
党
の
道
会
議
員

と
な
り
、
戦
時
中
に
は
、
大
円
本
政
治
会
の
北
海
道
支
部
事
務
局
次
長
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

(5) 

結
成
時
か
ら
一
一
一
年
衆
議
院
選
挙
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
社
会
党
に
つ
い

て、

一
つ
の
特
徴
的
な
出
来
事
は
、
戦
後
初
の
総
選
挙
が
予
定
さ
れ
る
に
つ

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査

れ
、
戦
前
派
道
会
議
員
が
社
会
党
公
認
候
補
を
目
指
し
て
入
党
工
作
を
す
る

に
い
た
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
五
年
選
出
道
会
議
員
の
う
ち
、
戦
前

社
会
運
動
関
係
者
は
正
木
清
た
だ
一
人
で
あ
り
、
こ
の
時
社
会
党
に
入
党
し

た
議
員
六
名
中
、
五
名
が
民
政
系
、

一
名
が
政
友
会
で
あ
っ
た
。
結
成
か
ら

選
挙
ま
で
の
約
三
カ
月
間
に
は
、
こ
の
外
、
社
会
党
公
認
を

U
指
す
白
せ
ん

他
せ
ん
組
が
数
多
く
あ
り
、
道
W

訟
は
候
補
者
の
選
考
に
大
童
で
あ
っ
た
。

「
結
成
問
も
な
い
地
方
組
織
が
名
ば
か
り
で
、
ま
だ
地
方
ボ
ス
の
個
人
的

意
志
に
左
右
さ
れ
勝
ち
な
弱
点
を
衝
い
て
、
各
地
に
白
せ
ん
他
せ
ん
候
補
が

現
わ
れ
来
て
、
こ
っ
ち
を
抑
え
る
と
あ
ち
ら
が
出
て
く
る
と
い
う
有
様
で
、

〔

4
v

党
内
は
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
よ
う
な
賑
や
か
き
で
あ
る
。
」

二
一
年
四
月
一

O
円
、
北
海
道
の
戦
後
第
一
回
衆
議
院
選
挙
に
お
い
て
、

社
会
党
、
共
産
党
は
、
戦
後
一
二
回
の
総
選
挙
中
最
大
数
の
立
候
補
者

社
会
党
一
七
名
、
共
産
党
九
名
、
〈
立
候
補
者
総
数
に
お
い
て
も
こ
の
第
一

問
、
が
戦
後
に
お
け
る
最
大
同
で
あ
っ
た
)
i
l
を
出
馬
さ
せ
た
。
も
っ
と
も
、

社
会
党
候
補
の
な
か
に
は
、
正
式
党
員
と
し
て
党
籍
も
な
い
の
に
勝
手
に

『
社
会
党
』
を
名
乗
っ
た
も
の
が
二
名
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
『
社
会

党
』
候
補
者
一
七
名
中
、
戦
前
総
選
挙
に
立
候
補
経
験
の
あ
る
も
の
は
、
木

下
源
吾
、
正
木
清
の
二
名
で
、
か
つ
代
議
士
経
験
者
は
正
木
た
だ
一
名
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
戦
前
に
造
会
議
員
や
市
会
議
員
の
経
歴
あ
る
も
の
は
五
名

で
、
う
ち
無
産
党
系
は
三
名
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
社
会
運
動
関
係
者
と
戦
後

社
会
党
入
党
者
の
割
合
は
、
ほ
ぼ
五
分
五
分
、
そ
れ
ぞ
れ
八
名
と
九
名
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
社
会
党
候
補
者
に
占
め
る
戦
前
派
運
動
家
の
割
合
は
、
翌

二
二
年
の
選
挙
か
ら
は
急
激
に
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
候
補
者
を
職
能
別
に

み
る
と
、
農
業
関
係
四
名
、
労
働
組
合
関
係
五
名
、
そ
の
う
ち
三
名
は
総
同

盟
関
係
で
あ
っ
た
の
そ
し
て
、
そ
の
三
名
は
、
戦
前
派
社
会
運
動
関
係
者
で

あ
っ
た
(
表
l
)
。

二
一
年
の
総
選
挙
に
際
し
て
は
、
直
前
の
一
月
四
日
に
公
職
追
放
令
が
公

北法24(4・143)783
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戦前社会運動関係の市会議員と道会立候補者

市 会議 員 11 ~OI5~oI9.~oI1ふ Ibヂ41274lf412型消
一14li (小樽〉境 l社× 社O|

問中好雄(札幌)

高島末太郎 〔函館〉

青野三郎(か)

平元文f乍 (@)II路〉

木下源否()凶11) O 
鈴木源重(小樽〉 O O 
正木 清 (札幌〉 O 
木村唯作(小樽) O 
宮川義雄(爾館) O 
武本実三郎 (函館〉 O 
諌山一三(か〉 O 

表 1

道会議員立候補 111~8115~8" 衆!参|衆 l 道!衆 l 参 l 道11 . 8 1 15.8 /1 21. 4 I 22. 4 I 22ι22.4 I 24. 1 1 25. 6 1 26. 4 

正木 清 (札幌) O 社司 社xl
木下源吾(旭川) X |社×社。 社。|

武本実三郎 CiWlI路) × 

前川健太郎 (空知1) × 

JII口長太郎 (留萌) × 

八木橋兼作〈小栂) × 

荒 哲夫 (空知J) 社q
x・目・立候補

0…当選

布
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
道
選
出
代
議
士
は
定
員

北法24(4・144)784

二

O
名
中
一
名
死
亡
に
よ
り
一
九
名
で
あ
っ
た

が

一
六
名
の
推
せ
ん
議
員
が
追
放
に
該
当
し
、

残
り
三
名
の
う
ち
、
一
名
は
在
郷
軍
人
会
分
会

長
、
他
の
一
名
は
翼
賛
会
支
部
長
の
経
膝
か
ら
二

三
年
三
月
に
追
放
該
当
と
な
っ
た
か
ら
、
追
放
を

免
れ
た
の
は
正
木
清
一
名
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
追
放
令
は
、
北
海
道
の
政
界
に
も
深
刻

な
波
紋
を
投
じ
、
選
挙
戦
の
容
貌
を
変
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
立
候
補
を
噂
さ
れ
て
い
た
自
'
問
、
進

歩
、
協
同
各
三
党
の
有
力
候
補
が
悉
く
政
界
退
陣

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
社
会
党
道
連

の
場
合
、
当
初
の
公
認
予
定
者
に
は
、
こ
の
時
追

放
該
当
と
な
っ
た
渡
辺
泰
邦
|
中
野
疋
剛
の
東

方
会
所
属
が
理
由

!
l
、
後
に
追
放
該
当
と
な
る

一
政
辺
惣
蔵

i
l
戦
時
中
の
大
東
斑
青
年
隊
が
理
由

1
1
の
二
名
で
、
他
党
に
比
べ
少
数
で
あ
っ
た
。

「
打
撃
か
無
か
っ
た
だ
け
に
、
来
る
べ
き
総
選

挙
に
際
し
て
の
各
党
の
攻
撃
目
標
は
、
却
っ
て
社



会
党
に
集
中
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
、
政
治
的
訓

練
に
乏
し
く
、
実
質
的
に
は
組
織
的
基
盤
が
未
だ
極
め
て
微
弱
な
状
態
に
あ

っ
た
当
時
の
こ
と
と
て
、
総
選
挙
対
策
は
、
い
よ
い
よ
困
難
を
極
め
る
段
階

に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
o
]

選
挙
の
勝
敗
は
全
く
見
当
っ
か
ず
と
い
わ
れ
た
が
、
社
会
党
は
全
道
に
一

七
名
を
立
て
四
名
を
当
選
さ
せ
た
。
選
挙
直
後
、
立
候
補
当
時
か
ら
社
会
党

入
党
の
噂
が
あ
っ
た
無
所
属
の
一
名
が
入
党
し
た
た
め
、
北
海
道
一
選
出
社
会

(5) 

党
議
員
数
は
五
名
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
北
海
道
政
界
の
主
流
を
任
ず

る
自
由
党

|

l
一
二
名
を
出
馬
六
名
当
選

l
ー
を
し
の
ぎ
、
道
政
界
の
画
期

的
な
記
録
と
な
っ
た
。
過
去
、
北
海
道
の
無
産
政
党
各
派
は
、
昭
和
三
年
二

月
の
第
一
回
普
選
以
来
、
各
国
若
干
名
の
候
補
を
立
て
て
き
た
が
、
当
選
を

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識調査

勝
ち
得
た
の
は
、
昭
和
一
七
年
四
月
の
翼
賛
選
挙
に
お
け
る
非
推
薦
候
補
正

木
清
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
得
票
に
お
い
て
も
、
異
な
っ
た
選
挙
制

度
の
下
で
行
な
わ
れ
た
戦
前
の
総
選
挙
と
一
二
年
選
挙
の
厳
密
な
比
較
は
困

難
で
あ
る
が
、
単
純
に
得
票
率
を
比
べ
る
と
約
六
、
七
倍
の
票
を
獲
得
し
て
い

た
。
当
選
者
五
名

l
当
選
後
社
会
党
入
り
し
た
一
名
を
含
む

i
lの
内
訳

け
を
み
る
と
、
戦
前
社
会
運
動
家
は
二
名
、
正
木
清
と
新
妻
イ
ト

i
l戦
前

派
の
ア
メ
リ
カ
帰
り
で
、
大
正
末
期
に
市
川
房
枝
ら
と
婦
人
運
動
に
入
り
、

関
東
婦
人
同
盟
委
員
長
の
経
歴
が
あ
っ
た

l
ー
で
あ
っ
た
。
他
の
三
名
は
、

全国・全道の比較一衆議院選挙

表2戦前

7 . 2 . 20 111. 2 . 20 112. 4 .30 11 7. 4 .30 

26!46!9.1! 

-J-1211 

1 3.2.2吐とどU

l止Ji全国得票率

全道得票率 2.71 

後

21 22 24 

全 国 社 17.8 26.2 13.5 

共 3.8 3.7 9.7 
労・ 2.0 

計 21困6 29.9 25.2 

全 道 社 15.5 29.2 12.4 

共 6.6 3.5 5.1 

労 7.1 

計 22.1 32.7 24.6 

北法24(4・145)785

戦表3
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戦後の衆議院選挙

21 22 24 

:'F: 国|全 j芭 分ー i匡 全 国|全 道ー

社会党 候補数 331(11.9)1 17(15.1) 289(18.2) 15(19.d 187(13. n 12(18.4)1 
議員数 92(19.8) 4(17.3) 143(30.7) 8(36.3) 48(10.3) 。(0)
当選率 27.7 57.1 49.4 53.3 25.6 。l

共産党 候補数 143(5.2) 9(8.0) 120(7.5) 7(9.2) 115(8.4) 4(6.1) 

議員数 5(1.1) 1(4.3) 4(0.8) 。(0) 35(7.5) 1(4.d 
当選率 3.4 11. 1 3.3 。 30.4 25.01 

労農党 候補数 45(3.3) 5(7.6) 

議員数 7(1.5) 1(4.5)1 

当選率 15.5 20.0 

表4

こ
の
選
挙
を
機

会
に
入
党
し
た

人
々
で
、
民
政

系
の
旧
道
会
議

員
、
岡
田
春
夫
、

永
井
勝
次
郎

(
当
初
無
所
属
)
、

元
村
会
議
員
で

一
度
は
自
由
党

に
入
党
し
た
弁

護
士
、
森
三
樹

二
で
あ
っ
た
。

北
海
道
は
、
こ

の
第
一
回
の
衆

議
院
選
挙
か
ら

以
後
三
回
の
二

四
年
ま
で
、
当

選
率
で
み
る
限

り
全
国
平
均
よ

り
も
高
率
で
あ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
得
票
率
、
当
選
数
で
み
る
と
増
減
が

激
し
く
、
ま
だ
「
革
新
王
国
北
海
道
」
と
は
い
え
な
か
っ
た
(
表
2
、表
3
、

北法24(4・146)786

表
4
)
。

二
二
年
四
月
、
戦
後
第
二
回
の
総
選
挙
で
は
、
社
会
党
は
前
回
よ
り
も
二

名
減
の
一
五
名
を
立
候
補
さ
せ
た
。
そ
の
う
ち
、
こ
の
回
新
た
の
立
候
補
者

は
三
分
の
一
の
五
名
、
う
ち
四
名
は
労
働
組
合
の
幹
部
で
あ
っ
た
。
立
候
補

者
一
五
名
中
、
労
働
組
合
関
係
は
六
名
で
あ
っ
た
。
か
っ
、
総
同
盟
系
は
六

名
中
四
名
で
あ
っ
た
。
社
会
党
立
候
補
者
一
五
名
の
う
ち
、
前
議
員
は
三
分

の
一
の
五
名
、
旧
道
会
議
員
経
験
者
も
三
分
の
一
の
五
名
で
あ
っ
た
が
、
他

方
、
戦
前
社
会
運
動
関
係
者
は
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
三
分
の
一
以
下
と
な
っ

て
い
た
(
表
5
)
。

こ
の
選
挙
で
も
、
結
果
は
、
社
会
党
が
前
回
当
選
数
を
倍
増
し
、
得
票
に

お
い
て
も
ほ
ぼ
倍
増
の
進
出
ぶ
り
を
示
し
た
。
当
選
者
八
名
の
内
訳
け
は
、

前
議
員
、
新
人
の
割
合
、
そ
れ
ぞ
れ
半
数
の
四
名
づ
つ
で
あ
っ
た
。
職
能
別

に
み
る
と
、
農
業
関
係
者
は
一
二
年
、
二
二
年
の
社
会
党
議
員
に
含
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
。
二
二
年
の
新
人
議
員
に
は
、
労
働
組
合
員
二
名
1

1

一
名
は

国
鉄
、

一
名
は
新
聞
記
者
で
総
同
盟

!l!、
か
い
た
。
議
員
に
含
ま
れ
る
戦
前

社
会
運
動
家
は
二
名
で
あ
っ
た
が
、
戦
前
の
民
政
系
あ
る
い
は
政
友
会
の
旧

道
会
議
員
は
三
名
含
ま
れ
て
い
た
。



(5) 札幌市郊外地区〈手稲〕の政治意識調査

衆議院選挙立候補者

社 1ぷ三ト元 党 共 産 党

21 年 122年 124 年 21 年 [22 年 124 年

総 数 91 に、d

戦 D 。
立候補歴

21 年 2 

22 年 5 2 

24 年 2 

増長 glj G G 。
議員歴

21 年 4 5 3 

22 年 8 6 。 。
24 年 。

戦前議員 道 。
市 。|

8! 
|戦後入党者

農業関係 4: 21 

表5

こ
の
四
月
に
行
な
わ
れ
た
地
方
選
挙
に
お
い
て
も
、
社
会
党
は
、

国
会
議
員
選
挙
同
様
、
躍
進
し
た
。
戦
前
無
産
党
系
が
市
会
議
員
に

一
O
名
を
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
、
社
会
党
は
一
一

市
三
六
名
の
当
選
者
を
川
し
た
。
ま
た
、
戦
前
の
道
議
会
選
挙
で
も
、

無
産
党
系
当
選
考
は
労
農
党
の
疋
木
清
た
だ
一
人
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
時
、
社
会
党
は
一
五
名
の
当
選
者
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

道
会
議
員
選
挙
で
は
、
衆
議
員
選
挙
同
様
、
社
会
党
は
戦
後
最
大
数

の
立
候
補
者
、
五
一
名
を
立
て
た
。
し
か
し
、
候
補
者
の
う
ち
に
含

ま
れ
る
戦
前
派
運
動
家
は
二
割
に
満
た
ね
七
名
に
す
ぎ
ず
、
大
半
が

戦
後
入
党
者
で
る
っ
た
。
当
選
者
一
五
名
に
つ
い
て
も
、
戦
前
派
運

動
家
は
わ
ず
か
二
名

l
1
鈴
木
源
重
、
荒
哲
夫

l
ー
だ
け
で
あ
っ

た
。
職
能
別
に
み
る
と
、
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
農
業
関
係
者
が
一

六
%
、
労
働
組
合
関
係
が
三
三
%
で
あ
っ
た
が
、
当
選
者
に
つ
い
て

は
、
農
業
関
係
が
三
分
の
一
の
五
名
、
労
働
組
合
関
係
が
五
分
の
一

の
三
名
で
、
農
村
関
係
者
の
当
選
率
の
方
が
高
く
こ
の
時
期
に
は
、

ま
だ
、
労
働
組
合
勢
力
は
政
治
の
舞
台
に
そ
れ
ほ
ど
進
出
し
て
い
な

北法24(4・147)787

か
っ
た
(
表

6
X

二
二
年
四
月
選
挙
当
時
の
社
会
党
に
関
し
て
、

一
つ
の
特
徴
的
な
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22年， 26年道会議員選挙一社会党

立候補者 当 選 者

22 年 zz 年 I26 年
総 数 21 

立候補歴 13 

26 年 15 8 

議 員 歴 戦前 4 2 
22 1{三 15 12 15 9 

26 年 21 9 12 

戦 市I 運 動 家|
労働組合関係

農 業 関 係

表6

21.4% 得票率

者

衆議院選挙 21年 22年 24年 27年
米沢 勇 (1日道議〉 協 社 社

高野源J議(グ) 北政 右社

参議院選挙 22年
安藤孝俊 社

道会議員選挙 22年 26年 30年
西山兼松 社

浜森辰雄 社 (社) 右社

古屋正気(旧道議〕 (社)

竹森亀太郎 干上

木間武三 (社)

川端元治 社

係関産7.K 表7

出
来
事
は
、
北
海
道
水
産
業
会
の

北法24(4・148)788

会
長
高
野
源
蔵
以
下
、
専
務
理
事
、

常
務
理
事
二
名
、
指
導
課
長
な
ど
、

一
連
の
幹
部
が
大
挙
し
て
社
会

党
に
入
党
し
た
こ
と
で
あ
る
(
表

7
〕
。
特
に
、
知
事
選
挙
に
お
い

て
、
社
会
党
の
問
中
候
補
は
、
口

と
脚
で
は
労
働
組
合
に
助
け
ら
れ

た
が
、
資
金
的
に
は
北
水
会
関
係

の
水
産
人
に
援
助
を
受
け
た
と
い

わ
れ
て
い
た
。
後
年
、
社
会
党
の

左
右
分
裂
の
際
に
は
、
高
野
ら
は

右
派
へ
お
も
む
く
。
そ
し
て
、
あ

る
い
は
、
こ
の
時
の
人
間
的
な
義

理
が
、
問
中
知
事
を
し
て
、
二
七

年
衆
議
院
選
挙
で
高
野
が
右
社
候

補
と
し
て
立
起
し
た
時
、
そ
の
応

援
に
駆
け
参
じ
、
二
八
年
高
野
が

右
社
道
連
を
結
成
し
た
際
に
は
、



左
派
社
会
党
を
離
脱
す
る
こ
と
に
な

る
、
そ
の
一
つ
の
動
機
と
な
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

労
働
組
合
関
係
を
別
と
す
れ
ば

社
会
党
立
候
補
者
に
お
け
る
産
業
別

構
成
の
特
徴
を
み
る
と
、
水
産
業
関

係
に
つ
い
で
、
木
材
業
関
係
が
多
い

よ
う
に
み
え
る
(
表
8
V
二
二
年
の

選
挙
で
は
、
水
産
業
関
係
立
候
補
者

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査 (5) 

は
、
衆
参
両
院
選
挙
に
各
一
名
、
道

会
議
員
選
挙
に
六
名
(
二
名
当
選
)
、

他
方
、
木
材
業
関
係
候
補
者
は
、
衆

議
院
選
挙
に
二
名
、
道
会
議
員
選
挙

に
三
名
出
馬
し
、
二
名
の
国
会
議

員

一
名
の
道
会
議
員
を
出
し
て
い

た
。
も
っ
と
も
、
立
候
補
者
数
の
上

で
は
、
農
業
関
係
者
が
最
も
多
い
と

い
え
る
が
、
政
党
の
職
能
代
表
と
い

う
点
か
ら
す
れ
ば
、
国
民
協
同
党
や

者

衆議院選挙 21年 22年 24年 27年

(社) (社)
/'""旬、、 { 

岡田春夫(旧道議) (労、-農/) (労農)

永井勝次郎( グ 〉 (無) (社) 社 (左〆、C1目社/、、) 

道会議員選挙 22{f 26年 30年

長沢信広 社 (社)

川人源市 社 (社)

吉村 博 社

(社)青木 武 tt 

林虎一郎 1士

沼田喜久治 f七

係関業材木表8

戦後社会党となった戦前派道会議員

|生年月日|験 業|戦前政利 21衆 122衆!淵 124衆 126道

米沢 勇 M36 水産関係 民 協x 社× 社x

岡田春夫 T3 木材関係 民 社。 社。 労O
多悶輝利 M24 村 長 政 無x 社。

川人源市 恥121 木材関係 民 自:x 社。

高野源蔵 M33 水産関係 民 北政x

丸山正義 M33 商 業 民 社×

山中日露史 M39 弁護士 政 干上x tlx 

永井勝次郎 M34 木材関係 民 無O 社。 社×

古屋正気 M30 水産関係 民 社。

表9

落選
当選

北法24(4・149)789
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日
本
農
民
党
の
方
が
す
ぐ
れ
て
農
民
代
表
政
党
と
い
え
た
。

ち
な
み
に
、
戦
後
社
会
党
と
な
っ
た
戦
前
派
道
会
議
員
九
名

の
う
ち
、
水
産
業
関
係
三
名
、
木
材
関
係
三
名
で
、
農
業
関

係
者
は
一
名
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
(
表

9
Y

二
二
年
当
時
の
社
会
党
に
関
し
て
、
も
う
一
つ
の
顕
著
な

出
来
事
は
、
戦
後
組
織
さ
れ
た
大
単
産
労
働
組
合
の
幹
部
、

し
か
も
戦
後
派
が
選
挙
に
萱
場
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
(
表

問
)
。
戦
後
も
っ
と
も
早
く
、
二

O
年
一

O
月
か
ら
結
成
さ

れ
は
じ
め
た
炭
鉱
関
係
労
働
組
合
は
、
こ
の
時
期
ま
で
の
わ

ず
か
一
年
半
の
聞
に
、
す
で
に
数
度
に
わ
た
る
連
合
体
組
織

の
結
成
と
分
裂
を
繰
り
返
え
し
た
が
、
二
一
年
の
第
一
四
半

期
に
、
国
鉄
、
全
逓
、
北
教
組
、
道
同
職
組
、
全
日
通
、
電
産

と
い
っ
た
大
規
模
組
合
が
あ
い
つ
い
で
結
成
さ
れ
る
の
と
平

行
し
て
、
よ
り
大
き
な
連
合
体
組
織
の
結
成
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
労
働
組
合
総
同
盟
北
海
道
支
部
連
合
会
は
、
中

央
よ
り
一
ヶ
月
の
時
差
を
も
っ
て
、
二

O
年
一
一
一
月
に
準
備

会
、
二
一
年
二
月
一
七
日
に
正
式
結
成
と
な
る
。
(
二

O
五

組
合
、

一
一
一
一
万
人
〉
。
北
海
道
産
業
別
労
働
組
合
は

中
央

選

議問当選

社 総 計 51 15 

労組関係者計 17 3 

総同盟 2 

炭 労 2 

国 労・ 2 

北教組 3 

戦前派運動家 3 。

議

者

道

係関メ斗
口

言問当選 立(当立(当

8! 12 社会党総計 17 41 15 。
労組関係者計 5 6 3 4 。|
総[，，1 盟 3 2 

炭 労

国 労

北教組

全 逓

戦前派運動家 4 2 

組1動労-表10

選議衆

遍

31 34 

議候l当選 立l当立l当 立l当立l当
任 ~ 、 党 4 3 2 2 4 2 3 2 2 2 2 21 

労・ 農 党 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

北教組

全 逓

炭 労ー

国 労・

北法24(4・150)790
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の
準
備
会
結
成
よ
り
も
一
カ
月
早
く
、
一
一
一
年
一
月
結
成
の
北
海
道
労
働
組

合
連
盟
(
六
四
組
合
、
八
万
人
〉
が
、
発
展
的
に
解
消
し
、
九
月
一
二
日
に

結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
二

O
組
合
、

一
八
万
人
〉
。

総
同
盟
と
産
別
、
こ
の
二
つ
の
連
合
組
織
の
性
格
を
対
比
す
れ
ば
、
加
盟

組
合
数
と
組
合
員
数
と
の
関
連
に
、
丁
度
逆
の
対
照
が
あ
る
。
総
同
盟
系
労

働
組
合
に
は
小
規
模
組
合
、
企
業
内
組
合
が
多
く
、
た
め
に
、
経
済
自
立
体

制
の
強
化
に
よ
る
中
小
企
業
の
危
機
の
影
響
を
受
け
、
急
速
に
そ
の
勢
力
を

減
少
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
二
四
年
一

O
月
に
再
建
大
会
を
聞
く
が
、
効
少
な

(5) 

く
、
二
五
年
六
月
に
は
コ
一
千
五

0
0名
程
度
に
な
っ
て
し
ま
う
。
他
方
、
産

別
系
で
は
、
国
鉄
、
全
炭
、
全
逓
、
全
日
、
通
、
全
道
庁
な
ど
、
大
規
模
組
合

が
主
体
を
な
し
て
い
た
。
政
党
色
に
お
け
る
両
者
の
対
比
は
、
総
同
盟
は
社

札幌市郊外地区(手稲〕の政治意識調査

会
党
系
の
人
物
、
が
主
導
権
を
握
る
が
、
産
別
に
は
共
産
党
色
が
強
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
加
盟
単
産
別
に
み
る
と
、

4
1
逓
、
全
日
通
に
は
社
会
党
色
が
強

く
、
国
鉄
、
全
炭
、
全
道
庁
は
社
共
両
勢
力
の
混
成
と
い
え
た
叫

こ
の
こ
つ
の
連
合
組
織
は
、
二
一
年
の
メ
ー
デ
ー
以
来
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス

ト
ヘ
向
け
て
労
働
戦
線
の
統
一
を
は
か
る
が
、
ス
ト
中
止
後
は
、
四
月
選
挙

と
い
う
一
線
で
民
主
戦
線
の
結
成
へ
と
向
う
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
、
長

官
候
補
の
推
せ
ん
を
め
ぐ
り
、
社
会
党
と
総
同
盟
は
南
亮
三
郎
を
、
共
産
党

と
産
別
は
田
中
敏
文
を
擁
立
し
た
た
め

一
時
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
が
、
南

が
立
候
補
を
断
念
し
、
田
中
が
社
会
党
に
入
党
す
る
結
果
、
三
月
二

O
H、

民
主
戦
線
の
結
成
を
み
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
そ
の
勢
力
は
、
道
産
別
会
議

二
四
万
、
総
同
盟
道
連
八
万
と
い
わ
れ
、
戦
前
最
盛
時
(
昭
和
四
年
〉
の
全

道
二
七
組
合
、
加
盟
一
万
二
丁
に
比
べ
る
と
、
労
働
組
合
は
飛
躍
的
に
そ
の

勢
力
を
伸
張
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
前
の
労
働
組
合
に
は
「
一
般
労
組
」

や
「
合
同
労
組
」
が
一
般
的
な
形
態
と
し
て
多
く
み
ら
れ
た
が
、
戦
後
の
労

働
組
合
に
は
、
職
能
別
あ
る
い
は
産
業
別
の
大
規
模
組
合
、
特
に
官
公
庁
関

係
労
働
組
合
の
川
現
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
終
戦
直
後
の
結

成
時
に
は
、
戦
前
社
会
運
動
家
に
よ
っ
て
組
織
化
の
運
動
が
開
始
さ
れ
る

が
、
ま
も
な
く
、
労
働
運
動
に
お
け
る
芽
導
権
は
大
単
産
労
働
組
合
出
身
者
へ

〔

8JV

と
移
る
の
で
あ
る
。
そ
の
徴
候
は
、
二
二
年
選
挙
に
も
現
わ
れ
て
い
た
。

渡
辺
惣
蔵
「
民
主
革
命
へ
の
序
曲
」

北
海
評
論
二
五
年
一
二
月
号
宅
・

2
l怠

(
2〉
「
戦
前
派
運
動
家
」
と
い
う
表
現
は
、
以
後
、
渡
辺
惣
蔵
『
北
海
道

社
会
運
動
史
』
、
奥
山
亮
「
北
海
道
史
概
説
』
、
「
正
木
清
伝
」
、
小
野
規

矩
夫
「
戦
前
に
お
け
る
本
道
の
無
産
政
党
組
織
の
動
き
」
「
大
正
末
以

降
の
労
働
運
動
」
(
新
し
い
道
史
3
巻

5
号、

4
巻

1
号
〉
等
を
通
じ

て
、
戦
前
の
社
会
運
動
関
係
者
と
確
認
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。

(
3〉
『
資
料
北
海
道
労
働
運
動
史
』
北
海
道
労
働
部
編

(

4

)

渡
辺
惣
蔵
「
第
一
回
総
選
挙
前
後
」

北法24(4・151)791
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北
海
評
論
二
六
年
二
月
号
宅
・

2

J
お

〈

5
)
渡
辺
惣
蔵
同
右
目

ya

(

6

)

前
掲
『
資
料
北
海
道
労
働
運
動
史
』

(

7

)

二
二
年
知
事
選
挙
に
つ
い
て
は
前
稿
参
照
。
北
大
法
学
論
集
第
二
二

巻
四
号

3
・M
吋

U

J

M
匂

(
8
〉
特
に
、
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
社
会
党
候
補
者
を
、
大
単
産
出
身
者

が
独
占
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

ω
労
農
党
分
離
と
第
一
次
分
裂
期

二
二
年
四
月
選
挙
以
後
、
社
会
党
道
連
が
道
遇
し
た
次
の
試
錬
は
、
一
一
一
一
一

年
夏
、
中
央
に
お
け
る
黒
白
派
分
離
が
も
た
ら
し
た
波
及
結
果
で
あ
っ
た
。

同
年
七
月
二
日
、
芦
田
連
立
内
閣
の
二
三
年
度
予
算
国
会
審
議
に
お
い
て
、

党
の
主
体
性
保
持
、
党
内
純
化
を
叫
ぶ
「
左
派
」

i
ィ
衆
議
院
で
二
ハ
名
、
参

議
院
で
八
名

l
が
、
党
議
に
対
す
る
反
対
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
、
衆
議
院
で
反
対
投
票
を
行
な
っ
た
一
一
一
名
中
に
、
北
海
道
選
出
議
員

が
四
名
、
参
議
院
で
は
四
名
中
二
名
(
う
ち
一
名
は
全
国
区
だ
、
が
)
が
含
ま

れ
て
い
た
(
表
1
)。
中
央
の
社
会
党
は
、
対
策
の
た
め
、
直
ち
に
、
翌
一
一
一
日

に
代
議
士
会
、
七
日
に
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
反
対
投
票
者
一
六
名

中
六
名
を
党
議
を
無
復
し
た
か
ど
で
除
名
、
残
り
一

O
名
に
つ
い
て
役
員
権

の
停
止
処
分
を
強
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
翌
八
日
、
衆
参
両
院
の
反
対
組

二
ハ
名
は
、
「
・
・
:
こ
こ
に
除
名
の
同
士
山
と
共
に
、
非
民
主
的
な
執
行
部
の

画語F4
丁:i1;(蹴

表1

組
係

名

名

名

名

n
O
A斗
つ

ム

4
l

22年衆議員

うち脱党組

22年参議員

うち脱党組

拘
束
よ
り
脱
し
て
行
動
の
自
由
を
確
保

す
る
:
:
:
」
・
と
の
宣
言
を
発
し
、
『
社

会
党
正
統
派
議
員
団
』
を
結
成
す
る
。

同
日
、
統
制
処
分
を
う
け
た
社
会
党
正

統
派
の
道
選
出
議
員
四
名
も
、
「
党
本

来
の
精
神
を
守
っ
て
、
勤
労
大
衆
と
と

も
に
党
内
純
化
に
直
進
す
る
」
出
向
の
共

同
声
明
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
社
会

党
道
連
で
は
、
道
選
出
国
会
議
員

-o

名
中
そ
の
半
数
の
五
名
が
統
制
処
分
を

う
け
た
と
あ
っ
て
、
急
逮
、

一
O
M、

一
一
日
の
両
日
、
社
会
党
北
海
道
地
方

委
員
会
を
開
き
、
中
央
に
お
け
る
除
名

か
ら
、
除
名
反
対
、
脱
党
せ
ん
と
す
る
者
の
阻
止
を
要
望
す
る
と
の
提
案
を

問
題
を
審
議
し
た
結
果
、
、
道
連
執
行
部

可
決
し
た
。
除
名
反
対
の
動
き
は
中
央
で
も
起
り
、
七
月
一
七
、
八
向
日
開

か
れ
た
社
会
党
青
年
部
全
国
大
会

l
l当
時
、
社
会
党
青
年
部
長
は
、
北
海

道
選
出
で
除
名
処
分
の
該
当
者
、
向
岡
泰
夫
ー
ー
で
は
、
北
海
道
も
含
め
各

県
連
代
表
が
除
名
処
分
の
無
効
と
脱
党
者
の
復
党
を
要
求
し
た
が
、
採
決
の

北法24(4・152)792



結
果
は
二
票
差
で
敗
退
と
な
っ
た
。
正
統
派
議
員
団
は
、
当
初
は
内
鴻
闘
争

を
指
向
し
て
、
必
ず
し
も
新
党
樹
立
を
け
指
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
O
月
七
日
の
社
会
党
中
央
委
員
会
が
こ
れ
ら
議

員
の
離
党
を
了
承
し
た
た
め
、
関
係
議
員
は
、
日
農
正
統
派
、
国
鉄
草
川
、

全
官
公
、
電
産
、
全
造
船
な
ど
の
有
志
に
働
き
か
け
、
一
二
月
一
日
の
労
働
者

農
民
党
結
成
と
な
る
の
で
あ
る
。
北
海
道
で
も
、
中
央
に
お
け
る
労
山
民
党
結

成
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
令
逓
、
国
鉄
平
同
系
が
中
心
と
な
り
、
道
支
部
設

立
の
気
運
が
醸
成
さ
れ
、
九
月
下
旬
に
第
一
回
準
備
会
が
も
た
れ
、

一O
バ

六
日
、
「
労
働
者
農
民
党
北
海
道
地
方
本
部
」
の
結
成
と
な
っ
た
の
で
あ
る
リ

北
海
道
選
出
国
会
議
員
五
名
の
脱
党
に
関
し
て
、
一
時
社
会
党
道
連
も
二

(5) 

分
さ
れ
る
形
勢
と
な
っ
た
が
、
道
連
側
の
積
極
的
工
作
に
よ
っ
て

l
l五
名

札幌市郊外地区(子稲)の政治意識調在

中
二
名
は
、
ま
も
な
く
復
党

l
、
か
ろ
う
じ
て
党
の
分
裂
は
免
れ
た
υ

し

か
し
、
こ
の
出
来
事
の
余
波
は
、
翌
年
一
月
の
衆
議
院
選
挙
、
二
六
年
の
第
二

国
道
会
議
員
選
挙
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
四
年
一
月
の
衆
議
院
選
挙
で

は
、
社
会
党
は
一

O
名
を
公
認
候
補
と
し
た
が
、
遂
に
一
名
の
衆
議
は
も
送

る
こ
と
な
く
終
っ
た
。
他
方
、
労
農
党
は
、
五
名
の
公
認
候
補
を
立
て
、
二
名

の
前
議
員
の
う
ち
-
名
当
選
、

一
名
次
点
の
成
績
で
あ
っ
た
。
得
票
に
お
い

て
も
、
社
会
党
は
前
回
の
半
分
以
下
に
激
減
し
た
が
、
労
農
党
は
、
候
補
行
一

人
当
り
の
得
票
に
お
い
て
は
、
社
会
党
を
上
回
っ
た
の
で
あ
っ
た
(
表
2
)
。

労民党と社会党表2

7 

d 
63，299 

9，043 

35 

21 

334，097 

9，546 

衆 I26道議
5 

91， 326 

18，265 

10: 

Oi 
159，834 

15，983 

i24 

I 候補|

当選1
待問 t

一人当りの得票

立候補

当選

得票

一人当りの得票|

労農党

1付会党

員
数
一
二

O
O名
と
な
っ
て
い
た
。

党
員
数
の
点
で
も
、
礼
札

会
党
道
連
は
、
二
三
年
六

月
末
現
在
、
六
五
支
部
、

五
五
一
八
名
で
あ
っ
た

が
、
翌
二
四
年
二
月
の
大

会
時
に
は
、
支
部
数
一

一
八
、
党
員
数
一
八

Q
O

名
に
減
少
し
て
い
た
。
他

方
、
労
農
党
北
海
近
地
方

本
部
で
は
、
結
成
か
ら

0
カ
月
後
の
二
四
年
七
月

に
は
、
支
部
数
二

O
、
党

労
州
民
党
の
躍
進
は
、
二
六
年
四
月
の
道
会
議
員
選
挙
に
も
現
わ
れ
、
七
名

の
立
候
補
者
中
五
名
を
当
選
さ
せ
、
全
国
で
も
呉
例
の
進
川
と
し
て
注
刊
さ

Jt法24(4・153)793

れ
た

ovw由
民
党
の
組
織
り
市
一
点
は
、
道
会
議
員
当
選
者
の
山
身
分
野
が
一
万
し

て
い
る
通
り
、
主
と
し
て
労
働
組
合
、
し
か
も
炭
労
(
一
二
名
〉
と
同
労
(
二

名
〉
に
注
が
れ
て
い
た
。
他
方
、
社
会
党
道
速
に
あ
っ
て
は
、
二
四
年
衆
議

院
選
挙
の
惨
敗
は
確
か
に
全
国
的
趨
勢
で
も
あ
っ
た
が
、
脱
税
後
三
回
、
聞
を
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重
ね
る
毎
に
立
候
補
者
中
に
占
め
る
労
働
組
合
出
身
者
の
数
が
減
少
し
、
こ

の
回
に
は
四
分
の
一
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
選
挙
惨
敗
後
の
二
月

二
四
日
、
第
四
回
道
連
大
会
に
お
い
て
は
、
従
来
の
選
挙
闘
争
方
式
が
「
農

民
運
動
重
点
主
義
」
と
批
判
さ
れ
、
労
働
組
合
、
職
場
支
部
の
確
立
に
よ
る

党
勢
拡
張
が
強
一
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
執
行
部
の
交
代
が
は
か
ら

れ
、
執
行
委
員
長
に
は
、
戦
前
派
任
会
運
動
家
で
は
あ
る
が
、
前
任
者
の
木

下
、
鈴
木
よ
り
は
一
社
代
若
い
荒
材
犬
、
書
記
長
に
は
、
典
型
的
な
戦
後
派
、

北
教
組
前
委
員
長
の
横
路
節
列
が
張
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
四
年
衆
議
院
選
挙
惨
敗
を
契
機
と
す
る
翌
二
五
年
一
月
の
中
央
に
お
け

る
第
一
次
分
裂
に
際
し
て
、
当
時
上
京
中
の
迅
速
委
員
長
、
荒
哲
夫
は
、

九
日
夜
半
、
分
裂
除
後
の
左
派
大
会
の
防
上
、
「
北
海
道
の
場
合
、
村
会
党
は

左
派
一
本
の
線
で
進
む
」
と
い
ち
早
く
戸
明
し
た
。
つ
づ
く
二
一
一
日
、
荒
、

機
路
道
連
書
記
長
以
下
大
会
に
川
府
し
た
代
議
員
、
木
下
、
若
木
、
正
木
、

森
ら
同
会
議
員
、
斎
藤
ら
道
会
議

JH幹
部
述
は
、
党
の
向
背
を
協
議
し
た
結

果
、
道
連
は
左
派
を
声
明
し
、
同
時
に
、
党
の
一
本
化
推
進
を
申
介
わ
せ

た
。
そ
の
理
由
は
、
「
二
二
年
の
総
選
挙
当
時
と
ち
が
い
、
イ
ン
テ
リ
閥
、
市

民
層
の
組
織
的
な
支
援
が
減
っ
て
、
下
部
組
織
は
労
組
層
を
中
核
と
し
て
い

る
た
め
、
勢
い
左
派
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
「
中
央
で
の
抗
争
は
派
閥
的

(

3

}

 

で
国
会
議
員
以
外
に
関
連
が
な
い
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
道
連
の
こ

の
左
派
支
持
に
つ
い
て
は
、
当
時
「
荒
の
声
明
は
、
中
間
派
の
洞
ケ
峠
で
日

和
見
を
続
け
る
と
の
此
を
体
裁
よ
く
表
現
し
た
言
葉
に
す
ぎ
な
い
」
と
の
見

〔

4
)

方
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
参
議
院
選
挙
の
終
る
ま
で
は
一
本
の
体
制
で
ゆ
き

た
い
」
と
の
横
路
書
記
長
の
需
は
、
中
央
で
、
五
月
に
予
定
さ
れ
る
参
議
院

選
挙
を
搾
え
て
、
再
統
一
の
機
運
が
高
ま
り
山
し
た
事
情
と
即
応
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

第
一
次
分
裂
に
際
し
て
は
、
道
連
は
、
そ
れ
ま
で
右
派
と

H
さ
れ
た
正
木

と
中
間
派
の
森
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
と
も
か
く
分
裂
は
回
避
さ
れ
た

(
5〉

と
い
わ
れ
る
。
さ
き
の
申
介
せ
に
お
け
る
第
二
の
理
由
は
、
以
後
、
党
の
一

本
化
を
大
テ
1
7
と
す
る
道
連
の
「
錦
の
御
旗
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

方
、
第
一
の
盟
由
は
、
す
べ
て
に
と
っ
て
必
ず
し
も
肯
首
で
き
る
と
い
う
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
荒
委
員
長
は
、
右
派
は
国
民
政
党
で
左
派
は
階
級
政
党

だ
と
大
見
得
を
切
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
当
時
の
道
連
で
は
、
右
派
と
左
派

の
色
分
け
は
必
ず
し
も
明
z
同
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
道
会
議

員
の
幹
部
は
、
近
連
の
左
派
支
持
に
不
満
を
覆
い
か
く
さ
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
当
時
、
社
会
党
道
連
所
属
の
道
会
議
員
一
四
名
い
た
が
、
翌
二
六
年

春
の
選
挙
に
臨
む
場
合
、
半
数
は
労
働
組
合
以
外
の
「
市
民
層
」
的
な
背
景

を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
道
述
内
部
の
分
裂
懸
念
は
、
す

で
に
、
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

::ItW24(4・154)794
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鑑
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版
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田
二
郎
『
道
政
風
雪
録
』
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M
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北
海
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二
五
年
二
月
号

『
正
木
清
伝
』
司
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二日

【
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M
m
∞

官
・
品
吋

第
二
次
分
裂
と
道
連
の
左
派
表
明

(5) 

内
喝
U

社
会
党
の
中
央
に
お
け
る
第
二
回

H
、
本
格
的
な
分
裂
は
、
講
和
、
安
保

問
条
約
に
対
す
る
党
議
を
最
終
的
に
決
定
す
る
た
め
に
閲
か
れ
た
、
二
六
年

一
O
月
、
第
八
回
臨
時
大
会
に
お
い
て
起
っ
た
。
一
日
だ
け
で
終
る
子
疋
が

混
乱
に
次
ぐ
混
乱
で
夜
を
徹
し
、
翌
日
、
両
派
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
大
会
を

続
行
、
役
員
人
事
を
選
川
し
て
完
全
な
分
裂
態
勢
を
し
く
に
い
た
っ
た
。
そ

一
O
月
二
七
日
、
国
会
に
お
け
る
同
条
約
批
准
の
採
決
日
、
右
派
、
か

札幌市郊外地区〔手稲〕の政治意識調査

し
て

訣
別
声
明
を
発
し

二
月
一
七
日
、
両
派
そ
れ
ぞ
れ
に
院
内
交
渉
同
体

の
届
出
を
行
う
に
い
た
っ
て
、
名
実
と
も
に
分
裂
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以

後
、
左
右
両
社
は
、
同
一
呼
称
「
日
本
社
会
党
」
を
名
乗
り
な
が
ら
、
相
互

に
党
勢
の
拡
大
を
計
り
、
社
会
党
の
本
家
争
い
を
演
、
ず
る
こ
と
に
な
る
。

後
か
ら
振
り
返
え
る
と
、
ー
ー
も
し
も
分
裂
が
永
続
し
た
な
ら
、
当
初
の

統
一
七
原
則
と
か
四
原
則
と
か
の
一
行
辞
は
、
実
は
分
裂
派
と
い
わ
れ
る
の
が

嫌
さ
と
、
統
一
を
期
待
す
る
部
分
を
偽
肌
糊
す
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ

た
、
と
い
っ
た
解
釈
が
生
ま
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が

l
l、
こ
の
時
の
分
裂

に
も
、
当
初
か
ら
再
統
一
へ
の
見
通
し
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
阿
派
の
接
近
傾

向
は
、
早
く
も
翌
二
七
年
一

O
月
衆
議
院
選
挙
後
、
保
守
政
権
の
動
揺
に
し

た
が
っ
て
、
院
内
共
同
闘
争
の
形
で
具
体
化
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
左
右
同

派
と
も
躍
進
を
続
け
た
二
八
年
衆
議
院
選
挙
を
経
由
し
て
、
二
九
年
一
一
一
月

の
吉
田
内
閣
総
辞
職
後
、
三

O
年
一
月
の
総
選
挙
を
「
統
一
社
会
党
政
権
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
以
っ
て
闘
い
、
そ
の
年
の
一

O
月
、
再
統
一
を
は
た
す

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
度
の
統
一
に
あ
っ
て
は
、
保
守
政
権
の
動
揺
と
、
総
選
挙

を
期
に
「
院
内
共
闘
」
か
ら
「
共
同
政
権
」
、
さ
ら
に
「
統
一
政
権
」
へ
と
標

語
の
組
み
換
え
が
行
な
わ
れ
た
経
緯
か
ら
、
〈
保
守
対
革
新
〉
の
象
徴
を
背

景
に
、
主
と
し
て
、
凶
会
議
員
間
の
〈
政
権
主
義
〉
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た

一
面
、
か
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
次
分
裂
時
と
は
逆
に
、
「
天
降
り
の

統
一
」
と
い
う
党
内
批
判
に
川
会
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

中
央
に
お
け
る
社
会
党
の
第
二
次
分
裂
に
際
し
て
は
、
道
連
執
行
部
は
、

去
る
八
月
に
再
確
認
さ
れ
た
左
派
の
平
和
三
原
則
に
基
づ
主
、
ー
i
八
月
二

六
日
、
対
日
講
和
問
題
を
議
題
と
し
て
聞
か
れ
た
第
七
回
道
連
臨
時
大
会

|
|
、
一
一
月
一
日
、
次
の
声
明
を
発
表
し
た
。
「
道
連
選
出
代
議
員
は
、
党

の
分
裂
阻
止
に
努
力
し
た
が

一
部
分
裂
主
義
者
の
策
動
で
か
か
る
事
態
に

北法24(4・155)795
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陥
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
今
後
全
国
府
県
連
下
部
大
衆
と
協
力
し
て
党

(
1
)
 

の
大
衆
的
統
一
に
越
逃
す
る
。
」
つ
づ
い
て
、
数
日
後
の
四
日
、
支
部
代
表
者

一
日
の
執
行
部
戸
明
と
分
裂
大
会
に
お
け
る
道
代
議
日
以
の
行

動
を
承
認
し
、
道
連
組
織
強
化
の
た
め
、
九
七
滋
に
一
五
班
の
オ
ル
グ
派
遣
を

決
め
た
の
で
あ
る
。

会
議
を
聞
き
、

こ
の
段
階
で
は
、
北
海
道
の
任
会
党
は
一
応
左
派
一
本
に
ま
と
ま
っ
て
い

た
が
、
結
成
当
時
の
最
左
派
的
傾
向
に
あ
っ
た
部
分
は
す
で
に
労
民
党
へ
分

離
し
て
い
た
た
め
、
「
現
在
で
は
む
し
ろ
右
派
的
勢
力
が
強
い
筈
な
ん
で
、
終

戦
後
の
革
新
勢
力
に
便
乗
し
た
布
派
的
、
旧
民
政
系
分
子
が
お
ん
川
る
の
は

{
2〉

時
間
の
問
題
」
と
観
測
さ
れ
て
も
い
た
。
翌
二
七
年
一
月
一
五
日
か
ら
三
日

間
に
わ
た
り
札
幌
市
で
聞
か
れ
る
、
第
九
凶
道
連
定
期
大
会
が
校
け
さ
れ
た

所
以
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
道
連
が
一
月
下
旬
相
つ
い
で
聞
か
れ
る
中
央
の
左
右
阿

派
大
会
の
何
れ
に
代
議
員
を
送
る
か
が
や
ま
と
さ
れ
て
い
た
。

大
会
第
一

目
、
山
席
の
問
中
知
事
は
、
そ
の
扶
拶
の
な
か
で
社
会
党
道
連
の
助
主
に
言

及
、
「
中
央
の
左
右
両
派
大
会
の
何
れ
に
も
代
議
員
を
送
る
べ
き
で
な
い
」
と

の
発
言
を
行
な
っ
た
。
第
二
日
、
運
動
方
針
が
審
議
さ
れ
、
執
行
部
の
予
定

通
り
、
中
央
左
派
の
運
動
方
針
を
確
認
、
つ
い
で
左
派
大
会
に
代
議
員
を
送

る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
こ
に
、
左
派
引
会
党
道
連
の
性
格
を
打
ち
川
し
た
。

第
三
日
、
役
員
改
選
を
行
な
う
と
と
も
に
、
今
後
中
央
の
左
右
両
派
の
統
一

'Y
全
国
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
附
帯
決
議
と
し
て
決
定
し
、
閉
会
し
た
の
で

あ
る
。こ

の
大
会
で
は
、
左
派
一
本
に
固
ま
る
こ
と
に
は
旧
相
当
の
反
対
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
中
央
に
お
け
る
左
右
両
派
の
勢
力
は
殆
ん
ど
伯
仲
し

て
お
り
、
ま
た
、
府
県
連
の
動
向
も
左
右
両
派
に
分
れ
た
と
こ
ろ
少
な
か
ら

ず
、
従
っ
て
、
今
後
の
政
治
活
動
に
本
道
が
左
派
一
本
で
樹
ま
る
の
は
何
か

(
3
)
 

に
つ
け
て
不
利
で
あ
る
」
と
の
右
派
系
の
主
張
、
が
強
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

議る
右
つコ
け ~g

55 
は芸
統

の
ード の

謀揮
官 V~

詰|ヨ
主 J

て;入
7. 丁

三号
441|治
主始

白?
避と
す
立と
ζ の

提出
らかと

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
右
派
系
道
会
議
員
の
反
発
は
、
こ
こ

数
年
来
顕
著
に
な
っ
て
き
た
「
労
働
組
介
第
一
主
義
」
に
対
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。
当
時
、
道
述
に
属
す
る
党
員
約
二
千
名
中
、
半
数
以
上
が
炭
鉱
労
働

組
合
に
属
し
、
い
つ
の
大
会
で
も
、
山
席
代
議
員
の
半
分
以
上
が
炭
労
選
山
代

議
員
で
ト
内
め
ら
れ
て
い
た
。
た
め
に
、
こ
の
炭
労
グ
ル
ー
プ
の
発
市
如
何
が

大
き
く
尚
一
連
の
死
命
を
左
右
す
る
と
さ
え
い
わ
れ
、
特
に
、
こ
こ
二
回
の
大

会
に
お
い
て
は
、
執
行
委
員
の
交
代
や
補
充
が
こ
の
炭
労
グ
ル
ー
プ
の
手
に

〈

4

、

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
左
派
道
迭
を
打
ち
出
し
た
第
九
回
大
会
の
役
員

選
挙
結
果
を
み
る
と
、
委
員
長
の
席
は
、
荒
智
夫
と
渡
辺
惣
蔵
が
争
い
、
左

:It法24(4・156)796



派
系
の
荒
が
四
八
対
三
三
で
当
選
し
た
。
も
っ
と
も
、
渡
辺
は
後
に
も
左
派

道
連
所
属
だ
か
ら
、
こ
の
票
数
は
、
単
純
に
左
派
勢
力
対
右
派
勢
力
の
数
値

と
し
て
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
一
一
役
中
、
残
る
書
記
長
に
は
左
派
の
横
路

節
雄
、
会
計
に
は
中
立
の
道
会
議
員
三
沢
正
男
が
留
任
と
な
っ
た
。
執
行
委

員
一
二
名
、
統
制
委
員
五
名
守
合
め
た
役
員
総
計
二

O
名
中
、
労
働
組
合
関

係
は
約
四
分
の
三
の
一
四
名
で
あ
っ
た
。
役
員
に
含
ま
れ
る
道
会
議
員
七
名

中
、
中
間
、
派
一
名
を
除
く
残
り
六
取
引
い
ず
れ
も
左
派
、
か
っ
、
そ
の
六
名
中
、

労
働
組
合
関
係
五
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
労
働
組
合
関
係
者
に
は
炭
鉱
労
働

組
合
出
身
者
と
北
教
組
出
身
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
任
会
党
迅
速
は
炭
労
系

左
派
と
北
教
組
の
結
集
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

(5) 

社
会
党
道
連
が
左
派
一
本
の
線
で
倒
ま
っ
た
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査

事
情
が
考
え
ら
れ
た
。
二
四
月
一
月
総
選
挙
の
惨
敗
を
期
に
、
執
行
部
の
交

代
、
特
に
、
北
教
組
出
身
横
路
節
却
の
書
記
長
登
場
に
よ
っ
て
、
道
連
は
組

合
党
員
を
中
核
と
す
る
体
質
改
造
引
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、

二
二
年
四
月
選
挙
以
後
、
労
働
戦
線
に
再
編
、
が
起
っ
て
い
た
。
二
・
一
ス
ト

後
、
道
産
別
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
北
海
道
労
働
組
合
会
議
が
結
成

i
ー一一一一

年
一

O
月
一
一
一
一
日

1

さ
れ
、

A
K
官
公
庁
、
石
炭
、
電
産
、
日
通
、
北
教
組

な
ど
、
道
内
主
要
労
働
組
合
が
殆
ん
ど
加
入
し
、
二
五
万
人
の
北
海
道
の
中

枢
勢
力
を
な
す
に
い
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
北
労
会
議
は
、
総
向
盟
が
不

参
加
の
ま
ま
結
成
さ
れ
、
当
初
よ
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
あ
っ
た
が
、
結

成
後
間
も
な
く
、
幹
部
が
産
別
と
全
労
連
に
つ
な
が
り
、
極
端
な
左
翼
労
働

組
合
方
式
を
打
ち
出
し
た
た
め
、
北
労
会
議
に
あ
き
た
ら
な
い
組
合
が
逐
次

脱
退
を
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
二
四
年
に
は
、
北
教
組
、
全
逓
、
炭
労
、

国
鉄
、
二
五
年
に
は
、
日
通
、
電
産
、
富
士
鉄
、
全
新
聞
が
脱
退
し
た
。
北

労
会
議
結
成
後
わ
ず
か
一
年
半
の
二
四
年
六
月
に
は
、
加
入
四

O
団
体
一
八

万
四
千
名
、
二
五
年
六
月
に
は
五
万
七
千
名
、
同
年
一

O
月
に
は
三
万
前
後

と
、
急
速
に
勢
力
が
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
北
労
会
議
を
脱
退
し
た

〈
上
道
庁
、
北
教
組
、
金
属
、
同
鉄
、
全
逓
、
炭
労
を
幹
事
と
し
て
、
新
た
な

統
一
組
織
1
l
A
1
北
海
道
労
働
組
合
協
議
会
(
三
二
組
合
、
二
三
万
人
)
が

二
五
年
一
一
月
一
六
日
に
結
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
)
こ
の
間
、
刻
。
鮮
動
乱
勃

発
直
後
に
始
ま
る
共
産
党
系
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
、
地
下
潜
入
に
よ
り
、
左
派

社
会
党
系
の
勢
力
が
仲
び
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
卒
中
ぃ
道
一
労
協
結
成
の
起
縁

と
な
っ
た
「
道
内
労
組
代
表
者
懇
談
会
」

l
i
二
四
年
六
月
二
四
日

l
ーの

出
納
鋭
的
な
呼
び
か
け
を
な
行
っ
た
炭
労
も
、
当
初
は
共
産
党
色
が
濃
か
っ
た

が
、
こ
こ
に
も
左
派
社
会
党
系
の
力
が
強
ま
り
、
二
四
年
四
月
一
二
日
に
炭

鉱
労
働
組
伐
の
戦
線
統
一
を
成
し
と
げ
、
加
え
て
、
公
務
員
の
争
議
権
は
く

が
存
の
影
響
で
、
北
海
道
労
働
界
の
中
心
に
さ
え
な
っ
て
い
た
。
か
く
し
て
、

二
六
年
四
月
、
第
二
開
地
方
選
挙
は
、
社
会
党
、
労
胤
民
党
、
全
進
労
協
三
者

:11::法24(4・157)797



の
合
同
選
挙
対
策
委
員
会
の
下
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

研究ノート

二
六
年
の
道
会
議
員
選
挙
で
は
、
れ
会
党
は
前
倒
の
約
三
分
の
二
に
あ
た

る
三
五
名
の
候
補
者
を
立
て
、
前
回
よ
り
も
六
名
橋
、
二
一
名
の
当
選
者
を
獲

得
し
た
。
労
働
組
合
関
係
対
農
業
関
係
の
割
合
は
、
候
補
者
に
関
し
て
は
前

回
と
そ
れ
ほ
ど
変
り
は
な
か
っ
た
が
、
当
選
者
に
つ
い
て
は
そ
の
関
係
が
逆

転
し
、
前
回
の
コ
一
倍

に
当
る
一

O
名
の
労

働
組
合
出
身
議
員
が

誕
生
し
た
。
こ
の
関

係
は
、
新
前
別
に
み

る
と
よ
り
鮮
明
と
な

る
。
前
回
立
候
補
の

二
O
名
に
つ
い
て
は

農
業
関
係
者
の
方
が

多
い
、
が
、
新
た
に
立

候
補
し
た
一
五
名

中
、
そ
の
八
割
が
労

働
組
合
出
身
者
で
、

農
業
関
係
者
は
一
名

挙

122年お年泊立お主|
候補者選

|立|当立|当前|新前|新

総 数 51 151 35 21 201 15 9 

立 候 締‘ 22 51 151 20 131 20 。9 
26 201 13 15 81 20 15 9 8 

当 選 22 15 151 12 9 12 O 9 。l
l戦前活動家

91 21 12 13 8 g 12 

7 2 4 2 3 。2 。
1労組

17 31 15 10 3 12 3 

農 業 8 5 6 5 5 O 5 0; 

員選jG会議表1

も
い
な
い
。
ま
た
、
当
選
者
中
、
前
議
員
九
名
の
な
か
で
は
農
業
関
係
者
の
方

が
多
い
が
、
新
人
議
員
一
二
名
中
六
割
に
当
る
七
名
が
労
働
組
介
川
身
者
で
、

か
っ
、
こ
の
間
に
初
め
て
立
候
補
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
山

北法24(4・158)798

身
単
産
は
、
北
教
組
三
名
、
山
灰
労
二
名
、
日
通
一
名
、
そ
の
他
一
名
で
あ
っ

た
。
こ
の
選
挙
に
全
治
一
労
協
は
社
会
党
候
補
二

O
名
を
推
せ
ん
し
て
い
た
。

そ
の
う
ち
、
現
議
員
八
名
の
な
か
に
は
農
業
関
係
者
、
か
数
名
含
ま
れ
て
い
た

が
、
新
た
に
立
候
補
し
た
一
二
名
中
、
一
一
名
が
労
働
組
合
員
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
出
身
単
産
は
、
北
教
組
三
名
、
炭
労
コ
一
名
、
全
日
通
二
名
、
そ
の
他
三

名
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
六
年
以
後
、
全
道
労
協
と
の
合
同
選
対
が
社
会
党
道

連
の
選
挙
闘
争
方
式
の
型
と
な
る
、
が
、
同
時
に
、
主
客
転
倒
が
起
っ
て
ゆ
く

の
で
あ
る
(
表
1
V

(
1
〉
北
海
道
新
聞
二
六
年
一
一
月
一
日

(
2
)

北
海
評
論
二
六
年
一
二
月
号
同
y

可

(
3
)

同
右

(
4〉
道
政
一
九
五
一
年
七
月
号
刀
-
M
O

(
5
)

全
道
労
協
結
成
に
つ
い
て
は
、
『
資
料
北
海
道
労
働
運
動
史
』
、
『
全

道
庁
十
年
史
』
『
北
教
組
史
第
二
集
』
を
参
照
。

(
6
)

『
全
道
庁
十
年
史
』
官
同
町
印

(4) 

右
派
送
連
結
成



社
会
党
道
連

は
、
前
述
の
よ

う
に
、
一
一
七
年

一
月
の
大
会
で

中
央
左
派
と
連

る
こ
と
を
明
確

ヂ
」

J

R

】
守
道
、

t
L
T
b
 

れ
を
不
満
と
し

た
社
会
党
道
会

(5) 

議
員
同
の
う
ち
、

札幌市郊外地区〈手稲〉の政治意識調査

斎
藤
正
志
ら
七

名
は
(
表
1
)、

二
月
八
日
、
正

式
に
道
連
離
脱

を
声
明
、
同
月

一
一
一
二
日
、
道
議

会
内
に
新
た
な

院
内
団
体
と
し

て
「
道
政
ク
ラ

社会党道連離脱道会議員

名|生年!戦 l ! l 道会議員蝉氏 前職業|地域党役目li 
I 221)'-'1 26"f'. I 3(J~f. ' 

市会 木材関係 札幌市 札幌支部高Ij長 社
(社) / 

斎藤正志 M38 村会，町長 農業会 琴似国I 議員会長 (社) (匙) (右、、』社，〆) 

… 郎l
附 農業会 入納村 幹事長 (和 (tl;) (右、、.刷../ 

浜森辰雄 T5 漁業組合 稚内市 社 (社) 右社

多国輝利 IM23 道会，村長 村長 興部村 無 (社) / 

川人 i原市 M21 j益会 木材関係 本別町 F十 (社) 右社

!若林次郎 IM321 
1:支川
庁長 旭川市| (社) 右社

表1

ブ
」
を
結
成
、
つ
い
で
、
翌
月
五
日
、
右
派
社
会
党
支
部
結
成
準
備
会
を
発

足
さ
せ
た
。
し
か
し
、
疋
式
に
右
派
社
会
党
北
海
道
連
合
会
の
結
成
を
み
た

一
年
後
の
二
八
年
二
月
七
日
で
あ
っ
た
。

の
は
、道

連
離
脱
の
七
道
議
は
、
し
ば
し
ば
「
終
戦
後
の
革
新
勢
力
に
便
乗
し
た

組
」
と
評
さ
れ
た
が
、
そ
の
七
名
に
は
、
戦
前
社
会
運
動
関
係
者
は
一
名
も

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
戦
後
の
労
働
組
合
関
係
者
も
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
。
七
名
中
、
時
間
政
治
郎
は
、
社
会
党
議
員
会
幹
事
長
と
し
て
、
「
田
中

道
政
の
番
犬
的
推
進
力
」
と
、
斎
藤
正
志
は
、
議
員
会
長
と
し
て
、
「
社
会
党

道
連
の
知
恵
袋
で
、
田
中
知
事
の
お
守
役
」
と
評
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
斎

藤
に
は
、
「
田
中
初
代
知
事
に
な
っ
て
か
ら
既
に
五
年
の
尽
霜
は
流
れ
去
っ

た
。
こ
の
問
、
彼
は
道
議
会
で
幾
度
か
の
ピ
ン
チ
に
襲
れ
た
が
、
そ
の
都
度

こ
れ
を
切
り
抜
け
得
た
の
は
、
道
議
会
唯
一
の
知
窓
者
と
い
わ
れ
実
質
上
の

副
知
事
と
し
て
畏
敬
さ
れ
て
い
た
斎
藤
正
志
の
卓
抜
し
た
政
治
力
に
よ
る
も

の
で
あ
る
」
、
と
の
記
述
が
あ
っ
た
。
こ
の
七
名
中
五
名
は
、
次
回
三

O
年

の
道
会
議
員
選
挙
に
、
右
計
候
補
と
し
て
立
起
し
た
の
で
あ
る
。

二
八
年
二
月
七
日
に
結
成
を
み
る
右
派
任
会
党
道
連
は
、
離
脱
派
道
議
の

jヒ法24(4・¥59)799

「
道
政
ク
ラ
プ
」
、
高
野
源
蔵
ら
水
産
界
の
有
志
、
中
央
の
改
進
党
結
成
に
伴

う
農
協
党
残
留
派
の
新
た
に
組
織
し
た
地
方
政
党
「
協
同
党
」
、
こ
の
三
者

を
中
心
勢
力
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
右
派
社
会
党
道
連
の
結
成



研究メート

に
つ
い
て
は
、
「
本
当
に
本
道
に
布
社
組
織
を
築
き
上
げ
て
行
く
熱
意
が
あ

〔

2
)

る
か
ど
う
か
慌
し
い
」
と
す
る
む
き
も
あ
っ
た
。
北
海
道
の
場
介
に
は
、
社

会
党
問
中
敏
文
が
知
事
で
あ
る
た
め
、
社
会
党
の
左
有
分
裂
も
あ
る
特
殊
な

趣
き
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
巾
山
穴
に
お
け
る
左
右
分
裂
雨
後
の
一
一
一
月
下

旬
、
道
会
議
員
川
人
源
市
ら
を
小
心
と
す
る
布
派
結
成
の
け
論
み
、
翌
年
、

農
協
党
道
会
訴
は
の
改
進
党
結
成
に
際
し
て
、
斎
藤

H
志
に
よ
る
「
協
同
ク

ラ
プ
」
結
成
へ
の
働
き
か
け
な
ど
は
、
問
中
知
事
脱
党
の
期
待
の
う
え
で

道
政
ク
ラ
ブ
、
民
主
党
、
民
協
党
の
三
者
連
合
に
よ
る
、
田
中
迫
政
の
与
党

派
工
作
と
も
い
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
北
海
道
に
お
け
る
社
会

党
の
左
右
分
裂
の
出
来
事
は
、
そ
の
川
川
に
お
け
る
日
中
知
事
の
行
動
そ
の
も

の
に
、
ー
ー
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場
介
に
は
、
問
中
自
身
の
個
性
が
強
く
作
用

す
る
が
、
性
格
の
一
端
を
屍
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

(
1〉
(
2
)
 
北
海
評
論
二
七
年
四
月
号

道

政

二

五

号

石

田

℃

町

(5) 

問
中
知
事
の
左
派
任
会
党
離
党

田
中
道
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
二
六
年
八
月
の
大
会
で
、

左
派
系
炭
労
選
出
代
議
員
か
ら
、
「
近
政
運
営
が
俗
に
い
う
知
事
側
近
派
に

よ
り
秘
需
の
ヴ
ェ
ー
ル
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
姿
は
民
主
政
党
と
し
て
甚

だ
遺
憾
で
あ
る
。
同
時
に
、
知
事
の
与
党
で
あ
る
た
め
、
そ
の
日
常
闘
争
が

議
会
偏
重
主
義
に
陥
り
、
議
会
外
の
大
衆
に
対
す
る
日
常
活
動
が
忘
れ
ら
れ

〔

1
)

て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
、
鋭
い
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
他
面

か
ら
み
れ
ば
、
田
中
道
政
の
第
一
期
、
第
二
期
と
も
に
、
与
党
た
る
社
会
党

の
議
会
勢
力
は
弱
く
、
同
時
に
、
道
議
会
は
小
党
分
立
の
様
相
濃
か
っ
た
か

ら
、
い
き
お
い
各
会
派
の
連
携
に
よ
る
与
党
派
工
作
が
む
ね
と
な
り
、
た
め

に
、
「
八
方
美
人
」
と
批
判
さ
れ
た
の
は
や
む
を
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

ぃ
。
さ
ら
に
、
二
四
年
以
降
、
中
央
に
お
け
る
保
守
党
内
閲
の
成
立
は
、
札
れ

会
党
員
た
る
田
中
知
事
の
施
策
に
微
妙
な
影
響
を
み
せ
て
い
た
。

二
七
年
一
月
一
六
日
、
社
会
党
道
連
大
会
第
一
日
、
問
中
知
事
は
、
前
年

四
月
選
挙
に
対
す
る
御
礼
を
述
べ
た
後
、
「
左
派
の
立
場
は
行
政
官
と
し
て

の
知
事
の
職
支
と
矛
盾
す
る
。
殊
に
占
領
行
政
の
管
轄
下
に
あ
る
現
在
で
は

苦
し
い
」
と
率
直
じ
内
心
の
苦
京
を
披
慌
し
、
さ
ら
に
、
「
二
階
に
あ
げ
て
梯

子
を
取
り
去
る
よ
う
な
行
動
に
山
な
い
で
ほ
し
い
」
と
希
望
し
、
し
か
し
、

最
後
に
は
、
「
と
は
云
う
も
の
の
、
党
員
と
し
て
の
私
は
、
本
会
議
が
民
主

的
ル
!
ル
に
よ
っ
て
決
定
し
た
事
項
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ

た
。
こ
の
発
一
一
一
口
は
、
翌
日
の
新
聞
紙
上
で
、
グ
泣
き
言
止
め
よ
4

と
酷
評
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
「
問
中
知
事
が
託
会
党
道
連
大
会
で
グ
チ
を
こ
ぼ
し
た
そ

う
で
あ
る
。
ま
る
で
嫁
さ
ん
が
尖
家
へ
来
て
グ
チ
を
こ
ぼ
す
よ
う
に
で
あ
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る
。
占
領
下
、
連
合
軍
と
の
接
触
に
お
い
て
、
党
左
派
の
線
と
矛
盾
対
立
す

る
こ
と
が
多
い
、
知
事
と
し
て
因
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
言
の

結
論
は
な
い
ら
し
い
。
左
派
反
対
で
も
な
く
、
右
派
提
唱
で
も
な
く
、
聴
か

な
け
れ
ば
脱
党
と
い
う
の
で
も
な
い
。
い
わ
ゆ
る
苦
哀
を
述
べ
る
と
い
う
や

《

2
)

つ
で
、
俗
に
い
う
ク
ド
き
話
の
一
種
だ
:
・
:
。
」

大
会
で
は
、
中
央
の
左
右
両
派
大
会
の
何
れ
に
も
代
議
員
を
送
ら
な
い
で

ほ
し
い
と
い
う
、
知
事
の
「
哀
訴
」
は
、
炭
労
と
北
教
組
を
中
軸
と
す
る
左

派
勢
力
に
よ
っ
て
、
あ
っ
さ
り
退
け
ら
れ
た
。
こ
の
直
後
、
か
ね
て
よ
り
道

速
の
左
傾
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
斎
藤
、
時
田
、
川
人
ら
の
道
会
議
員
は
、

田
中
に
向
い
、
行
政
官
と
し
て
の
立
場
か
ら
党
籍
を
離
脱
し
て
無
所
属
に
な

(5) 

る
こ
と
を
進
一
言
、
他
方
、
左
派
系
は
知
事
官
邸
を
監
視
す
る
と
い
う
、
問
中

ハ
3
d

政
権
を
め
ぐ
る
左
右
両
派
の
攻
防
戦
が
あ
る
。
こ
の
時
、
問
中
知
事
は
、
「
機

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査

会
主
義
的
」
に
行
動
し
、
左
派
に
対
し
て
は
党
の
民
主
的
決
定
に
従
う
と
下

駄
を
預
け
、
右
派
に
対
し
て
は
大
会
を
再
招
集
し
て
決
議
を
修
正
さ
せ
る
と

口
約
し
た
と
い
わ
れ
る
。

二
月
二
三
日
、
二
七
年
度
定
例
第
一
回
道
議
会
の
召
集
目
、
党
籍
離
脱
の

七
道
議
は
、
新
た
に
院
内
団
体
と
し
て
「
道
政
ク
ラ
ブ
」
の
届
出
を
行
な

ぃ
、
知
事
の
施
政
方
針
演
説
に
先
き
立
ち
、
知
事
の
政
治
的
立
場
を
糾
明
す

る
緊
急
質
問
の
意
志
表
示
を
行
な
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
知
事
は
、
自

己
の
政
治
的
立
場
を
釈
明
す
る
一
文
を
議
場
で
読
み
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ

一
応
は
左
派
の
線
に
所
属
し
つ
つ
、
広
汎
な
る
社
会
民
主
主
義

勢
力
の
大
同
開
結
を
目
指
す
、
強
い
て
い
え
ば
、
統
一
派
の
地
位
に
あ
る
、

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
暖
昧
な
表
明
文
を
め
ぐ
っ
て
、

ま
た
議
場
が
紛
糾
し
、
つ
い
に
は
、
知
事
の
政
治
的
立
場
表
明
に
関
す
る
警

告
決
議
と
な
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
緊
急
質
問
に
対
す
る
知
事
の
答

の
内
容
は

弁
、
「
左
派
や
右
派
と
い
う
が
、
感
情
的
な
対
立
が
主
で
、
思
想
的
な
相
異

は
な
い
と
思
う
」
は
、
北
海
道
の
場
合
に
は
、
特
に
道
議
会
内
部
で
は
、
あ

る
程
度
あ
て
は
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
知
事
が
社
会
党
の
分
裂
を
認
め
な

が
ら
も
、
な
ぜ
左
派
所
属
の
明
言
を
相
伴
っ
た
か
の
理
由
、
な
ぜ
不
信
任
案
上

程
に
ま
で
至
ら
ず
に
、
警
告
決
議
で
と
ど
ま
っ
た
か
の
理
由
、
こ
の
両
者
の

聞
に
は
あ
る
一
脈
の
関
連
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
叫

田
中
知
事
の
「
両
頭
の
蛇
」
的
態
度
は
、
二
七
年
一

O
月
の
衆
議
院
選
挙

の
時
に
も
現
わ
れ
た
。
八
月
一
日
、
知
事
は
、
社
会
党
道
連
に
対
し
臨
時
大

会
召
集
を
要
望
し
、
社
会
党
道
連
が
左
派
一
辺
倒
で
あ
る
の
は
遺
憾
で
あ
り
、

」
の
際
本
来
の
統
一
派
の
姿
に
還
っ
て
、
左
社
本
部
と
の
繋
り
を
断
っ
か

改
め
て
右
社
本
部
と
も
縁
を
結
ぶ
か
し
て
ほ
し
い
旨
、
意
見
書
を
送
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
道
連
で
は
統
制
論
議
が
起
っ
た
と
い
う
が
、
折
し
も
抜
き
打

ち
解
散
と
な
り
、
そ
の
審
聞
は
一
応
打
ち
切
ら
れ
た
。
選
挙
戦
が
白
熱
化
す
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研究ノート

る
に
つ
れ
、
社
会
党
道
連
幹
部
は
田
中
知
事
に
左
派
候
補
に
対
す
る
積
極
的

応
援
を
要
請
す
る
が
、
問
中
は
知
事
と
し
て
の
立
場
合
』
籍
日
し
て
、
こ
れ
を

拒
み
、
逃
避
行
の
上
京
を
行
な
っ
た
と
い
う
。
知
事
が
応
援
演
説
に
現
わ
れ

た
の
は
、
選
挙
戦
も
よ
う
や
く
最
後
の
数
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
、
回
中
知
事
は
、
初
回
知
事
選
挙
立
起
の
際
の
義
理
か
ら
か
、
あ
る
い

は
、
日
頃
の
統
一
派
自
認
を
立
証
し
、
左
派
一
辺
倒
の
読
を
免
れ
る
た
め
に

か
、
車
を
長
駆
釧
路
へ
飛
ば
し
、
右
派
候
補
高
野
源
蔵
の
応
援
を
行
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
度
も
、
道
連
の
炭
鉱
労
働
組
合
を
中
心
と
す
る
強
硬
派

は
、
問
中
知
事
と
の
政
治
的
絶
縁
を
せ
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
し
か
し
.

統
制
問
題
は
問
中
の
反
省
を
求
め
る
勧
告
と
い
う
穏
便
な
処
置
に
終
り
、
知

事
も
一
月
一
八
日
党
執
行
部
に
対
し
て
陳
謝
の
意
を
表
し
た
の
で
あ
っ
た
。

翌
二
八
年
一
月
、
知
事
は
一

O
日
の
第
一

O
回
道
連
大
会
に
あ
て
、
再
度

「
左
右
両
派
の
統
一
が
望
ま
れ
る
」
と
の
メ
ツ
セ
イ
ジ
を
送
り
、
こ
れ
が
ま
た

統
制
委
員
会
で
問
題
と
な
っ
た
。
統
制
委
員
会
が
あ
ら
た
め
て
知
事
の
見
解

を
聴
取
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
後
、
三

O
日
、
左
派
社
会
党
道
議
会
議
員
会

に
お
い
て
、
知
事
の
左
派
離
脱
表
明
と
な
る
の
で
あ
る
。
知
事
の
離
脱
理
由

は
、
左
右
両
社
の
統
一
を
念
願
す
る
た
め
、
そ
し
て
、
知
事
再
選
の
際
、
社

会
党
一
本
化
で
応
援
し
て
く
れ
た
義
理
に
応
え
る
た
め
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
理
由
か
ら
す
る
と
、

一
年
前
、
社
会
党
道
連
が
左
派
所
属
を
鮮

明
に
し
た
段
階
で
、
知
事
の
離
党
が
あ
り
え
た
。
し
か
し
、
前
年
二
月
の

『
釈
明
』
に
お
い
て
、
「
社
会
党
道
官
廷
に
対
し
て
は
世
上
俗
に
左
派
一
辺
倒
の

非
難
を
浴
せ
て
い
る
が
・
・
・
な
お
多
数
の
右
派
が
お
り
:
:
:
」
と
強
弁
し
て

い
た
か
ら
、
今
、
右
社
道
連
の
結
成
を
目
前
に
し
て

1
1前
年
一

O
月
の
衆

議
院
選
挙
か
ら
結
成
の
動
き
が
積
極
的
と
な
り
、
こ
の
年
二
月
七
日
に
正
式

結
成
と
な
る

!
l、
左
派
社
会
党
離
脱
の
口
実
を
見
出
し
た
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
な
か
っ
た
。
勿
論
、
実
質
的
に
は
、
道
議
会
に
安
定
勢
力
を
求
め
よ

う
と
す
る
な
ら
、
む
し
ろ
中
立
を
標
傍
し
て
、
右
社
、
協
同
ク
ラ
ブ
、
改
進

に
乗
る
方
、
が
有
利
と
い
う
計
算
、
あ
る
い
は
、
田
中
一
再
選
が
も
た
ら
し
た
中

央
政
府
の
対
北
海
道
悪
感
情
を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ

り
え
た
。
こ
の
時
も
ま
た
、
社
会
党
の
中
央
本
部
で
は
、
問
中
を
除
名
処
分

に
付
す
べ
き
と
の
強
硬
意
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
左
社
道
連
の
首
脳

部
は
翻
意
を
求
め
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
断
悶
た
る
処
分
は
、
か
え
っ
て
右
社
、

改
進
、
旧
農
協
の
三
者
連
携
を
強
め
、
新
た
な
問
中
与
党
勢
力
の
結
集
を
う

な
が
す
こ
と
に
な
る
と
危
倶
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

知
事
は
、
左
社
離
党
の
意
志
表
明
の
あ
と
、
二
月
一
六
日
に
正
式
離
脱
届

を
提
出
す
る
ま
で
の
問
、
各
労
働
組
合
代
表
に
面
接
し
て
、
専
ら
「
離
脱
の

や
む
な
き
に
至
っ
た
理
由
」
の
諒
解
工
作
に
当
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
諒

解
工
作
に
よ
っ
て
、
左
派
社
会
党
道
速
か
ら
離
党
は
す
る
が
、
協
力
と
支
持
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は
従
前
の
よ
う
に
続
け
よ
う
と
の
黙
約
を
考
慮
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
一
般
に
は
、
知
事
の
左
社
離
党
は
、
知
事
三
選
断
念
の
徴
候
と
み

ら
れ
て
い
た
。
田
中
知
事
の
場
合
は
、
「
進
歩
系
無
所
属
」
と
な
り
、
北
海

道
の
「
進
歩
系
」
の
う
ち
、
左
派
社
会
党
が
七
、
八
割
の
票
数
を
占
め
て
い

る
と
み
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
全
道
労
協
や
左
派
社
会
党
道

速
で
は
、
反
問
中
の
空
気
が
強
ま
り
、
「
田
中
は
労
働
者
の
味
方
で
は
な
い
」

「
社
会
主
義
者
で
な
く
根
か
ら
の
官
僚
だ
」
「
保
守
陣
営
の
代
弁
者
」
と
い
っ

(
b
)
 

た
酷
-
評
が
流
れ
は
じ
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
中
央
に
お
け
る
両

社
統
一
の
動
き
は
、
北
海
道
で
も
、
二
九
年
三
月
一
一
一
日
、
左
派
提
唱
に
よ

る
労
農
、
布
社
三
者
の
道
議
会
共
闘
態
勢
の
確
立
を
み
、
翌
年
一
月
岡
托
道

(5) 

連
大
会
で
、
統
一
促
進
決
議
が
な
さ
れ
る
に
及
び
、
問
中
は
ふ
た
た
び
社
会

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査

党
推
せ
ん
知
事
候
補
と
し
て
、
四
月
の
知
事
選
挙
に
は
圧
倒
的
三
選
を
勝
利

し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
一
月
一
四
日
、
両
社
道
連
統
一
大
会
に
お
い

て
、
田
中
知
事
は
復
党
し
た
の
で
あ
る
。

(
1
)

道
政
一
回
己
防
相
プ
叩
司

N

一

(

2

)

北
海
タ
イ
ム
ス
夕
刊
二
七
年
一
月
一
七
日

ハ
3
)
北
海
評
論
二
七
年
回
月
号

3
・
5

(
4
)

不
信
任
案
上
程
は
議
会
の
解
散
を
誘
発
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
、
一
般

に
考
え
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
が
、
「
自
由
党
は
、
三
派
提
携
が
破
れ
て

孤
立
野
党
に
な
る
の
を
憂
い
だ
、
民
主
党
は
、
知
事
を
離
党
せ
し
め
て

(
5
)
 無

所
属
に
し
、
農
協
、
道
政
ク
ラ
ブ
と
組
ん
で
新
し
い
与
党
を
で
っ
ち

上
げ
ん
と
策
謀
し
た
、
農
協
党
は
、
改
進
党
参
加
と
居
残
り
組
み
に
分

裂
す
る
の
を
恐
れ
た
」
と
い
わ
れ
る
。

北
海
評
論
同
右

奥
田
前
掲
書
官
・

ω-
∞

二
八
年
十
二
月
の
社
会
進
党
連
大
会
で
は
、
知
事
選
挙
に
つ
い
て
、

一
部
代
議
長
か
ら
問
中
知
事
に
対
し
て
鋭
い
批
判
が
行
な
わ
れ
、
結
局

知
事
候
補
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
独
自
の
候
補
を
立
て
て
闘
う

こ
と
を
了
解
事
項
と
決
ι

足
し
て
い
た
。

制
左
右
阿
社
対
立
期
の
選
挙

社
会
党
の
左
右
分
裂
は
、
道
連
傘
下
の
地
方
支
部
に
も
か
な
り
深
刻
な
影

響
を
も
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
中
央
に
お
け
る
分
裂
と
統
一
に
際
し
て
、
道

連
レ
ベ
ル
は
ほ
と
ん
ど
時
差
を
お
か
ず
に
対
応
し
て
い
る
が
、
地
方
支
部
が

統
一
を
達
成
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
道
連

結
成
以
来
の
書
記
局
勤
務
で
、
自
ら
も
道
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た
こ
と

の
あ
る
N
堅
氏
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
風
土
か
ら
も
と

も
と
右
派
系
の
弱
い
と
こ
ろ
で
、
右
派
と
な
っ
た
支
部
、
あ
る
い
は
分
裂
を

被
っ
た
支
部
は
数
と
し
て
少
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
道
連
作
製
の
年
表

北法24(4・163)803

に
記
載
あ
る
約
二

O
支
部
1
1
統
一
大
会
を
も
っ
た
も
の
1
1
の
う
ち
、
四

分
の
三
は
年
を
越
し
、
三
カ
月
か
ら
六
カ
月
の
時
差
を
も
っ
て
統
一
を
達
成
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し
て
い
た
。

」
の
時
間
の
後
れ
は
、
左
右
分
裂
の
期
間

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
末
端
組
織
が
三
国
の
衆
議

院
遍
挙
と
、
三

O
年
の
道
会
議
員
選
挙
以
下

地
方
選
挙
を
し
の
ぎ
を
削
っ
て
戦
っ
た
、
そ

の
感
情
的
対
立
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ

っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
両
派
社
会
党
の
組
織
に

は
、
質
的
相
違
i

|
井
一
社
は
い
う
ま
で
も
な

く
労
働
組
合
が
中
心
勢
力
、
右
社
は
主
と
し

て
農
民
同
盟
を
中
心
と
す
る
農
村
勢
力
を
基

盤
と
し
て
い
た
ー
ー
も
あ
っ
た
。

両
派
社
会
党
の
選
挙
方
式
は
、
し
ば
し
ば

グ
顔
の
右
派
、
組
織
の
左
派
。
と
表
現
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
北
海
道
の
場
合
に
も
あ
る
租

度
あ
て
は
ま
っ
た
と
い
え
る
。
左
右
対
立
期

回
の
衆
議
院
選
挙
に
、
北
海
道
で
は
、
左

派
は
八
名
、
右
派
は
一
一
名
の
立
候
補
者
を

立
て
た
。
左
派
の
立
候
補
者
に
つ
い
て
も
、

衆
議
院
選
挙
で
は
、
参
議
院
選
挙
、
近
会
議

左右対立期の衆議院選挙

l立候補者|当選者
27 1 28 1 30 11 27 1 28 1 30 
右 l左|右|左|右|左右|左l右|左l右 l左

総 数 6 

立候補歴 21年 2 3 。3 O 3 D 3 O 3 。3 
22年 4 4 2 4 。4 4 3 

24年 5 5 2 5 。5 5 4 

27年 2 7 7 2 7 。7 5 6 

28年 D 7 5 8 2 8 。7 5 6 

30年 。7 8 5 8 O 7 5 6 

議員歴 21年 O 3 O 3 O 3 O 3 。3 D 3 
22年 。4 。4 4 。4 日 4 。3 
24年 。。 O 2 。。O O 。
27年 。7 。7 O 7 。7 D 5 D 6 
28年 。5 5 5 。5 5 5 

30年 。6 6 6 。6 4 6 

戦前派運動家 211 2 

職能別 労働組合 D O 2 。2 。 。 。
11是 業 D 3 3 。 D G 。
水産業 2 O 。G O 。。。。。。。
弁護士 。2 2 。2 D 2 。2 O 
木材業 O 。 O D O O 

得 票 率 ¥2村6¥9.0¥22伽が 5¥¥
得票率 右/左 I 11.0 ¥ 39.9 I 38.5 11 
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表 i



員
選
挙
に
比
べ
、
労
働
組
合
出
身
者
の
割
合
が
少
な
か
っ
た
が
、
右
派
立
候

補
者
に
は
労
働
組
合
出
身
者
一
名
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
農
業

関
係
者
は
、
右
派
立
候
格
者
一
一
名
中
五
名
を
占
め
た
が
、
左
派
候
補
者
に

は
わ
ず
か
一
名
含
ま
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
右
派
候
補
者
の
な
か
に

は
、
二
一
年
に
北
海
道
政
治
連
盟
で
立
候
補
し
た
も
の
二
名
、
二
二
年
以
降

農
民
協
同
党
か
ら
立
候
補
し
、
社
会
党
の
左
右
分
裂
に
よ
っ
て
右
派
社
会
党

に
く
ら
替
え
し
た
も
の
二
名
が
含
ま
れ
て
い
た
。

(5) 

三
聞
の
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
両
派
社
会
党
の
立
候
補
状
況
に
つ
い
て
、

そ
の
一
つ
の
顕
著
な
特
徴
は
、
左
派
立
候
補
者
八
名
中
七
名
は
、
一
二
回
連
続

立
候
補
し
て
お
り
、
か
っ
、
二
一
年
か
ら
の
連
続
立
候
補
者
三
名
、
二
二
年

か
ら
の
連
続
立
候
補
者
四
名
で
あ
っ
た
が
、
右
派
立
候
補
者
一
一
名
中
、
約

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識調査

三
分
の
二
の
七
名
が
、
各
国
一
回
限
り
の
立
候
補
で
あ
っ
た
。
右
派
候
補
者

中
、
複
数
回
の
立
候
補
経
験
の
あ
る
も
の
四
名
は
、
み
な
他
党
か
ら
の
く
ら

替
え
組
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
左
右
対
立
期
の
三
回
に
新
た
に
立
候
補
し
、

当
選
し
た
左
派
議
員
も
数
は
少
な
く
、
一
一
名
1

1
立
候
補
は
三
名

i
ー
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
当
時
、
左
派
の
立
候
補
者
、
議
員
は
常
連
化
し
て
い
た
と

い
え
た
(
表
1
V

得
票
の
点
で
は
、
右
派
社
会
党
の
得
票
は
左
派
社
会
党
票
の
約
四
割
程
度

で
あ
っ
た
。
得
票
の
増
加
率
か
ら
云
え
ば
、
三
回
の
選
挙
に
お
け
る
右
派
直
前

の
伸
張
は
著
し
い
が
、
そ
れ
も
前
農
協
党
立
候
補
者
の
く
ら
替
え
に
よ
る
と

こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
、
社
会
党
全
体
の
得
票
の
増
加

に
資
す
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

三

O
年
の
道
会
議
員
選
挙
で
は
、
衆
議
院
選
挙
で
み
ら
れ
た
い
く
つ
か
の

特
徴
が
一
層
拡
大
し
た
形
で
現
わ
れ
て
い
た
(
表
2
V
左
右
両
派
社
会
党
の

30年道会議員選挙

i立千当i立子当
総 数 [ 22[ 10[ 36[ 26 

立候補 22年
26年 51 161 14 

30年 51 20i 12 

議員歴 戦前 。
22年 6 4 6 6 

26年 9 51 12 12 

30年 10 51 26 14 

前政党所属

農協党 4 2 
無所属 。 。

戦前派運動家| 2 

労働吋係¥ 1~\ 
農業関係 12 91 51 3 

表2立
候
補
者
そ
れ
ぞ
れ
三
六
名
と
二
二
名
に
つ
き
、
労
働
組
合
出
身
者
と
農
業

関
係
者
と
の
割
合
は
左
右
逆
の
対
照
を
な
し
て
い
た
。
戦
前
の
社
会
運
動
関

係
者
四
名
は
す
べ
て
左
派
社
会
党
、
戦
後
の
農
協
党
関
係
者
五
名
中
四
名
が

右
派
社
会
党
で
あ
っ
た
。
新
前
別
に
み
る
と
、
右
派
の
前
回
立
候
補
者
九
名

中
に
労
働
組
合
出
身
者
は
含
ま
れ
ず
、
六
名
が
農
業
関
係
で
あ
っ
た
の
に
対

北法24(4・165)805



し
、
他
方
、
左
派
の
新
立
候
補
者
二

O
名
中
に
農
業
関
係
者
が
含
ま
れ
ず
、

研究ノート

半
数
一

O
名
が
労
働
組
合
出
身
者
で
あ
っ
た
。
当
選
者
に
つ
い
て
も
、
右
派

合
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い

社
会
党
で
は
そ
の
九
割
が
農
業
関
係
、
左
派
社
会
党
は
そ
の
半
数
が
労
働
組

た
。
新
人
議
員
、
前
議
員
の
割

合
は
、
左
右
両
社
と
も
、
ほ
ぼ
同

中
小
の
五
割
で
あ
る
が
、
右
社
の

前
議
員
五
名
は
す
べ
て
農
業
関

係
、
左
社
の
前
議
員
一
一
一
名
中

一
分
の
二
の
八
名
は
労
働
組
合

出
身
者
で
あ
っ
た
(
表
3
)。

新市J別一一道会議員選挙

立候補者|前回立候補|新人候補
右|左右 1左

総 数| 91161~ 

9i121 
5 I 14 5 1 12 

労・

重l農 6 I 0 

総当選者計[前議1員[新人議員
5 1 12 1 5 1 14 

E 受1 ~ 1 ~ 1 ~ I 5 

表3

選
挙
に
お
け
る
左
右
両
派
社
会
党
勢
力
の
全
国
、
全
道
の
比
較
を
み
る
と

得
票
中
半
、
増
加
率
に
お
い
て
丁
度
逆
の
対
照
を
な
し
て
お
り
、
北
海
道
に
お

い
て
は
、
左
派
が
強
く
右
派
が
弱
少
で
あ
っ
た
(
表
4
)。
当
時
、
「
道
内
の

党
員
は
、
左
任
千
四
百
三

O
名
、
右
派
五
百
程
度
、
ま
た
、
左
社
の
勢
力
は

道
議
二
十
七
名
、
市
議
六
十
七
名
、
町
議
五
十
七
名
、
村
議
十
一
二
名
、
右
は

道
議
十
一
名
、
市
町
村
議
八
名
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
統
一
に

際
し
て
の
問
題
の
焦
点
は
、
右
社
、
左
社
の
不
均
衡
な
勢
力
を
い
か
に
対
等

合
同
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
勢
力
の
弱
い
右
打
で

左右両社勢力の全国・全道比較

14> 213iJ7 衆 1 ~ 2~8 衆 1 3D 衆 130県道議
全国 1全 i首全国 l全治令国 l全道全国|全道

立候補

左 i91771 7(1411lm(101i 1Ml 1111191l 右 109(8.8) 21 4.01( 117(( 1.4 5(11.4)1 122(12.0 5110.6 22111.1 
当選者

6(27.2))i1233((811))1|260(( 28.0) 
57(12.2 O( 0 ) 66(14.2) 114.5 67114.3 1( 4.5)1 167( 7.2)1 10(10.8) 

得票率
22.1 

11.6 22 13.5 9.0 13.9 10.2 8.3 11.6 
得票比右/左1 120.8 1 103.1 1 399 1 38.5 1 52.3 

表4

は
、
「
脱
落
者
を
出
さ
な
い
対

北法24(4・166)806

等
合
同
」
の
方
針
を
決
定
し
な

が
ら
も
、
倍
以
上
の
勢
力
を
も

ち
、
し
か
も
労
働
組
合
と
の
つ

な
が
り
の
強
い
左
社
に
対
し

右
社
は
わ
ず
か
に
農
民
同
盟
を

組
織
的
基
盤
と
す
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
右
社
は
、
統
一
に
際

し
て
は
、
農
村
議
員
の
入
党
勧

誘
な
ど
合
同
前
の
党
勢
拡
張
に

努
力
を
つ
づ
け
、
他
方
、
左
社

道
連
は
「
力
の
合
併
は
し
な
い
」

と
名
よ
り
突
を
と
る
主
義
で
の

ぞ
み
、
微
妙
な
工
作
と
か
け
引

き
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
三

O

年
一
一
月
の
両
派
社
会
党
道
連

統
一
大
会
で
は
、
議
長
田
に
両

派
同
数
の
二
名
づ
つ
を
選
出

し
、
統
一

dE一
一
一
同
を
行
な
っ
た
後
、



新
役
員
に
は
、
委
員
長
に
右
派
の
高
野
源
蔵
、
書
記
長
に
は
、
左
派
で
北
教

組
出
身
の
中
野
定
敏
を
選
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

〆戸、〆、

2 1 
¥J¥J 

「
道
内
年
表
』
社
会
党
道
木
部
二

O
年
史
編
集
委
員
会

奥
田
前
掲
書
句
史
。

社
会
党
分
裂
期
の
手
稲
支
部

ゥ，

社
会
党
手
稲
支
部
は
、
そ
の
活
動
が
も
っ
ぱ
ら
選
挙
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、

「
誰
が
支
部
に
加
わ
っ
て
い
た
か
」
の
記
憶
も
、
選
挙
と
い
う
出
来
事
と
の

関
連
で
想
い
山
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
二
六
年
と
三

O
年
の
町
会
議
員
選
挙
を

(5) 

は
さ
ん
で
、
当
該
時
期
の
支
部
党
員
数
1
1
「
党
員
」
と
「
支
部
に
加
わ
っ

て
い
た
人
」
と
の
区
別
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
の
で
後
者
を
前
者

と
読
む

i
に
つ
い
て
問
う
と
、
最
小
の
ム
ハ
名
か
ら
最
大
の
一

O
名
と
い
う

回
答
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
被
面
接
者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
「
支
部
の
構
成
員
」

と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
氏
名
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
合
成
す
る
と
、

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調査

二
六
年
に
は
一
二
名
、
三

O
年
に
は
一
五
名
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
『
党
員
』

の
内
訳
け
は
、
表
1
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
際
立
っ
た

て
こ
の
例
外
を
除
、
き
、

特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
全
体
の
一
八
名
に
つ
き
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
手
稲
生
れ
か
、
あ
る
い
は
戦
前
か
ら
の
手
稲
居
住
者
で

あ
る
。
ま
た
、
年
齢
は
、
若
く
て
一
二

O
代
後
半
以
上
、
昭
和
生
れ
は
一
名
も

お
ら
ず
、
高
年
齢
層
が
多
い
。
恐
ら
く
は
、
こ
れ
ら
と
関
連
す
る
が
、
以
前

に
も
以
後
に
も
町
(
村
〉
会
議
員
選
挙
へ
の
立
候
補
経
験
の
な
い
も
の
は
、

一
八
名
中
三
名
に
す
ぎ
な
い
。
職
業
歴
か
ら
み
る
と
、
一
五
鉱
山
関
係
と
国
鉄

関
係
者
の
多
い
の
が
日
立
つ
。
労
働
組
合
関
係
者
七
名
中
、
鉱
山
関
係
が
一
一
一

名
、
国
鉄
が
三
名
、
全
逓
が
一
名
で
あ
る
。
三

O
年
に
新
た
に
支
部
に
加
わ

っ
た
六
名
中
、
四
名
が
国
鉄
、
二
名
が
鉱
山
で
あ
る
。
し
か
し
、
鉱
山
や
国

欽
関
係
者
が
支
部
の
活
動
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
担
う
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
時
に
は
積
極
的
な
活
動
を
す
る
北
教
組
や
道
庁
職
組

の
関
係
者
は
一
名
も
加
わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
書
記

長
の

N
清
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
党
の
組
織
上
、
職
域
支
部
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
道
庁
、
国
鉄
、
北
教
組

は
そ
れ
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
地
方
支
部
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
肌
が
合
わ

な
い
の
だ
。
た
だ
、
国
鉄
や
全
逓
は
、
駅
と
か
郵
便
局
と
か
と
し
て
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
若
干
名
が
手
稲
支
部
に
も
加
わ
っ
て
い

た。」社
会
党
手
稲
支
部
は
、
「
支
部
構
成
員
」
の
内
容
か
ら
み
る
限
り
、
手
稲
と

い
う
狭
い
地
域
を
活
動
領
域
と
す
る
町
会
議
員
集
団
の
性
格
が
強
か
っ
た
。

道
連
レ
ベ
ル
で
の
活
動
歴
を
も
つ
の
は
、
書
記
長
の

N
清
氏
た
だ
一
名
で
あ

っ
た
。

N
清
氏
は
、

一
六
名
中
の
最
年
少
で
、
手
稲
に
お
け
る
数
少
な
い

北法24(4・167)807
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表1 社会党手稲支部構成員

年 126~30年 1 30 年 13聞新)I 言十
総 数 12 9 15 6 18 

年令(生年)(不明〉 (1) (1) (1) 

M20代 4 3 4 5 

M30代 。 O 

M40~T 4代 5 3 5 2 7 

T 5~15代 3 3 4 4 

手稲在住〈不明) (2) (2) (2) 

手稲生れ 3 3 4 4 

戦前から 8 5 8 3 11 

戦 後 O 

験 業

農 業 2 2 3 

鉱山(元) 4 3 5(1)※ 2 6(1)※ 

運搬業

商 業

国鉄(元〉 O 4 4 5 

郵便局

その他 2 2 2 2 

所属団体

労働組合 4 2 4 3 7 

挽馬組合 2 O 2 

設立時関係者 8 5 5 O 7 

村(町)会議員選挙

22 年立候補
4 3 3 O 4 

当選 4 3 3 O 4 

26 年立候補
5(3) 7(5) 6但) O 7(5) 

当選 5(3) 5(3) 5(3) O 5(3) 

30 
年立候補 4(3) 4(3) 8(7) 4(4) 8(7) 

当選 3(3) 3(3) 7(7) 4(4) 7(7) 

( )※元鉱山で後に農業

( )内は社公認，但し， 30年は当選後党籍もつ。

北法24(4・168)808



「
一
中
山
」
と
し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
、
自
身
も
将
来
の
政
治
経
歴
に
ト
八
い
な

る
抱
負
を
抱
い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
道
速
に
お
け
る
左
右

分
裂
に
際
し
て
、
手
稲
支
部
が
と
る
対
応
は
、
恐
ら
く
は
、
当
時
、
近
速
青

年
部
の
常
任
委
員
で
あ
っ
た

N
清
氏
自
身
の
去
就
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
彼
は
、
「
手
稲
は
支
部
と
し
て
左
派
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

し
か
し
、
左
右
の
分
裂
は
、
選
挙
の
末
端
組
織
と
し
て
、
手
稲
支
部
に
も

影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
も
っ
と
も
、
組
織
割
り
や
地
域
対
り
と

し
て
上
か
ら
の
後
援
依
頼
で
も
な
け
れ
ば
、
町
会
議
員
選
挙
以
外
に
関
心
を

も
つ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
、
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
個
人
的

(5) 

な
連
り
で
二
八
年
衆
議
院
選
挙
、
三
一

O
年
道
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
右
派
社

会
党
候
補
、
斎
藤
正
志
を
推
す
人
々
が
あ
っ
た
。

K
栄
氏
で
あ
る
。
彼
は
、

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識調丘

縮
少
時
の
手
稲
鉱
山
労
働
組
合
委
は
長
め
経
歴
に
よ
っ
て
結
成
時
か
ら
支
部

に
加
わ
り
、
こ
の
時
期
に
は
金
山
地
区
か
ら
山
生
地
の
山
口
l
l

子
稲
町
内

の
農
業
地
区

i
へ
反
り
、
農
業
に
転
職
し
て
い
た
。
彼
は
、
後
年
、

N
消

氏
の
町
会
議
員
立
候
補
以
降
、
町
政
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
而
で

N
治
氏

と
の
間
に
意
見
の
対
立
を
み
る
の
で
あ
る
。

K
栄
氏
は
、
斎
藤
正
志
と
の
つ

な
が
り
か
ら
、
お
派
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
自
身
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
私
は
極
端
は
嫌
い
だ
か
ら
右
だ
。

労
働
組
合
の
岩
い
や
つ
は
左
だ
υ

ら
は
、
政
治
は
や
っ
た
こ
と

な
い
か
ら
、
何
で
も
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。
左
は
、

N

清
、
北
教
組
、
全
逓
、
凶
労

だ
っ
た
。
」

手
稲
町
に
お
け
る
お
社
勢

カ
は
、
厳
密
な
算
定
は
不
可

能
で
あ
る
が
、
衆
議
院
選
挙

に
お
け
る
得
票
を
通
し
て
み

る
と
、
社
会
党
得
票
に
占
め

る
右
派
得
票
の
割
介
は
、
北

海
道
平
均
の
一
刻
か
ら
一
一
一
刈

弱
に
比
べ
、
常
に
低
い
(
表

2
)。
し
か
も
、
そ
の
右
れ

百
日
訟
の
大
部
分
は
、
斎
藤
正
志

の
倒
人
票
と
も
い
え
た
。
斎

藤
が
立
候
補
し
た
二
八
年
衆

議
院
選
挙
に
お
け
る
広
社
得

4波

票
は
、
前
同
比
三
倍
強
に
犠

27年 ! 万年 30年 I 33年

1司王耳石王両'I':JI1I'f五lEF示

五三石戸j派勢力の全j邑・手稲比較

一衆議院選挙一

表2

52.5 

Jt法24(4・169)809

113.5 

46.9 
左

右

得 Eq. 比布/左

得票前同比 !r: 

つti

禁干専
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加
し
、
立
候
補
を
と
り
や
め
た
次
回
の
コ
一

O
年

に
は
、
前
凶
比

0
・
=
一
七
に
減
少
し
て
い
た
。

ま
た
、
道
会
議
員
選
挙
で
は
、
斎
藤
は
三

O
年

に
右
派
任
会
党
で
立
ち
、
前
問
よ
り
も
一
一
一
二

禁
域
加
さ
せ
た
が
、
三
四
年
、
以
前
左
派
系
で

あ
っ
た
候
補
者
と
争
う
と
、
前
回
よ
り
一
八
四

票
減
じ
て
い
た
(
表
3
)。
こ
の
矯
加
減
少
分

は
、
二
七
、
三

O
年
の
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る

ふ
れ
社
得
票
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
と
み
れ
た
か
ら
で

あ
る
。三
O
年
、
手
稲
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
定

員
二
二
名
に
対
し
て
三

O
名
の
立
候
補
者
が
あ

表3

っ
た
(
表
4
)。
そ
の
う
ち
、
社
会
党
系
と
み
ら
れ
る
候
補
者
は
八
名
い
た

が
、
こ
の
時
は
、
令
)
口
貝
「
無
所
属
」
で
立
ち
、
選
挙
後
、
当
選
者
七
名
が
党

絡
を
も
っ
た
。
部
落
代
表
の
性
格
が
強
い
町
会
議
員
選
挙
で
は
、
得
票
や
得

票
順
位
、
が
何
を
指
す
指
標
と
な
る
か
明
白
で
は
な
い
が
、
七
名
の
順
位
は
、

五
、
六
、
一
五
、
一
八
、
一
九
、
二

O
、
二
二
位
で
、
下
位
当
選
考
が
多
か
っ
た
。

先
き
の

K
栄
氏
は
、
前
倒
の
金
山
地
区
に
か
え
て
、
こ
の
時
は
山
生
地
の
山

口
か
ら
立
っ
た
が
、
前
回
よ
り
も
得
票
を
減
少
さ
せ
て
い
た
(
表
5
V
も
ち

町村議選挙一分:道・手稲比較

h子 jJA|6手稲全 30 34 
J内|手 稲|令: 所|手 前官

立候補

干上 左
152( 2.0) 5(16.7) 

94( 1. 8) 
7(23.3) 167( 4.0) 4(12.51 

右 3(0.05) 

無- 6，622(89.4) 25(83.3) 4，885(95.6) 23(76.7) 3，884193.11 28(87.5) 

当選

者1: 左
76( 1.31 3(13.6) 

83(2.07) 
7(31.8) 133( 4.0) 3(13.6) 

右 3(0.071 

無 4，962(90‘9) 19(86.41 3，852(96.2) 15168.21 3，084(93.2) 19(86.4) 

得票率

社 左
2.5 15.0 

2.4 
23.2 4.5 

右 0.05 
無 88.7 85.0 94.9 76.8 91.3 87.1 

表4

北i'.t24C4・170)810

表5 K栄氏の得票

[3t日ι団 ιlJftヨ8iF; 
当|当|当落|当

1851220|151128| 川
84~851 2201 1501 1201 2 1O~ 

当落

得票

K栄氏の記憶:



ろ
ん
、
右
派
社
会
党
支
持
と
目
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
前
凶
と
の
条
件
の
違
い
に
含

ま
れ
る
諸
要
因
の
一
つ
に
週
き
ず
、
む
し

ろ
、
得
票
の
減
少
は
、
手
稲
鉱
山
の
閉
山
、

そ
し
て
、
金
山
か
ら
山
口
へ
の
転
居
が
大

b
d
く
作
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

K
栄
氏

什
身
は
、
「
白
分
の
票
は
、
鉱
山
関
係
と

山
口
と
半
々
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
農
村

(5) 

で
は
、
村
会
党
だ
と
粟
は
減
る
ん
だ
」
と

説
明
し
て
い
た
。
確
か
に
、
北
海
道
全
体

で
み
た
場
合
に
は
、
選
挙
の
レ
ベ
ル
が
下

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調子E

へ
下
る
に
し
た
が
い
、
社
会
党
の
勢
力
は

減
少
し
、
か
っ
、
右
派
社
会
党
が
市
町
村

会
議
民
に
山
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
(
表

社
会
党
道
連
の
左
布
分
裂
劇
の
な
か
で
、
手
稲
支
部
に
ま
つ
わ
る
山
米
事

右

1 (5) 

10(22)i 

5(13)1 

3 (3)' 

選挙における両派沼会党の勢カ斗昭和30年全道

席|左: I 
6 (刊
26(36)1 

58(73)1 
~ 83(94) 

|議

10.21 

11.61 
1.01 
U.05 

右

26.51 

22.1
1 

10.11 
2.4 

左:

表6

)
一
院
員
口
貝
け
は

%
一

i

i
議

rs、
一

ヨ

時

当

ぽ

B

一

率

一

議

会

一
面
示
一
会
会
村

一
得
一
衆
迫
市
町

が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
田
中
知
事
の
高
野
応
援
に
対
す
る
統
制
山
題

で
、
奥
田
二
郎
氏
の
『
道
政
風
雲
録
)
に
次
の
一
記
述
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
道
連
手
稲
支
部
か
ら
知
事
の
処
分
を
統

制
委
員
会
に
要
請
し
て
き
た
が
、
同
地
が
退
職
組
の
多
い
と
こ
ろ
だ
け
に
、

知
事
の
窓
を
含
み
先
手
を
打
っ
て
、
除
名
に
す
る
な
ら
な
っ
て
も
い
い
、
ど

う
せ
川
来
っ
こ
は
な
い
と
い
っ
た
先
を
見
越
し
た
手
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

た。」確
か
に
、
手
稲
に
は
道
庁
の
職
員
宿
舎
が
あ
り
、
同
地
賠
住
者
に
は
道
庁

職
組
の
幹
部
級
が
数
名
い
た
か
ら
、
右
の
よ
う
な
解
釈
の
生
ま
れ
る
余
地
は

あ
り
え
た
。
し
か
し
、
任
会
党
手
稲
支
部
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
き
わ
め
て

〈
地
方
主
義
〉
の
強
い
閉
鋲
的
な
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
「
ヨ
ソ
者
」
で
か
つ

職
場
を
札
悦
と
す
る
泣
庁
職
員
は
支
部
に
は
加
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
回
小
知
事
処
分
の
要
請
は
、
加
の
事
情
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
、
手
稲
選
山
の
代
議
員
、
か
つ
道
連
青
年
部
の
常
任
委
員
で
あ
っ
た
、

N
清
氏
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
く
れ
た
。

「
問
中
敏
文
の
高
野
、
倣
蔵
応
援
で
は
、
青
年
部
の
井
野
、
塚
本
も
だ
い
ぶ

怒
っ
て
い
た
。
荒
営
委
員
長
の
当
時
で
、
地
方
委
員
会
が
選
挙
の
総
括
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
青
年
部
で
除
名
決
議
を
川
す
こ
と
を
決
め

た
。
と
こ
ろ
が
前
夜
、
こ
の
計
画
、
か
パ
レ
て
し
ま
っ
た
。
単
産
は
い
ろ
い
ろ

北;1二24(4・171)811

な
関
係
か
ら
抑
え
に
か
か
り
、
そ
れ
で
自
分
が
一
番
さ
し
さ
わ
り
が
な
い
か

ら
、
お
前
が
決
議
案
を
出
せ
と
い
う
こ
と
で
や
っ
た
。
書
記
長
の
中
野
に

は
、
撤
回
せ
よ
と
一
晩
ね
ば
ら
れ
た
o
」
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/町、

¥J  

奥
田
前
掲
許
可
・
ω
O

∞

支
部
長
の
交
代

川

w

二
名
の
松
郎

三
O
年
か
ら
三
四
年
の
時
期
、
託
会
党
手
稲
支
部
で
は
、
明
治
二
五
年
生

れ
の

T
良
氏
か
ら
大
庄
一
一
年
つ
れ
の
N
清
氏
に
支
部
長
が
か
わ
り
、
八
世

代
の
交
代
〉
と
い
っ
た
現
象
が
現
わ
れ
て
い
た
。

T
良
氏
が
社
会
党
手
稲
支
J

却
の
初
代
支
部
長
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

思
想
的
な
理
由
を
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
「
正
木

清
と
挽
馬
組
合
の
川
業
の
述
り
」
が
述
べ
ら
れ
、
「
村
会
議
員
だ
っ
た
の
で

-
:
・
あ
ま
り
特
別
な
理
由
は
な
い
」
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
恐

ら
く
、
手
稲
支
部
設
な
の
は
帆
総
と
関
連
す
る
。
支
部
の
「
結
成
大
会
」
に
オ

ル
グ
と
し
て
加
っ
た
と
い
わ
れ
る
近
述
書
記
局
、

N
隊
一
一
氏
に
よ
る
と
、
こ
の

「
結
成
大
会
」
は
、
山
小
〈
は
「
一
件
起
大
会
」
で
あ
っ
た
。
「
手
稲
支
部
は
、
人
閥
、

人
脈
で
で
ぎ
た
支
部
だ
。
正
木
、
挽
町
内
組
合
の
支
部
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。

当
初
は
大
支
部
制
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
手
稲
だ
け
で
な
く
、
石
狩
、
琴
似

の
人
も
加
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
正
木
後
援
会
の
支
部
で
あ
っ
た
が
、

つ
ぶ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
ん
皮
は
、
手
稲
だ
け
の
支
部
を
作
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
や
は
り
、
正
木
後
援
会
の
人
が
実
質
中
心
と
な
り
、
街
場
の
入
、

国
鉄
や
鉱
山
の
人
が
一
部
加
わ
る
。
お
寺
で
再
建
大
会
を
開
き
、
四
、
五

O

名
い
た
o
N
消
は
、
こ
の
再
建
大
会
か
ら
入
っ
た
。
」

こ
の
時
、
手
稲
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
「
問
中
道
政
と
の
パ
イ
プ
を
つ

け
る
た
め
」
村
長
か
ら
支
部
結
成
へ
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。
村
長
は
、
「

m

中
に
『
社
会
党
の
支
部
長
だ
』
と
訊
を
下
げ
て
ゆ
く
つ
も
り
」
か
、
「
村
な
り

町
な
り
が
凶
に
陳
情
す
る
際
、
正
木
に
紹
介
議
員
の
一
人
に
な
っ
て
も
ら
う

つ
も
り
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

T
良
氏
は
、
昭
和
一
六
年
か
ら
馬
車

追
い
組
介
の
手
稲
支
部
長
で
あ
っ
た
し
、
他
方
、
戦
時
中
の
商
業
組
合
を
、
必

じ
て
「
村
長
と
も
懇
窓
で
あ
っ
た
」
関
係
で
、
こ
の
両
者
の
川
町
介
役
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
手
稲
支
部
の
結
成
は
T
良
氏
を
小
心
に
進
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、

T
良
氏
の
支
部
長
は
、
恐
ら
く
、
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
村
(
町
)
議
会
議
員
選
挙
で
、
社
会
党
公
A

必
候
補
の

申
請
を
行
な
う
際
に
は
支
部
長
と
し
て
の

T
良
氏
の
名
義
が
使
わ
れ
た
が
、

彼
が
手
稲
支
部
代
議
員
と
し
て
道
連
の
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
選
挙
の
際
に
は
、
「
並
木
衆
』
と
し
て
、
挽
馬
組
合
員
、
か
税
飯
的

に
働
い
た
が
、
支
部
憐
成
員
と
篠
認
さ
れ
た
挽
馬
組
合
関
係
者
は
こ
名
に

一
度

す
ぎ
ず
、
「
党
籍
を
も
っ
て
い
た
の
は
T
良
氏
た
だ
一
人
」

(
N
清
)
で
あ
っ

た。

T
良
氏
自
身
に
と
っ
て
、
社
会
党
手
稲
支
部
は
、
正
木
後
援
会
の
別
名

に
す
、
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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「
支
部
は
、
正
木
さ
ん
を
尻
押
し
す
る
た
め
に
で
き
た
。
・
・
:
正
木
さ
ん

と
の
つ
な
が
り
で
、
衆
議
院
選
挙
で
は
託
会
党
を
支
持
し
た
が
、
だ
け
ど
、

町
村
で
は
党
派
は
な
か
っ
た
。
」

N
清
氏
は
、
大
正
一
一
年
一
月
の
手
稲
生
れ
で
、
『
支
部
設
立
関
係
者
三

六
名
中
で
は
、
最
年
少
で
あ
っ
た
。
彼
の
父
は
、
大
正
二
年
滋
賀
県
よ
り
手

稲
に
移
住
し
、
市
街
地
の
軽
川
で
呉
服
商
を
常
ん
で
い
た
。
「
手
稲
町
誌
』
に

(5) 

は
、
「
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
初
期
あ
た
り
ま
で
屋
号
を
も
っ
た
広
一
九
軒
」

が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
軒
が
呉
服
反
物
の
⑧
N
古
間
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
九
軒
の
な
か
に
は
、
進
開
会
メ
ン
バ
ー
一

O
名
の
う
ち
七
名
か
含
ま

れ
て
い
た
。

N
清
氏
の
義
父
の
出
も
そ
の
な
か
の
一
軒
と
し
て
記
録
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
義
父
は
、
進
昭
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
か
っ
、
戦
前
か
ら
の
村

札幌市郊外地区L手稲〉の政治意識調査

会
議
員
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
環
境
か
ら
す
る
と
、
も
し
一

O
年
早
く
生
ま
れ

て
い
た
な
ら
、
あ
る
い
は
、

N
清
氏
も
ま
た
、
凡
頭
会
や
進
昭
会
の
一
日
間
と

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
党
手
稲
支
部
構
成
員
の
な
か
で
は
、
彼

一
人
だ
け
が
、
進
昭
会
、
凡
頭
会
の
存
在
、
会
員
の
氏
名
と
職
業
、
ま
た
、

会
の
設
立
か
ら
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
た
か
ら
で
あ
る
。

N
清
民
は
、
昭
和
一
四
年
三
月
に
北
海
、
道
庁
立
札
幌
第
一
中
学
校
を
卒
業

す
る
。
そ
の
後
、
二
一
年
秋
に
家
業
に
つ
く
ま
で
、
五
度
転
職
し
て
い
た
。

戦
前
の
手
稲
で
は
、
「
一
中
」
に
行
く
の
は
各
期
二

l
一
二
名
で
あ
っ
た
か
ら
、

将
来
を
期
待
さ
れ
た
有
為
の
「
秀
才
」
青
年
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
か
つ

て
は
M
早
村
長
も
試
み
た
が
失
敗
し
、
凡
一
以
会
員
の
な
か
で
は
、
戦
後
二
二

年
に
な
っ
て
か
ら
会
員
と
な
っ
た
、
商
家
の
二
代
日
、

M
武
氏
だ
け
が
「
一

中
山
」
で
あ
っ
た
。
六
期
先
輩
に
あ
た
る

M
武
氏
は
、

N
清
氏
を
「
将
来
性

の
あ
る
人
」
と
み
て
い
た
。

戦
後
当
初
の
頃
、

N
清
氏
は
、
い
ろ
い
ろ
な
組
織
活
動
の
一
発
起
人
と
な
っ

た
。
「
大
正
末
、
昭
和
J

例
年
生
れ
で
当
時
二
五
才
以
下
の
宥
い
人
の
集
ま
り
」

で
あ
る
『
手
稲
青
年
連
盟
』
の
会
長
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
「
村
政
の
問
題
に
も
発
一
一
け
し
た
が
、
あ
ま
り
章
一
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
」
と

い
わ
れ
る
。
一
九
年
四
月
か
ら
一
一
一
年
四
月
ま
で
の
二
年
間
、
手
稲
村
役
場

の
吏
員
で
あ
っ
た
当
時
、

N
庄
市
氏
が
中
心
に
な
っ
て
職
員
組
合
を
作
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
す
ぐ
役
場
を
や
め
、
北
良
手
稲
工
場
に
半
年
勤
務
し
た

後
、
家
業
に
つ
い
た
。
二
三
年
に
は
、
「
食
料
の
市
民
管
理
」
や
「
隠
匿
物
資

の
摘
発
」
な
ど
を
か
か
げ
た
乙
民
主
尚
工
会
「
出
を
作
る
運
動
に
加
わ
り
、
「
い

わ
ば
そ
の
会
を
乗
っ
取
り
」
、
『
手
稲
商
工
会
長
一
一
と
な
る
。
ぺ
手
稲
村
報
』
の

創
刊
号
(
二
四
年
一
二
月
一

on)
に
は
、
「
手
稲
荷
工
会
長
N
清
」
の
記

(
3
)
 

録
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
手
稲
町
誌
己
に
よ
れ
ば
、
「
手
稲
向
工
会
、
昭
和
二

四
年
二
月
設
立
、
会
長
松
井
信
吉
」
と
な
っ
て
お
り
、

N
清
会
長
の
記
録
は

な
い
。
こ
こ
か
ら
、
後
年
、

M
早
村
長
は
、
「
N
清
は
、
発
起
人
ぐ
ら
い
に
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し
か
な
れ
な
い
人
」
と
酷
評
す
る
こ
と
に
な
る
。

N
清
氏
の
当
時
の
活
動
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
年
代
の

K
十
字
氏
は
、
次
の
よ

う
な
批
評
を
し
て
い
た
。

「
い
い
問
、
わ
る
い
出
、
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
ま
も
な
く
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の

発
起
人
に
な
っ
た
の
は
N
清
だ
っ
た
。
彼
は
ハ
先
き
が
き
い
て
、
次
の
活
動

を
な
に
や
る
か
、
ボ
ン
ボ
ン
川
し
て
ゆ
く
。
青
年
聞
を
作
っ
た
の
も
彼
で
あ

る
。
し
か
し
、
自
分
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
で
追
い
山
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
先
き
が
き
く
だ
け
に
、
彼
に
云
わ
せ
れ
ば
『
連
中
は

ボ
ン
ク
ラ
だ
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
先
き
走
り
を
す
る
か
ら
そ

れ
に
つ
い
て
ゆ
け
な
い
。
人
間
的
に
と
け
こ
め
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

彼
は
小
利
口
に
知
り
す
ぎ
る
。
自
分
の
信
念
的
な
も
の
で
な
く
、
常
に
流
動

し
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
」

N
清
氏
が
社
会
党
と
関
係
を
も
っ
た
の
は
、
青
年
団
の
活
動
を
通
じ
て
の

個
人
的
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
二

i
二
年
頃
、
手
稲
鉱
山
の
閉

山
闘
争
を
、
正
木
民
間
、
鈴
木
洲
市
一
、
村
J
白
が
中
心
に
な
っ
て
指
導
し
て
い

た
。
こ
の
崎
、
労
組
の

S
力
に
さ
そ
わ
れ
、
豆
百
年
連
盟
』
で
激
励
に
い
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
そ
の
刷
じ
S
カ
氏
に
誘
わ
れ
、
「
風
呂
に
で
も
ゆ
く
つ

も
り
」
で
、
社
会
党
手
稲
支
部
設
立
大
会
に
川
席
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、

二
二
年
の
選
挙
当
時
は
、
自
由
党
の
衆
議
員
候
補
と
、
民
主
党
の
道
会
議
員

候
補
を
推
し
て
い
た
か
ら
、
彼
の
社
会
党
入
り
は
、
本
人
に
と
っ
て
さ
え
予

知
山
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
設
立
総
会
で
は
、
役
員
鈴
衡
委
員
の

一
人
に
選
ば
れ
、
「
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
」
と
し
て
書
一
記
長
に
な
る
の
で
あ

る。

N
清
氏
に
よ
る
支
部
設
立
の
理
由
に
関
す
る
説
明
は
、
凡
頭
会
員
の
説

明
と
ほ
ぼ
同
様
、
「
問
中
道
政
と
の
パ
イ
プ
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
村
長
の
意
向
が
、
何
回
か

T
良
氏
主
で
聞
か
れ
た
寸
準
備
会
ι
の
席

上
で
‘

N
清
氏
の
聞
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
‘
「
一

た
ん
川
来
れ
ば
そ
う
は
い
か
な
い
」
と
い
う
。

N
清
氏
は
、
支
部
設
立
後
に

お
け
る
自
分
の
位
医
を
、
「
や
と
わ
れ
マ
ダ
ム
が
買
い
と
っ
た
み
た
い
だ
」
と

述
べ
た
。
そ
の
後
、

N
清
氏
は
、
手
稲
支
部
の
代
議
口
貝
と
し
て
、
か
っ
、
道
連
の
代

議
員
と
し
て
社
会
党
の
令
‘
国
大
会
に
山
附
す
る
。
「
当
時
、
職
業
「
呉
川
順
庭
』

と
し
て
行
な
っ
た
の
は
め
ず
ら
し
か
っ
た
。
中
小
企
業
対
策
問
題
で
激
論
し

た
記
憶
が
あ
る
」
と
い
う
。
ま
た
、
「
二
五
年
一

O
月
の
社
会
党
迫
連
大
会

l
i
登
別
で
ひ
ら
か
れ
た
ー
ー
で
は
、
執
行
委
員
に
選
ば
れ
る
。
こ
の
崎
、

府
で
、
正
木
、
鈴
木
源
重
と
同
室
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

N
清
氏
が
道
連
の

執
行
委
員
に
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
書
記
局
の
N
欧
氏
は
、
「
当
時
は
、

旅
費
が
ほ
と
ん
ど
自
弁
だ
っ
た
か
ら
、
執
行
委
員
は
札
幌
、
石
狩
地
区
中
心

の
人
々
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
地
域
毎
に
ワ
夕
、
が
あ
っ
て
、
石
狩
か
ら
一
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人、

t
か
ら
一
人
と
、
選
ぶ
か
ら
:
・
:
」
と
説
明
し
て
い
た
。

(
1〉
(
2
)
 

(
3〉

前
一
樹
参
照
花
火
法
学
論
集
第
二
二
巻
四
号

『
手
稲
町
誌
』
昭
和
四
三
年
版

同
右
目
】
お
お

宅

5
2
1
5
8

(2) 

支
部
長
の
交
代

(5) 

社
会
党
手
稲
支
部
に
お
い
て
、
支
部
長
の
交
代
が
起
っ
た
時
期
に
関
し
て
、

被
面
接
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
・
な
っ
た
証
百
を
し
て
い
た
。
最
も
早
い
時
点
を

指
摘
す
る
も
の
は
、
「
コ
一

O
年
頃
」
と
い
い
、
最
も
遅
い
時
点
は
コ
二
八
年
正

木
が
死
ん
で
か
ら
」

l
l正
木
清
が
死
亡
し
た
の
は
三
六
年
四
月
で
あ
る
が
、

死
亡
後
初
の
衆
議
院
選
挙
は
三
八
年

i
と
い
わ
れ
た
。
当
の

T
良
氏
は
、

「
三
四
年
、
険
路
の
知
事
選
が
終
っ
て
か
ら
」
と
い
い
、

N
民
間
氏
は
、
「
三
四
年

町
議
選
を
期
に
」
と
述
べ
た
。
日
ア
い
時
点
を
述
べ
た
人
は
、
八
実
質
的
〉
な

交
代
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
一
一
一

O
年
か
そ
の
一
年
後
、

N
清
が

頭
を
も
た
げ
た
。

T
良
は
年
も
と
っ
て
い
た
。
当
時
は
、
支
部
長
と
い
っ
て

も
組
織
の
形
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
。
」

(
M
孝
氏
〉

交
代
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
年
齢
」
、
「
去
い
人
と
の
対
立
」
を
上
げ
る

人
が
多
か
っ
た
。
そ
の
対
立
点
に
は
こ
つ
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
町

政
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
当
の

T
良
氏
自
身
に
よ
る
説
間
切
で
あ
っ
た
。

コ
二
四
年
頃
、
知
事
選
挙
の
横
路
さ
ん
の
後
援
会
が
お
わ
っ
て
か
ら
や
め

札幌市郊外地反(手稲〉の政治意識調交

た
。
支
部
長
を
や
め
た
の
は
、
特
別
の
こ
と
は
な
い
が
町
長
に
対
す
る
反

対
を
な
だ
め
た
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
お
い
人
の
反
感
が
あ
っ
た
。
皆
は
町

長
に
反
対
せ
と
い
っ
た
が
、
村
の
一
発
展
を
考
え
れ
ば
協
力
す
る
の
が
よ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
町
長
の
や
っ
た
こ
と
に
も
お
か
し
な
こ
と
は
あ
勺
た
。
町
で
条

例
を
作
っ
て
、
工
場
誘
致
し
た
が
、
そ
れ
は
今
に
な
る
と
か
え
っ
て
損
に
な

っ
た
。
固
定
資
，
M

陀
税
と
か
町
の
負
担
が
あ
っ
た
か
ら
。
支
部
内
で
は
、
年

寄
り
と
若
い
人
と
の
対
立
が
あ
っ
た
。
お
い
人
は
、
こ
ち
ら
の
意
見
を
入
れ

な
い
で
や
る
か
ら
。
議
会
で
は
、
ま
あ
ま
あ
と
い
う
て
や
る
か
ら
、
町
長
は

う
ま
く
い
っ
た
の
だ
己

他
の
一
つ
は
、
選
挙
に
お
け
る
地
盤
割
り
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
恐
ら
く
は

選
挙
の
時
に
だ
け
支
部
の
活
動
に
加
わ
る

K
秀
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
支
部
で
決
め
た
立
て
割
り
の
人
を
推
さ
な
い
し
、

活
動
も
し
な
い
。

T 

良
は
、
支
部
決
定
に
、
オ
レ
は
そ
れ
で
は
こ
ま
る
で
、
と
い
い
、

N
清
は
そ

れ
で
か
ま
わ
な
い
と
い
う
。
」

T
良
民
の
離
党
に
つ
い
て
は
、
「
脱
党
」
で
は
な
く
、
「
身
を
引
く
」
と
か

「
隠
退
」
と
い
う
支
局
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
内
…
に
つ
い
て
、

N
清
氏

北i.t24C4・175)815

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
T
良
の
離
党
に
は
、
彼
の
息
子
の
社
会
党
嫌
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

年
齢
が
年
も
年
だ
し
、
支
持
者
、
親
せ
き
も
保
守
系
が
多
い
。
社
会
党
だ
と



い
う
こ
と
で
彼
に
投
票
す
る
人
は
少
な
い
。
社
会
党
支
持
者
は
む
し
ろ
来
い

候
補
者
に
投
ず
る
。
一
二
四
年
の
町
議
選
で
、

T
良
は
無
所
属
で
離
党
す
る
。

こ
の
選
挙
の
時
、
は
じ
め
、
党
は
彼
を
公
認
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
分
の
支

部
長
名
で
一
括
公
認
申
請
し
な
が
ら
、
向
分
は
無
所
属
で
で
る
と
い
う
奇
妙

な
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
な
ら
、
こ
ん
な
場
介
に
は
、
除
名
処
分
に
な
る

研究ノート

で
し
な
く
て
も
、
と
い
う
こ
と
で
・
・
:
。
」

が
、
そ
こ
が
地
方
支
部
の
よ
さ
、
長
年
一
緒
に
や
っ
て
き
た
も
の
を
除
名
ま

っι
内/』

一
票
憶

一

記
一

の

一

氏

一

良

一
得

T

事
実
に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
(
表
1

Y

T
良
氏
の
得
票
が
減
少
し

以
後
、

T
良
氏
は
、
「
直
木
が
死
ぬ
と
依
す
人

も
変
わ
り
、
無
所
属
か
保
守
を
推
す
」
よ
う
に
な

り
、
「
三
八
年
の
町
長
選
挙
で
は
~
M
円
十
後
援
会

の
副
会
長
」
に
な
る
。

T
良
氏
が
社
会
党
支
郊
長

を
や
め
た
結
果
に
つ
い
て
、
「
町
議
選
に
お
け
る

T
良
の
票
の
減
り
は
、
そ
れ
が
影
響
し
た
結
果
」

と
い
う
N
清
氏
の
解
釈
も
あ
っ
た
が
、

T
良
氏
自

身
は
「
社
会
党
で
な
く
、
無
所
鴎
の
方
が
よ
い
。
支

部
長
を
や
め
た
こ
と
は
ひ
び
か
な
か
っ
た
。
社
会

党
で
は
か
え
っ
て
人
に
嫌
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い

た
。
得
票
結
回
取
を
み
る
と
、

T
良
氏
の
一
円
の
方
が

ロ同
l

一
A
斗

7
1

ィ
ー
一
の
白

n
D

つL

つι
;;12;~! 
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14引
1471 

表1

た
の
は
、
支
部
長
を
や
め
る
以
前
の
三

O
年
町
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
で
あ

る
。
そ
し
て
、
三

O
年
頃
に
は
、

T
良
氏
の
選
挙
母
体
で
あ
る
拘
馬
組
合
が

消
滅
し
か
か
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
社
会
党
候
補
者
と
い
え

ど
も
、
町
会
議
員
選
挙
で
は
、
親
せ
き
、
胸
せ
き
、
地
区
葉
が
主
体
で
あ
る

か
ら
、
「
社
会
党
支
部
長
」
の
肩
書
き
に
よ
っ
て
総
得
で
き
る
票
は
非
常
に

限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

支
部
長
の
交
代
が
討
会
党
支
部
に
も
た
ら
し
た
彩
響
に
つ
い
て
は
、
「
N
清

が
支
部
長
に
な
る
と
ぬ
け
る
者
が
山
て
く
る
」
と
述
べ
た
人
が
あ
っ
た
。
こ

の
託
、
一
一
日
を
支
部
構
庶
民
の
名
簿
に
照
ら
し
て
み
る
限
り
、
こ
の
時
期
に
際
立

っ
た
変
化
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
一
説
」
n
を
述
べ
た
人
は
、

前
に
、
社
会
党
支
部
を
挽
馬
紹
介
と
の
述
り
で
み
て
い
た
M
孝
氏
で
あ
っ
た

か
ら
、
選
挙
時
に
積
極
的
に
活
動
す
る
「
正
木
衆
」
が
顔
を
山
さ
な
く
な
っ

た
事
実
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

N
出
同
氏
は
、
三
四
年
に
は
じ
め

て
町
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
、
第
六
位
で
当
選
し
た
。
日
刊
会
党
公
認
候
補
四

名
中
、
最
上
位
当
選
、
か
っ
、
最
年
少
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
手
稲
に
は
、
、
緩
や
か
な
任
会
的
変
化
、
が
起
り
は
じ
め
て
い
た

(凶
1
)。
戦
後
の
一
時
期
、
手
稲
鉱
山
の
縮
少
、
閉
山
に
よ
っ
て
大
幅
に
減

少
し
た
人
口
は
、
一
二

0
年
代
は
じ
め
に
は
、
急
激
な
社
会
増
を
み
せ
は
じ
め

た
。
同
時
に
、
産
業
別
構
成
に
お
い
て
も
、
第
一
次
産
業
と
第
三
次
産
業
の

北法24(4・176)816
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逆
転
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
大
規

模
事
業
所
が
町
内
へ
徐
々
に
進
出

を
は
じ
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
民
間
労
働
組
合

員
の
数
は
増
え
は
じ
め
た
が
、
他

方
、
こ
の
時
期
に
挽
馬
組
合
が
消

滅
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
社

会
的
変
化
は
、
選
挙
に
も
現
わ
れ
、

従
来
、
投
票
率
や
得
票
率
に
み
ら

れ
た
各
種
選
挙
聞
の
差
異
が
減
少

し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
総
じ
て

手
稲
は
、
大
都
市
札
幌
の
郊
外
地

域
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
ゆ
く

(図
2
)。
こ
の
間
、

一
つ
の
象
徴

的
な
出
来
事
は
、
衆
議
院
選
挙

区
の
社
会
党
候
補

|
i正
木
清
と

横
路
節
雄

l
lの
手
稲
に
お
け
る

得
票
に
逆
転
が
起
っ
た
こ
と
で
あ

っ
た
(
表
2
V
し
か
し
、
社
会
的

稲

I 2咋|岬 l昨 I28年 I30年 I33年|昨 I38年
社会党得票率 36.8 27.2， 34.8 48.1 45.6 52.5 53.0 56.9 
正 木 25.7 17 .5 17 .1 22.1 21.9 27.4 19.0 / 
機 路 / 7.1 13.5 12.5 19.2 25.2 22.8 24.9 

対社会党得票比

JE 木 69.7 64.3 49.1 45.9 48.0 52.1 35.9 / 
横 路 26.0 38.7 26.0 42.2 47.9 43.0 43.71 

挙一手選議衆表2

変
化
が
社
会
党
支
部
の
構
成
に
直
接
反
映
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
党
員
数
に
お
い
て
際
立
っ
た
増
減
が

北法24(4・178)818

あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
ま
た
、
構
成
に
お
い
て
目
立
つ
対
照
が
あ
っ
た

わ
け
で
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
表
3
Y

同
三
四
年
知
事
選
挙

三

0
年
代
前
半
に
は
、
北
海
道
の
社
会
党
に
も
、
大
き
な
一
つ
の
転
期
が

み
ら
れ
た
。
三
四
年
の
地
方
選
挙
で
、
過
去
一
一
一
年
間
の
「
社
会
党
王
国
北

海
道
」
が
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
知
事
に
は
、
自
民
党
公
認
の
町
村
金
五
候
補

が
、
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
長
年
の
宿
敵
、
社
会
党
公
認
の
横
路
節
雄
候
補

を
約
一
三
万
票
ひ
き
離
し
て
当
選
し
、
道
議
会
の
分
野
に
お
い
て
も
、
社
会

党
の
優
位
は
敗
れ
て
、
自
民
党
が
過
半
数
を
越
え
る
五

O
名
の
当
選
考
を
お

く
っ
た
の
で
あ
る
ο

年

月

自
民
党
~t 
海
j草
選
出
代
議
士
1ト
:c; 

Tl' 

来
る
知
事
選
挙
の

候
補
者
と
し
て
町
村
金
五
に
交
渉
を
開
始
し
て
か
ら
、
翌
三
三
年
七
月
一

O

日
の
立
候
補
受
諾
ま
で
の
期
間
は
、
自
民
党
に
と
っ
て
む
し
ろ
悲
観
的
な
予

想
が
強
か
っ
た
。

「
ど
ん
な
に
強
い
布
陣
を
敷
い
て
戦
う
に
し
ろ
、
田
中
知
事
が
過
去
二
一

年
間
に
わ
た
っ
て
築
い
た
社
会
党
の
牙
城
は
、
そ
う
か
ん
た
ん
に
陥
落
で
き

る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
も
し
、
か
り
に
、
知
事
選
挙
に
勝
っ
た
と
こ



表3 社会党手稲支部構成員

三7f j間選で脱退 三 111¥「11FTL:二二二二
在年生接面
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(匙)社会党当選



ろ
で
、
与
党
議
員
の
数
が
こ
れ
に
伴
わ
な
い
場
合
は
、
天
井
に
あ
げ
ら
れ
て

梯
子
を
と
ら
れ
る
形
に
な
る
。
:
:
・
現
状
か
ら
み
れ
ば
、
与
党
議
員
の
絶
対

過
半
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
ま
ず
困
難
で
あ
る
。
:
:
:
こ
れ
は
、
ま
さ
に
、

知
事
選
挙
と
同
様
至
難
な
問
題
で
あ
る
。
」

他
方
、
社
会
党
で
は
、
田
中
四
選
で
も
よ
い
と
安
易
に
考
え
て
い
た
。
町

村
が
出
馬
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
決
定
す
る
と
し
て
も
年

を
越
し
て
三
四
年
一
月
か
二
月
頃
と
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
七
月
一

O
日

の
町
村
立
候
補
決
定
に
は
大
い
に
慌
て
た
。
自
民
党
が
、
町
村
の
立
候
補
決

定
後
直
ち
に
、
全
道
遊
説
を
開
始
し
、
中
央
か
ら
岸
首
相
の
来
道
を
背
景
に
前

(5) 

哨
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
に
い
た
っ
て
、
社
会
党
は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
田
中

敏
文
の
再
出
馬
を
要
請
し
て
い
た
。
し
か
し
、
つ
い
に
、
健
康
上
の
理
由
で

札幌市郊外地区(手稲)の政治意識調査

受
諾
さ
れ
な
か
っ
た
。
転
じ
て
、
急
速
、
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
町
村
の
ラ

イ
バ
ル
、
横
路
に
白
羽
の
矢
を
立
て
、
「
本
人
の
意
向
も
関
か
ず
に
知
事
候

円

2
v

補
に
決
定
し
た
」
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
横
路
の
立
候
補
受
諾
が
な
か
な

か
得
ら
れ
ず
、
決
定
ま
で
四

O
日
の
日
時
が
な
が
れ
た
。
こ
の
受
諾
要
請
の

過
程
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
流
れ
、
ま
た
、
候
補
者
決
定
の
遅
延
は
、

社
会
党
に
不
利
な
予
想
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。

「
社
道
連
の
幹
部
は
、
横
路
が
立
て
ば
勝
利
は
疑
い
な
し
と
太
鼓
を
叩
い

て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
甘
い
独
り
よ
が
り
だ
。
田
中
で
す
ら
も
ど
う

か
と
推
測
さ
れ
る
こ
の
場
合
、
田
中
よ
り
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に
お
い
て
、
行

政
経
験
に
お
い
て
日
の
浅
い
横
路
、
そ
れ
に
社
党
左
派
の
代
表
的
選
手
で
あ

る
だ
け
に
風
当
り
の
強
い
横
路
に
、
果
し
て
勝
利
の
公
算
が
立
て
ら
れ
る
だ

《

3
〉

ろ
う
か
。
」

立
候
補
者
決
定
の
経
緯
は
、
後
に
、
社
会
党
の
敗
北
後
、
「
立
ち
お
く
れ
」

と
し
て
、
自
己
批
判
さ
れ
た
。

「
選
挙
体
制
を
固
め
る
た
め
の
大
切
な
時
間
の
空
費
は
、
・
:
・
自
民
党
が

知
事
候
補
を
早
急
に
決
め
得
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
甘
い
見
通
し
と
、
問
中

回
選
と
い
う
誤
算
が
社
会
党
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
誤
算
は
大
衆
討

議
の
発
生
を
促
進
せ
ず
、
ま
た
選
挙
体
制
の
整
備
も
行
な
わ
れ
な
い
結
果
と

な
っ
て
表
わ
れ
た
。
」

一
四
年
知
事
選
挙
は
、
自
民
、
社
会
両
「
二
大
政
党
」
に
よ
る
初
の
選
挙

で
あ
り
、
明
治
三
三
年
七
月
生
れ
、
東
大
山
山
で
旧
内
務
官
僚
と
し
て
県
知

事
、
警
視
総
監
の
経
歴
を
も
っ
町
村
金
五
と
、
明
治
四
四
年
一
月
生
れ
、
札

幌
師
範
出
で
、
戦
後
左
翼
と
し
て
北
教
組
委
員
長
、
社
会
党
道
連
書
記
長
を

歴
任
し
、
い
ま
や
中
央
政
界
に
お
い
て
小
壮
有
力
闘
士
と
し
て
活
躍
の
横
路

節
雄
、
こ
の
丙
者
の
対
決
と
な
っ
た
。
こ
の
両
者
は
、
二
七
年
一

O
月
、
北

海
道
第
一
区
か
ら
衆
議
院
選
挙
に
出
馬
、
そ
ろ
っ
て
初
当
選
、
以
後
三
三
年

春
ま
で
の
四
回
連
続
当
選
、
回
を
重
ね
る
毎
に
一
、
二
位
を
争
う
宿
敵
ど
う

北法24(4・179)819
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し
に
な
っ
て
い
た
。

選
挙
戦
を
通
じ
て
、
こ
の
回
の
知
事
選
挙
で
は
、
過
去
三
回
と
比
べ
て
い

く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
従
来
、
革
新
系
と
目
さ
れ
て
い
た
選
挙
母
体

が
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
農
村
政
治
勢
力
の
分
裂
で
あ
っ
た
。

戦
後
に
お
け
る
北
海
道
農
村
の
政
治
力
は
、
ほ
ぼ
農
民
同
盟
に
よ
っ
て
結
集

さ
れ
て
い
た
。
農
民
同
盟
は
、
も
と
も
と
、
農
家
課
税
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
生
ま
れ
た
政
治
団
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
村
を
地
盤
と
し
て
道
議
会

へ一ニ

O
余
名
の
代
表
を
送
り
込
む
実
績
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
特
に
、

田
中
道
政
の
与
党
た
る
社
会
党
の
弱
少
と
相
ま
っ
て
、
農
協
党
な
い
し
協
同

党
は
、
準
与
党
的
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
れ
、
農
民
同
盟
の

政
治
色
は
次
第
に
革
新
色
が
濃
厚
と
な
り
、
社
会
党
の
左
右
統
一
の
際
に

は
、
協
同
党
か
ら
社
会
党
へ
入
党
す
る
議
員
が
か
な
り
多
か
っ
た
。
こ
れ
を

不
満
と
す
る
勢
力
が
、
『
北
海
道
農
村
連
盟
』
と
い
う
新
た
な
政
治
団
体
を

誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
(
一
一
二
年
九
月
三

O
日
)
。
こ
の
両
勢
力
は
、
三
一
年

の
参
議
院
選
挙
、
三
三
年
の
衆
議
院
選
挙
の
候
補
者
推
せ
ん
を
め
ぐ
っ
て
対

立
し
、
溝
を
深
く
し
て
い
た
。

そ
の
こ
は
、
社
会
党
の
日
常
活
動
の
対
象
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
た

中
小
企
業
層
が
、
中
政
速
道
支
部
の
結
成
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
、
自
民
党

を
支
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
労
働
戦
線
に
も
乱
れ

が
起
っ
て
い
た
。
総
評
の
御
三
家
と
い
わ
れ
た
炭
労
、
国
鉄
、
日
教
組
の
委

員
長
を
北
海
道
か
ら
出
し
て
い
る
地
元
だ
け
に
、
こ
れ
を
主
軸
と
し
て
、
労

働
組
合
の
社
会
党
支
持
に
は
強
酒
な
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
二
九
年
九
月
の
日
鋼
争
議
、
三
三
年
七
月
の
王
子
争
議
を
通
じ
て
、
第

二
組
合
の
結
成
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
知
事
選
挙
に
際
し
て
は
、
総
評

と
全
労
と
の
対
立
が
加
わ
り
p

日
鋼
第
二
組
合
、
王
子
製
紙
第
二
組
合
、
小

樽
海
員
組
合
、
国
鉄
職
能
別
組
合
、
木
材
労
連
な
ど
、
大
小
四
八
組
合
が
町

村
支
持
に
傾
い
た
と
い
わ
れ
て
い
た
。

選
挙
戦
の
最
後
の
段
階
で
は
、
自
民
党
の
選
対
事
務
局
長
は
、
最
終
の
見

(
6
v
 

込
み
を
次
の
よ
う
に
立
て
て
い
た
。

「
農
村
連
盟
は
結
成
間
近
の
も
の
を
含
め
て
百
七
十
、
:
:
:
中
政
連
も
ま

だ
新
し
い
が
町
村
さ
ん
の
推
せ
ん
を
決
め
七
十
支
部
で
き
て
い
る
。
:
:
:
全

労
が
各
地
で
町
村
推
せ
ん
を
決
め
た
り
、
組
織
内
に
後
援
会
を
作
っ
て
い
る

な
ど
労
組
内
部
に
新
し
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
・
・
・
手
前
ミ
ソ
で
は
な
い
が

十
万
の
差
で
勝
て
る
と
確
信
し
て
い
る
o」

ハ
7
)

こ
れ
に
対
し
、
社
会
党
道
連
の
事
務
局
長
は
次
の
よ
う
に
予
想
し
た
。

「
農
民
同
盟
を
政
治
偏
向
だ
と
き
め
つ
け
て
で
て
い
っ
た
農
村
連
盟
が
、
自

民
党
の
外
郭
団
体
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
島
符
の
政

策
に
対
す
る
意
識
的
対
立
が
明
ら
か
と
な
り
、
労
農
提
携
が
い
っ
そ
う
強
く

北法24(4・180)820



な
っ
た
。
:
:
・
わ
れ
わ
れ
は
自
民
党
の
体
制
強
化
な
ど
も
十
分
細
か
く
計
算

し
た
上
で
七
万
票
は
勝
た
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
る
。
」

一
般
に
は
、
前
年
五
月
の
衆
議

院
選
挙
で
、
自
民
党
、
社
会
党
は
、

同
数
の
一
一
名
を
当
選
さ
せ
、
得

票
で
は
自
民
党
が
二
万
六
千
票
多

い
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
戦
い
は

五
分
五
分
と
み
ら
れ
て
い
た
。
結

果
は
、
戦
後
六
回
の
知
事
選
挙
中
、

(5) 

得
票
差
の
最
も
少
な
い
選
挙
で
あ

札幌市郊外地区(手稲〕の政治意識調査

っ
た
が
(
表
1
)、
約
一
三
万
票
差

で
町
村
の
勝
利
と
な
り
、
「
社
会
党

知事選挙得票差

i得票差
22 年 田中ー有馬 7.6% 
26 年 問中ー黒沢 8.1 
30 年 問中ー西川 29.9 
34 年 町村一横路 6.1 
38 年 町村一 荒
42 年 町村一塚田 22.7 

表 1

王
国
」
の
牙
城
が
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
衆
議
院
選
挙
と
の
比
較
で
い
え
ば
、

「
横
路
選
対
の
最
終
票
よ
み
で
は
、
て
二
、
一
二
区
で
六
万
票
負
け
る
分
を
、

円。。》

四
、
五
区
で
一
三
万
票
引
き
は
な
し
て
勝
つ
と
み
て
い
た
己
特
に
、
四
区

は
社
会
党
の
金
城
湯
池
で
、
前
年
春
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
自
民
党
に
一
一
一
一

万
票
近
い
大
差
を
つ
け
て
勝
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
町
村
候
補
は
、
こ
の
差

を
半
減
す
る
ま
で
に
進
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
党
は
、
都
市
で
強

い
と
い
わ
れ
、
都
市
得
票
の
総
計
で
は
横
路
候
補
が
一
万
六
千
葉
リ
ー
ド
し

票

/ 
得挙選事知図1
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d 二二【f~)
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て
い
た
が
、
二
七
市
の

う
ち
同
候
補
が
勝
利
し

た
の
は
一
二
市
で
、
内

訳
げ
は
、
炭
鉱
都
市
六

市
、
大
工
業
所
在
地
四

市
で
あ
っ
た
。
郡
部
一

四
支
庁
中
、
横
路
候
補

の
勝
利
し
た
支
庁
は
、

炭
鉱
地
帯
の
多
い
釧
路

た
だ
一
つ
で
あ
っ
た

(図
1
)
。

知
事
選
挙
と
同
時
に

行
な
わ
れ
た
道
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
も
、
社

会
党
は
、
前
回
の
第

党
の
地
位
を
自
民
党
に

ゆ
ず
り
渡
す
こ
と
に
な

っ
た
。
過
去
一
二
年
の

田
中
道
政
で
は
、
与
党

数

22 年 26 年
党 派

総計|市部|郡部総計|市部|郡部総計|市部|郡総計|市部阿部

自
主由lJ自民党

13 8 51 24 11 131 15 51 10 

民 13 7 61 11 7 41 19 11 81
150 21 29 

日 農)農協ャ協同 11 01 11 

国 協クラ 9 81 22 21 20 10 01 10 6 5 

社会右左1{社 ~込Z 
1G 9 

15 41 11 21 9 12
1 26 13 131 42 241 18 

労 農 5 3 2 4 3 

無 fヲ? 属 201 13 7 10 2 B 9 3 6 。

員議会道思リ派党表2

で
あ
る
社
会
党
が
絶
対
過
半
数
を
制
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
第
三

北法24(4・182)822

次
回
中
道
政
で
、
社
会
党
が
四
二
議
席
(
九
三
議
席
中
)
を
獲
得
し
第
一
党
と

な
っ
た
時
に
も
、
過
半
数
を
制
し
き
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
回
の
道

議
会
選
挙
で
は
、
町
村
プ
l
ム
に
便
乗
し
て
か
、
自
民
党
は
絶
対
過
半
数

(
九
九
議
席
中
五

O
議
席
〉
を
獲
得
し
、
戦
後
は
じ
め
て
道
議
会
に
安
定
勢
力

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
で
は
、
農
民
層
だ
け
の
限
ら
れ
た
範
囲

の
利
益
代
表
を
旗
印
と
す
る
協
同
党
が
、
回
を
重
ね
る
毎
に
議
席
を
減
少
さ

せ
、
等
し
く
農
民
層
に
拠
点
を
求
め
な
が
ら
自
民
党
を
名
乗
る
候
補
者
の
当

選
数
、
か
多
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
無
所
属
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
も
特
徴

の
一
つ
で
あ
っ
た
(
表
2
)
0

道
政
三
三
年
第
四
三
号

3
・h
f
・-f印

北
海
評
論
三
四
年
五
月
号
甘
芯

同
右
三
一
二
年
九
月
号
℃
・
芯

塚
田
庄
平
「
社
会
党
は
な
ぜ
敗
れ
た
か
」
北
海
評
論
三
四
年
七
月
号

同

y
一ム

(
5
)
北
海
評
論
三
四
年
五
月
号
司
・
一
日

道
政
四
九
号
円
以

5

(
6
)
(
7
)

北
海
評
論
三
四
年
五
月
号
官

-slz

(
8
)

『
戦
後
北
海
道
農
民
運
動
史
』
甘
・
ム
o
m

f¥ r、 f¥f戸、
4 3 2 1 
、】ノ¥ノ¥，ノ、}ノ

)
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そ
の
問
、
社
会
党
自
体
で
は
、
世
代
の
交
代
を
物
語
る
い
く
つ
か
の
象
徴

的
な
出
来
事
が
起
っ
て
い
た
。
北
海
道
に
お
け
る
社
会
運
動
の
一
克
老
と
日
さ

れ
て
い
た
鈴
木
源
重
〈
明
治
二
四
年
生
れ
)
、
木
下
源
五
日
(
明
治
二
四
年
生

ま
れ
)
、
両
氏
が
い
づ
れ
も
政
治
の
表
舞
台
か
ら
消
え
去
る
の
で
あ
る
。

鈴
木
源
震
の
場
合
は
、
昭
和
二
二
年
、
回
中
敏
文
が
初
の
民
選
知
事
に
当

選
し
た
時
、
道
議
会
議
長
候
補
の
本
命
と
さ
れ
て
い
た
。
一
介
の
労
働
者
、

ヒ
ゲ
の
源
重
の
異
名
で
小
樽
の
ハ
シ
ケ
争
議
に
躍
っ
た
彼
が
、
道
政
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
議
長
席
に
座
る
と
い
う
の
で
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
新
時
代
の
表

現
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
は
、
与
党
た
る
社
会
党
の
弱

少
の
た
め
、
わ
づ
か
の
差
で
そ
の
席
に
つ
け
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
二
六
年

(5) 

の
V

逗
誠
会
改
選
で
は
副
議
長
と
な
り
、
一
一
一

O
年
四
月
、
社
会
党
が
一
挙
三
九

札幌市郊外地区(手稲〕の政治意識調査

議
席
を
獲
得
し
て
第
一
党
と
な
っ
た
時
に
は
、
社
会
党
道
連
の
長
老
と
し

て
、
議
長
の
座
に
つ
く
こ
と
が
ほ
ぼ
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
ん
度

は
、
党
内
に
異
論
が
で
て
、
同
じ
く
戦
前
派
で
は
あ
る
が

一
世
代
後
輩
の

荒
哲
夫
(
明
治
三
九
年
〉
に
議
長
席
を
さ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

次
回
の
三
四
年
道
会
議
員
選
挙
で
は
、
戦
後
派
の
島
本
虎
三
に
道
を
譲
り
、

隠
退
す
る
の
で
あ
る
。

社
会
党
道
連
の
創
立
者
、
初
代
委
員
長
の
木
下
源
吾
の
場
合
に
は
、
よ
り

象
徴
的
に
、
道
連
結
党
一

O
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
一
一
一
一

年
六
月
六
日
の
わ
ず
か
五
日
後
、
除
名
処
分
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
理
由
は
、

同
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
に
、
道
連
の
決
定
に
反
し
て
地
方
区
か
ら
出
馬
し

た
と
い
う
に
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
候
補
者
公
認
問
題
に
つ
き
、
木
下
の
推
せ
ん
単
産
で
あ
っ
た
全

市
連
の
『
二
十
年
史
』
に
よ
っ
て
詳
細
を
み
て
み
よ
う
。

コニ
O
年
九
月
、
全
道
労
協
の
合
同
選
対
会
議
で
、
地
方
区
候
補
推
せ
ん

を
決
定
す
べ
く
、
各
国
中
産
か
ら
報
告
さ
れ
た
四
名
、
木
下
源
五
日
(
国
鉄
旭
川
、

全
市
連
)
、
大
矢
正
(
炭
労
)
、
中
島
達
敬
(
国
鉄
札
幌
)
、
米
田
勲
(
北
教

組
)
を
二
名
に
し
ぼ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
・
:
・
そ
の
後
、
各
候
補
の
推

せ
ん
単
産
の
代
表
に
よ
る
話
し
合
い
が
一
二
月
ま
で
三
間
続
け
ら
れ
た
。
こ

の
動
き
と
併
行
し
て
、
社
道
連
で
も
次
第
に
具
体
的
な
作
業
を
進
め
、
一
二
月

二
六
日
、
選
対
小
委
員
会
が
聞
か
れ
、
投
票
の
形
式
で
候
補
を
出
し
合
っ
た

結
果
、
米
国
、
大
矢
、
中
島
、
木
下
の
順
に
よ
り
、
上
位
二
名
を
内
定
し

全
道
労
協
の
具
体
的
な
作
業
が
終
了
す
る
ま
で
発
表
を
差
し
ひ
か
え
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

一
一
一
一
年
一
月
二
八
日
、
全
道
労
協
第
四
回
合
同
選
対
会
議
が
聞
か
れ
、
執

行
部
か
ら
、

ω代
表
と
し
て
の
将
来
に
対
す
る
期
待
と
個
人
的
な
適
格
性
、

ωた
た
か
う
場
合
の
強
弱
、

ω推
せ
ん
単
組
の
実
情
の
三
点
か
ら
慎
重
に
検

北法24(4・183)823
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討
し
た
結
果
、
米
田
、
大
矢
の
二
氏
と
す
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
し
か

し
、
論
議
が
紛
糾
し
、
決
定
を
み
る
に
至
ら
ず
、
『
党
の
自
主
性
に
基
づ
い

て
決
定
し
て
も
ら
う
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

二
月
二
日
、
社
道
連
執
行
委
員
会
は
、
『
全
道
労
協
決
定
は
、
二
七
日
社

道
連
で
打
ち
出
し
た
方
針
と
な
ん
ら
変
る
も
の
で
は
な
い
』
と
結
論
し
、
党

中
央
本
部
に
対
し
て
、
東
、
大
矢
、
米
国
の
三
氏
を
公
認
す
る
よ
う
申
請
書

を
出
し
た
。

他
方
、
中
央
の
選
対
委
員
会
で
は
、
木
下
氏
推
せ
ん
の
単
産
代
表
や
道
議

員
ら
が
上
京
、
道
内
の
実
情
を
説
明
し
た
た
め
、
道
連
の
申
請
と
実
情
と
は

か
な
り
へ
だ
た
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
北
海
道
地
方
区
の
公
認
問
題
に

つ
い
て
は
、
三
度
保
留
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
道
連
側
、
が
示
し
た
木
下
非
推

せ
ん
の
理
由
は
、
①

木
下
氏
を
当
選
せ
し
め
て
も
社
会
党
の
プ
ラ
ス
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
@

木
下
氏
は
も
う
北
海
道
に
は
住
ま
な
い
だ
ろ
う
c

③ 

国
会
議
員
を
や
め
て
も
食
う
に
は
困
ら
な
い
の
三
点
で
あ
っ
た
と
い

ぅ
。
中
央
選
対
に
は
、
『
木
下
さ
ん
を
殺
し
た
く
な
い
』
と
い
う
空
気
が
あ

り
、
木
下
氏
の
同
僚
国
会
議
員
も
多
数
、
木
下
氏
の
公
認
要
求
の
署
名
運
動

を
し
て
い
た
。

し
か
し
、
五
月
二
五
日
、
全
道
労
協
の
第
五
回
合
同
選
対
で
は
、
木
下
支

持
単
産
の
退
場
に
も
拘
ら
ず
、
い
わ
ば
強
引
に
、
東
、
大
矢
、
米
国
の
執
行

部
案
を
押
し
通
し
、
地
盤
協
定
さ
え
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
同
様
、
社
道
連
で

も
、
五
月
二
七
日
の
大
会
で
、
木
下
非
推
せ
ん
の
理
由
を
明
示
す
る
こ
と
な

く
、
ま
た
現
役
優
先
の
原
則
を
無
視
し
て
、
数
で
押
し
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
六
月
一
一
日
、
社
道
連
幹
部
が
木
下
の
離
党
を
勧
告
し
て
き
た
。

木
下
氏
は
『
私
は
離
党
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
私
を
支
持
し
て
く
れ
る
多

く
の
党
員
諸
君
を
離
党
勧
告
す
る
と
か
除
名
す
る
と
か
の
こ
と
は
し
て
も
ら

い
た
く
な
い
、
そ
の
条
件
が
い
れ
ら
れ
れ
ば
応
じ
よ
う
』
と
の
態
度
で
あ
っ

た
が
、
道
連
側
に
拒
否
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
木
下
氏
は
、
党
本
部
か
ら
出
さ
れ
た
社
会
党
員
と
し
て
の
党
籍

証
明
に
基
づ
き
、
日
本
社
会
党
の
創
立
者
と
し
て
一
回
目
立
候
補
し
た
。

」
れ
に
対
し
、
道
連
は
、
前
日
に
除
名
処
分
を
発
表
、
社
会
党
を
取
り
消

し
て
ほ
し
い
旨
、
道
選
管
に
通
告
し
た
が
、
道
選
管
で
は
手
続
上
の
不
備
は

な
く
、
党
内
事
情
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
」

木
下
源
五
回
は
、
二
二
年
第
一
回
の
参
議
院
選
挙
に
出
馬
し
当
選
し
て
い

た
。
二
五
年
五
月
に
も
再
選
し
て
い
た
。
こ
の
時
に
は
、
道
連
は
、
北
教
組

出
身
の
若
木
を
公
認
し
よ
う
と
す
る
本
部
と
衝
突
し
て
、
な
お
、
木
下
を
パ

ツ
ク
ア
ッ
プ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
六
年
後
の
一
一
一
一
年
に
は
、
道
連

の
反
対
を
押
し
て
地
方
区
か
ら
立
候
補
、
そ
の
た
め
除
名
処
分
を
受
け
る
こ

北法24(4・184)824
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研究ノート

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
戦
前
か
ら
の
同
志
、
鈴
木
源
重
と
喜
多

孝
章
は
、
脱
党
し
て
ま
で
も
と
木
下
を
強
く
支
持
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
両
氏
も
、
選
挙
後
一

O
月
の
大
会
で
、
戒
告
処
分
に
附
せ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

同
様
の
ケ
l
ス
は
、
次
回
の
参
議
院
選
挙
公
認
候
補
間
出
恐
か
ら
始
ま
り
、

四

O
年
ま
で
、
各
国
の
大
会
で
論
議
を
よ
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
『
荒
皆
夫
処
遇

問
題
』
に
も
み
ら
れ
た
。
荒
哲
夫
は
、
三
た
び
参
議
院
選
挙
の
候
補
と
し
て

名
前
を
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
都
度
、
大
単
産
1

1
国
労
、
自
治
労
、
北
教
組

の
推
す
候
補
と
の
調
整
が
つ
か
ず
に
辞
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

34年道会議員選挙

|立候補者|当選者[

総ー ;十 68 42 

立候補歴 22 8 7 

26 14 12 I 

30 38 30 I 

新 29 11 

30~ 53 / 

議員雁 22 7 6 

26 13 12 

30 33 27 

新 15 11 I 

30~ / 26 

表2

三
八
年
知
事
選
挙
に
『
犠
牲
候
補
』
と
し
て
敗
北
、
そ
の
後
、
『
最
高
顧
問
』

の
地
位
に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
戦
前
派
の
後
退
は
、
任

会
党
の
労
組
依
存
が
強
ま
る
過
程
の
な
か
で
起
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
政
治
的
社
代
の
交
代
は
、
戦
前
派
対
戦
後
派
の
間
だ
け
で
な
く
、
こ
の

時
期
に
は
、
戦
後
派
内
部
で
も
起
り
始
め
て
い
た
(
表
1
、

2
)。

(
1〉

『4
1
市
述
二
十
年
史
』

自
治
労
全
市
連

昭
和
四
一
年

正
木
と
横
路

戸、υ

戦
前
派
対
戦
後
派
の
対
照
は
、
選
挙
区
を
同
じ
く
す
る
一
区
五
木
清
と
横

路
節
維
の
問
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
お
い
て
現
わ
れ
た
。
生
れ
は
ほ
ぼ
同
様

の
境
遇
で
あ
っ
た
が
、
正
木
は
、
明
治
三
五
年
五
月
、
福
島
県
の
炭
鉱
地
帯

好
間
村
、
農
家
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
、
大
正
一
三
年
二
月
寒
気
の
小
樽

へ
渡
道
、
鈴
木
淑
重
を
隣
家
の
起
縁
で
非
合
法
労
働
運
動
へ
身
を
投
じ
、
以

後
投
獄
の
経
歴
を
も
っ
『
ア
パ
ン
の
闘
士
』
と
な
っ
て
い
た
。
横
路
は
、
正

木
よ
り
ほ
ぼ
十
年
後
れ
、
明
治
四
四
年
一
月
、
夕
張
炭
鉱
の
採
炭
夫
を
父

に
、
九
人
の
兄
弟
姉
妹
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
「
一
生
食
え
て
恩
給
の
つ

く
先
生
の
途
を
え
ら
ば
さ
れ
て
」
、
大
正
一
四
年
札
幌
師
範
に
合
格
、

中
は
、
も
っ
ぱ
ら
ス
ポ
ー
ツ
青
年
、
軟
式
庭
球
の
全
道
選
手
権
者
と
し
て
名

を
馳
ぜ
て
い
た
。
彼
が
労
働
運
動
に
関
係
す
る
の
は
、
戦
後
一
二
年
二
月
札

~tt1~24( 4・186)826
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幌
市
教
職
，
員
組
合
の
結
成
を
進
め
て
初
代
書
記
長
に
な
る
時
か
ら
で
あ
る
。

以
後
、
組
合
運
動
に
お
け
る
進
出
は
目
ざ
ま
し
く
、
同
年
三
月
、
北
教
組
結

成
大
会
で
中
央
委
員
、
一

O
月
、
東
北
北
海
道
教
組
協
議
会
副
委
員
長
、
一

二
月
、
全
日
本
教
組
協
の
結
成
に
参
画
、
書
記
長
、
そ
し
て
、
二
二
年
に

は
、
北
教
組
委
員
長
と
な
っ
た
。
こ
の
年
四
月
、
社
会
党
に
入
党
す
る
の
で

七
四
ザ
心
。

横
路
、
か
政
治
の
舞
台
に
登
場
す
る
の
は
、
昭
和
一
一
二
年
四
月
の
道
会
議
員

選
挙
に
立
候
補
し
た
時
で
あ
る
。
こ
の
時
、
横
路
が
立
っ
た
札
幌
市
か
ら

は
、
他
に
社
会
党
候
補
二
名
1

1
戦
前
派
運
動
家
で
投
獄
の
経
歴
を
も
つ
か

島
親
蔵
、
戦
前
非
推
せ
ん
市
会
議
員
の
長
沢
信
広
ー
ー
が
出
馬
し
た
が
あ
え

(5) 

な
く
落
選
、
横
路
は
、
北
教
組
を
基
盤
に
山
鳥
し
、
戦
前
道
会
議
員
に
但
し

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識調夜

て
第
三
位
の
当
選
を
勝
ち
与
え
た
。
当
選
者
五
名
中
、
他
の
四
名
は
み
な
五

O

代
以
上
の
高
齢
者
で
あ
っ
た
が
、
横
路
は
三
七
才
の
最
年
少
で
あ
っ
た
。
検

路
の
当
選
は
、
田
中
知
事
を
生
ん
だ
新
時
代
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。

「
道
議
会
に
若
い
新
人
が
で
て
き
た
こ
と
は
、
民
通
知
事
の
出
現
と
と
も

に
、
新
し
い
時
代
ら
し
い
活
気
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。
北
教
組
委
員
長
の

立
場
か
ら
山
た
横
路
節
雄
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
、
札
幌
師
範
時
代
、
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
り
軟
式
庭
球
で
は
全
道
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
ト
ッ
サ
の
判
断
を
要
す
る
機
敏
な
ス
ポ
ー
ツ
に
優
れ
て
い
た
よ
う
に
、
議

会
に
お
い
て
も
頭
、
か
切
れ
、
一
年
生
議
員
と
は
い
い
な
が
ら
、
ト
ツ
さ
ん
J

ジ

イ
さ
ん
の
や
る
こ
と
が
パ
カ
に
み
え
る
の
か
、
い
つ
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
な
が

ら
、
本
会
議
の
最
前
席
に
座
っ
て
い
た
o
U

つ
づ
く
二
四
年
一
月
の
衆
議
院
選
挙
に
横
路
は
立
候
補
す
る
が
、
戦
後
、

社
会
党
の
第
一
期
退
潮
期
と
あ
っ
て
、
次
々
点
で
落
選
し
た
。
も
っ
と
も
、

北
海
道
で
は
、
こ
の
崎
、
社
会
党
候
補
は
一
名
も
当
選
を
勝
ち
え
ず
、
彼
の

立
候
補
し
た
一
区
に
お
い
て
は
、
落
選
社
会
党
候
補
者
三
名
中
、
横
路
が
最

上
位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
社
会
党
の
試
練
の
時
期
に
、
横
路
は
、
渡

辺
惣
蔵
l
|
旧
日
労
系
戦
前
派
閥
士
で
道
連
の
い
わ
ば
生
み
の
親
で
あ
っ
た

ー
ー
の
追
放
を
期
に
社
会
党
道
連
書
記
長
に
就
任
す
る
。
そ
し
て
、
「
い
わ
ゆ

る
森
戸
|
!
稲
村
論
争
を
通
じ
て
、
青
年
党
員
、
組
合
党
員
を
中
核
と
す
る

体
質
改
誇
期
に
入
っ
た
時
、
そ
の
ア
イ
ド
ル
的
指
導
者
の
一
人
に
挙
け
ら
れ

る
」
こ
と
に
な
っ
た
。

正
木
と
横
路
が
、
戦
前
派
対
戦
後
派
と
し
て
対
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
そ
れ
以
後
、
-

4

4

ハ
、
七
年
か
ら
で
あ
る
。

「
正
木
・
・
・
札
幌
市
議
会
以
来
、
鳴
ら
し
て
主
た
ア
パ
ン
の
闘
士
だ
け
あ

っ
て
、
イ
ン
テ
リ
ぞ
労
組
幹
部
に
は
う
け
が
よ
く
な
い
が
、
反
面
な
か
な
か

根
強
く
彼
を
支
持
す
る
一
派
も
あ
る
:
:
・
。

横
路
・
:
・
正
木
の
ア
パ
ン
組
に
対
し
ア
プ
レ
の
現
書
記
長
で
は
あ
る
が
、

北法24(4・¥87)827
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社
会
党
道
連
内
で
い
ま
絶
対
的
な
権
力
を
握
っ
て
い
る
。
横
路
に
は
、
『
左

に
大
北
教
組
、
右
に
田
中
知
事
を
か
か
え
た
『
横
路
ク
レ
ム
リ
ン
』
の
評
が

(
3〉

ある・・・・・
-
o
」

「
今
年
の
メ
ー
デ
ー
の
先
頭
に
た
っ
た
横
路
、
正
木
両
氏
の
対
照
的
印
象

が
今
で
も
あ
ざ
や
か
だ
。
同
じ
政
治
家
で
も
派
手
な
の
と
、
そ
の
地
味
と
着

(
4
v
 

突
さ
が
号
一
言
動
に
山
て
く
る
・
・
・
・
・
・
0

」

こ
の
戦
前
派
対
戦
後
派
の
対
照
は
、
両
者
の
議
員
活
動
、
政
治
姿
勢
と
い

っ
た
も
の
に
現
わ
れ
る
。
横
路
の
手
腕
は
議
会
闘
争
の
場
で
発
揮
さ
れ
、
正

木
の
キ
ャ
リ
ア
は
党
内
融
和
に
発
情
博
さ
れ
る
。

「
二
八
年
一

O
月
の
U
M
-
-

ハ
カ
ヤ
ロ
解
散
。
の
直
前
、
予
算
委
員
会
の
義
務

教
育
職
員
法
案
を
追
及
し
て
解
散
の
原
動
力
と
な
り
、
二
九
年
二
月
の
予
算

委
で
は
、
外
航
船
建
造
利
子
補
給
に
か
ら
む
造
船
問
題
で
、
共
有
船
舶
の
処

分
や
利
子
補
給
を
め
ぐ
っ
て
保
守
政
権
が
海
運
会
社
や
金
融
機
関
か
ら
政
治

資
金
を
う
け
て
い
る
事
実
を
つ
き
、
公
職
選
挙
法
、
政
治
資
金
規
制
法
の
抵

触
を
追
及
し
て
、
つ
い
に
造
船
疑
獄
事
件
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、
佐
藤
栄
作

逮
捕
問
題
や
指
衛
権
発
動
事
件
に
よ
っ
て
吉
田
内
閣
を
た
お
す
き
っ
か
け
を

作
る
な
ど
、
議
会
活
動
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
は
な
ば
な
し
い
実
績
を
残
し

門
戸

O
V

て
い
る
。
」

「
政
党
成
立
の
基
盤
を
派
閥
と
い
う
視
点
で
捉
え
た
場
合
、
金
が
な
い
こ

と
、
子
分
が
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
中
間
派
の
特
色
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
0

・
:
・
:
終
始
、
特
定
の
ヒ
モ
を
持
つ
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
派
閥
ベ
ツ
タ
リ

の
結
縁
も
結
ぶ
こ
と
も
し
な
か
っ
た
正
木
は
、
社
会
党
の
覇
者
交
代
の
政
治

ト
ラ
マ
に
お
い
て
は
、
セ
レ
モ
ニ
ー
役
と
な
っ
て
も
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴

び
る
登
場
人
物
に
な
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中
間
派
グ
ル
ー
プ
、
木
曜
会

の
中
心
人
物
と
し
て
党
内
融
和
に
奔
走
し
た
の
も
、
昭
和
三

O
年
前
後
の
統

一
時
代
か
ら
長
き
に
わ
た
っ
て
代
議
士
会
長
役
を
つ
と
め
た
の
も
、
正
木
の

そ
の
独
特
の
立
場
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。
:
:
:
戦
後
派
の
労
組
党
員
か
ら

理
論
欠
如
の
経
験
主
義
と
批
判
さ
れ
る
が
:
・
:
国
会
対
策
委
員
長
、
そ
し
て

衆
議
院
副
議
長
の
就
任
は
、
こ
の
正
木
の
ベ
l
ス
が
モ
ノ
を
い
っ
た
の
で
あ

(
6〉
る
。
」正

木
、
横
路
の
対
比
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
選
挙
に
も
現
わ
れ
る
。
両

者
は
、
二
四
年
一
月
の
衆
議
院
選
挙
以
来
、
同
一
の
北
海
道
一
区
で
六
回
共

に
闘
っ
て
い
た
。
そ
の
六
回
を
通
じ
て
得
票
に
お
け
る
横
路
の
優
位
は
変
ら

ず
両
者
の
得
票
パ
タ
ー
ン
は
一
定
で
あ
っ
た
(
表

1
)。
た
だ
一
つ
の
例
外

は
、
正
木
が
社
会
党
札
幌
支
部
長
で
あ
っ
た
二
八
年
の
選
挙
に
お
け
る
市
部

得
票
だ
け
で
あ
っ
た
。
績
路
の
優
位
は
、
彼
が
初
当
選
し
た
二
七
年
の
衆
議

院
選
挙
以
来
、
社
会
党
候
補
に
対
す
る
労
働
組
合
の
発
言
権
が
増
大
し
強
力

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
。
全
道
労
協
は
す
で
に
二
五
年
一

O
月
に
結

北法24(4・188)828
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22年 24年 27年 28年 30年 33年 35年 38年 42年

(ー 区〉

正木 市:郡 48 <52 54 >46 69 >31 68 >32 61 >39 65 >35 64 >36 / / 
横路 市:郡 / / 63 >37 57.5>42.5 58.5>41.5 60 >40 67.5>32.5 67 >33 77 >23 
干上 市:郡 59 >41 62 >38 64.6>35.4 59 >41 62 >38 66.5>33.5 69 >31 77.4>22.6 81.4>18.6 

市 正:検 4.7 / 3.5< 4.7 7.4< 8.4 9.1> 8.4 8.4<11.5 12.3<16.3 7.1<13.1 / 15.2 
郡 正:横 5.0 / 3.0> 2.7 3.3< 6.3 4.4< 5.9 5.3< 7.6 6.6< 7.8 4.1< 6.4 / 4.5 
手稲 正:横 25.7 / 17 .5> 7.1 17.1>13.5 22.1>12.5 21.9>19.2 27.4>25.2 19.0<22.8 / 24.9 
全体 正:横 9.7 / 6.4< 7.4 10.7<14.7 13.5<14.3 13.7<19.1 18.9<24.2 11.2<19.5 / 19.8 

社得票に占める%

一区 正:横 41.3 / 36.7<42.7 35.4<48.3 40.2<42.6 36.7<51.2 43.8<56.2 25.9<45.1 / 41. 9 
}市 正:横 33.6 / 32.0<43.4 37.7<42.9 49.1>42.2 36.3<49.8 42.9<57.1 23.9<44.0 / 41.7 
郡 正:検 52.3 / 44.4>41.5 31.1く58.132.3<43.1 37.3<53.4 45.6<54.4 30.2<47.7 / 42.5 
手稲 正:検 69.7 / 64.3>26.0 49.1>38.7 45.9>26.。48.0>42.2 52.1>47.9 35‘9<43.。/ 43.7 
当落・ l順位

正木・横路 ③ / 8 7 @ ② ③ ② ③ ① ③ ① 6 ① / ② 

選議路一衆木，横正表 1
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成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
七
年
の
選
挙
時
に
は
、
そ
の
選
対
は
、
社
会

党
と
の
一
本
化
に
よ
っ
て
革
新
派
の
大
量
進
出
を
期
し
た
が
、
「
一
灰
二
名
、

横
路
擁
立
」
の
線
が
強
か
っ
た
と
い
勺

横
路
は
、
北
教
組
と
い
う
強
力
な
支
持
基
盤
を
も
ち
、
か
っ
、
「
戦
後
派

の
エ

l
ス
」
と
し
て
ホ
ワ
イ
}
カ
ラ

I
の
支
持
を
も
獲
得
し
た
が
、
正
木
に

は
、
革
新
政
党
議
員
と
し
て
の
政
治
生
命
を
担
保
す
べ
き
労
働
組
合
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
代
る
も
の
は
、
戦
前
か
ら
の
挽
馬
組
合
(
昭
和
九
年
)
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
一
業
種
間
体
に
渇
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
挽
馬
組
合
は
、

も
と
も
と
、
日
雇
い
人
夫
の
土
塊
運
搬
馬
車
挽
き
の
集
ま
り
で
あ
っ
て
、
仲

間
意
識
は
強
い
に
し
て
も
、
八
組
織
〉
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
労

働
組
合
の
持
つ
広
範
な
大
衆
動
員
力
に
は
あ
ま
り
に
乏
し
か
っ
た
。

「
政
治
家
正
木
は
、
終
生
、
い
さ
さ
か
古
風
な
人
間
観
と
心
情
を
も
っ
低

賃
金
労
働
者
や
零
細
白
川
川
業
者
に
愛
さ
れ
、
彼
ら
と
対
等
に
交
流
し
た
。
彼

の
政
治
的
支
持
者
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
組
織
を
第
一
義
の
基
盤
と
す

る
戦
後
派
革
新
政
治
家
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
ニ
れ
は
後
に
、
彼

【

Q

。

の
長
所
と
も
な
り
、
政
治
的
弱
点
と
も
な
っ
た
己

こ
の
体
質
の
弱
さ
を
克
服
し
て
く
れ
た
も
の
は
、
国
鉄
労
組
で
、
こ
れ
が

二
七
年
か
ら
の
連
続
当
選
の
た
め
の
強
力
な
支
持
団
体
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
し
か
し
、
正
木
支
持
に

ま
わ
っ
た
労
働
組
合

1
1
国

鉄
、
全
農
林
、
全
鉱
連
、
町

工
場
の
労
組
を
主
体
と
す
る

金
属
ー
ー
は
、
そ
の
勢
力
に

お
い
て
横
路
支
持
労
組
に
及

ば
な
い
だ
け
で
な
く
、
肌
合

い
に
お
い
て
も
、
イ
ン
テ
リ

層
の
多
い
横
路
の
北
教
組
と

比
し
、
生
え
抜
き
の
現
場

人
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
を
主
体

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(表
2
)
。

正
木
の
こ
の
弱
点
は
、
正

木
に
と
っ
て
最
後
の
選
挙
と

な
っ
た
三
八
年
十
一
月
の
衆

議
院
選
挙
に
結
果
と
な
っ
て

現
わ
れ
た
。
こ
の
回
に
、
社

会
党
で
は
一
区
に
三
人
の
候

札幌市開票区別得票

¥ 24年¥27年¥28年¥30年¥33年¥35年

正木の優勢な地区 苗 穂 11 ノγ 条

東 東 橋 11 

主主 平

横路の優勢な地区 通大 11 11 ノγ 11 必ア

IU 五1 11 11 11 開 /ノ

I腕 西 11 11 

.~: 7)¥. 11 ノア

円 ilj 
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表2



(5) 

補
を
立
て
、
新
人
の
島
本
に
は
、
会
ト
道
庁
、
全
電
通
、
全
逓
、
横
路
に
は
、

北
教
組
、
合
同
教
組
、
紙
。
ハ
、
全
日
通
、
全
農
村
、
北
大
、
正
木
に
は
、
国
鉄
、

全
鉱
、
全
開
発
、
全
林
野
、
札
幌
市
労
連
な
ど
、
組
織
の
票
割
を
行
い
、
三

議
席
の
確
保
を
狙
ら
っ
た
。
し
か
し
、
選
挙
戦
の
当
初
か
ら
、
こ
の
票
割
り

の
影
響
、
が
正
木
に
懸
念
さ
れ
、
最
終
予
想
で
は
、
横
路
は
「
安
全
ぃ
圏
」
に
あ

っ
た
が
、
正
木
は
な
お
「
当
落
線
上
」
に
あ
っ
た
。
結
果
は
、
僚
路
の
第
一

位
当
選
、
良
川
本
四
位
当
選
、
一
化
木
は
次
点
の
落
選
で
あ
っ
た
。
か
っ
、
最
下

位
当
選
者
と
の
得
票
差
は
、
わ
ず
か
三
、
二
六
五
票
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

四
区
で
は

l
も
と
も
と
革
新
の
金
城
湯
池
と
い
わ
れ
て
い
た
l
i
、
社
会

党
は
一
区
同
様
三
人
の
候
補
を
立
て
、
行
政
区
割
に
よ
る
地
盤
協
定
が
う
ま

く
行
な
わ
れ
、
一
二
候
補
全
員
当
選
を
勝
ち
得
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

一
区
の

札幌市郊外地区(手稲〉の政治意識『調査

失
敗
は
、
論
議
の
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
果
判
明
直
後
、
送
連
委
員
長
の
渡
辺
惣
蔵
は
、
次
の
よ
う
な
談
話
を
述

へ
た
。「

こ
ん
ど
の
選
挙
で
一
区
の
候
補
で
自
分
さ
え
票
を
と
れ
れ
ば
い
い

l
l

と
い
っ
た
態
度
で
党
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
乱
す
よ
う
な
行
為
が
あ
っ
た
の
は

残
念
だ
。
そ
の
た
め
先
輩
の
正
木
さ
ん
が
悲
運
を
み
た
。
」

ま
た
、
道
連
書
一
記
長
の
井
野
正
俸
は
、
紙
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
ο

「
uw

連
帯
完
勝
U
H

こ
れ
が
こ
ん
ど
の
選
挙
に
臨
ん
だ
と
き
の
道
連
の
基
本

方
針
だ
っ
た
o
u
v

連
帯
完
勝
。
と
は
、
各
候
補
が
地
盤
協
定
を
守
り
な
が
ら
、

そ
ろ
っ
て
当
選
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
結
果
か
ら
み
る
と
、
一

区
で
は
本
来
党
の
指
導
者
で
あ
る
べ
き
横
路
氏
に
よ
っ
て
こ
わ
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
ま
こ
と
に
遺
憾
だ
。
わ
が
党
は
選
挙
違
反
に
つ
い
て
強
く
連
座
制
を

主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
主
張
は
党
内
の
統
制
違
反
に
も
厳
正
に
適
用
さ
せ

る
つ
も
り
だ
。
横
路
氏
の
問
題
は
二
十
六
日
の
道
連
執
行
委
員
会
で
報
告
す

る
が
、
私
と
し
て
は
統
制
委
員
会
に
付
議
す
る
よ
う
提
案
す
る
つ
も
り
だ
。

ま
た
、
書
記
長
の
職
に
あ
っ
た
私
も
当
然
責
任
を
と
る
。
こ
れ
は
党
の
前
進

の
た
め
に
絶
対
必
要
な
措
置
だ
と
品
切
。
」

翌
年
一
月
二
二
、
二
一
一
一
H
、
社
会
党
道
連
第
9
問
臨
時
大
会
で
は
、
衆
院

選
挙
に
対
す
る
自
己
批
判
と
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
委
員
長
、
書
記
長
が

交
代
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
選
挙
批
判
に
つ
い
て
は

一
区
の
横
路

候
補
が
地
盤
割
り
を
無
視
し
た
た
め
正
木
候
補
を
落
選
さ
せ
た
と
い
う
執
行

部
報
告
を
め
ぐ
り
、
特
定
候
補
を
非
難
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
出
る
な
ど

紛
糾
し
、
つ
い
に
、
執
行
部
提
案
の
一
部
修
正
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

正
木
清
は
、
こ
の
選
挙
を
期
に
「
'
民
何
本
君
を
抱
え
込
み
す
ぎ
た
。
過
去
九

聞
の
選
挙
で
こ
れ
ほ
ど
許
し
か
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
と
は
島
本
君
の

活
躍
に
期
待
す
る
よ
。
身
の
振
り
方
は
党
ま
か
せ
さ
」
と
、
政
治
の
舞
台
か

ら
去
る
の
で
あ
る

o
E木
・
横
路
の
対
比
に
み
る
、
正
木
の
失
墜
そ
し
て
続

北法24(4・191)831
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く
死
(
一
二
六
年
四
月
)
は
、
先
き
の
一
冗
老
木
下
や
鈴
木
の
消
滅
と
と
も
に
、
社

会
党
の
一
つ
の
時
代
の
交
代
を
暗
示
し
て
い
た
。
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六
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一
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三
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二

四

日

聞す

『じ
苦
阿(
題
名
の
訂
正
)

本
論
集
に
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
研
究
ノ
l
卜
「
札
幌
市
効
外
地
区
(
手

稲
〕
の
政
治
意
識
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
論
文
名
の
構
成
の
点
に
若
干

の
不
統
一
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
(
)
内
は
各
論
文
が
発
表
さ
れ
た
本
論
訪
米
の
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

札
幌
市
郊
外
地
区
(
手
稲
)
の
政
治
意
識
調
査

ω
(二
O
巻
二
号
)

共

同

研

究

代

表

小

川

晃

執

筆

者

蓮

池

人

口

構

成

札
幌
市
郊
外
地
区
(
手
稲
)
の
政
治
意
識
調
査

E

戦
後
手
稲
に
お
け
る
「
政
治
」執

(2) 
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一
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巻
四
号
)

筆
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者

荒

俊

札
幌
市
郊
外
地
区
(
手
稲
)
の
政
治
意
識
調
査

E

戦
後
手
稲
に
お
け
る
「
政
治
」
執
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四
号
)
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号
)

札
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後
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け
る
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筆
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党
手
稲
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部
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中
心
と
し
て

i
l

E 

部

四
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